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毎司

神戸学院法学第25巻第1号

ょ
ぅ
に
、
社
会
科
学
を
や
る
人
間
は
で
き
る
限
り
、
で
き
る
限
り
で
は
な
く
努
め
て
、
日
常
起
こ
っ
て
く
る
社
会
現
象
、
経
済
現
象
、

こ
れ
に
関
心
を
持
っ
た
上
で
学
問
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
れ
を
希
望
し
て
私
の
お
話
を
終
り
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。

平
成
六
年
度
に
、
「
明
治
初
期
に
お
け
る
金
融
機
関
の
発
達
と
株
式
会
社
法
の
移
植
」
を
主
題
と
し
て
、
浜
田
道
代
教
授
（
名
古
屋
大
学
）

と
伊
藤
紀
彦
教
授
（
中
京
大
学
）
が
共
同
研
究
を
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
研
究
は
、
平
成
五
年
度
の
財
団
法
人
全
国
銀
行
学
術
研
究
振
興
財
団

の
研
究
助
成
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
右
の
共
同
研
究
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
そ
の
対
象
を
ひ
ろ
げ
、
株
式
会
社
法
移
植
以
降
の
わ
が
国
の

会
社
法
改
正
の
歴
史
的
展
開
を
も
視
野
に
含
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
も
右
の
拡
大
さ
れ
た
共
同
研
究
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
、
昭
和
一
三
年
の
会
社
法
改
正
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
は
、
私
の
担
当
部
分
の
研
究
の
一
一
一
一
口
わ
ば
入
り
口
に
あ
た
る
部
分
を
、

資
料
の
整
理
を
兼
ね
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
章
法
改
正
の
背
景
と
な
っ
た
環
境
の
素
描

第
一
節
企
業
社
会
を
め
ぐ
る
一
般
的
概
況

第
二
節
統
計
面
か
ら
み
た
会
社
の
概
況

昭
和
一
三
年
会
社
法
改
正
の
歴
史
的
展
開
。
第
一

は
し
が
き ｌ
改
正
へ
の
胎
動
か
ら
改
正
要
綱
を
め
ぐ
る
議
論
ま
で
Ｉ
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･第一部

・
右
の
事
態
を
一
変
さ
せ
た
の
が
大
正
三
年
八
月
に
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
戦
は
、
わ
が
国
の
経
済
の
飛

開展
躍
的
発
展
を
培
う
契
機
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
す
で
に
日
露
戦
争
後
に
勃
興
し
た
各
種
企
業
と
い
う
基
盤
が
あ
っ
た
が
た
め
の
成
果

勺如
で
あ
っ
た
と
評
価
し
、
え
よ
う
。
わ
が
国
の
近
代
企
業
は
、
こ
の
大
戦
の
問
に
巨
大
な
利
潤
を
あ
げ
、
従
来
わ
が
近
代
企
業
の
最
大
の

歴
（
２
）
 

の
弱
点
で
あ
っ
た
財
政
資
力
の
貧
弱
さ
を
短
期
間
に
一
掃
し
た
。
さ
ら
に
、
大
戦
終
結
後
に
お
い
て
も
、
戦
後
景
気
の
現
出
に
よ
っ
て

虹
好
況
は
継
続
し
た
。
こ
の
戦
後
景
気
は
き
わ
め
て
激
甚
な
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
東
京
株
式
取
引
所
株
価
は
、
大
正
八
年
の
最
安

法社
値
が
一
月
に
記
録
し
た
一
八
三
円
一
○
銭
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
正
九
年
一
一
一
月
に
は
、
同
年
の
最
高
値
、
五
四
九
円
を
記
録
し
て
い

く
玄
（
３
）

（
４
）
 

年
る
。
こ
の
時
期
の
景
気
の
熱
狂
度
は
、
海
外
の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一一一一
大
正
九
年
三
月
一
五
日
、
東
京
市
場
で
株
価
が
暴
落
し
、
市
場
は
一
六
日
か
ら
一
一
日
間
に
わ
た
り
立
会
停
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

和
（
５
）
 

昭
戦
後
恐
慌
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
境
に
し
て
、
戦
後
星
皐
気
は
急
崩
壊
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
大
正
九
年
の
大
反
動
」
で
あ
る
。

神戸学院法学第25巻第１号

困
難
に

第
一
節
企
業
社
会
を
め
ぐ
る
一
般
的
概
況

前
回
の
商
法
改
正
が
な
っ
た
明
治
四
四
年
、
わ
が
国
は
明
治
期
を
通
じ
て
の
懸
案
で
あ
っ
た
関
税
自
主
権
を
全
面
的
に
回
復
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
保
護
関
税
制
度
が
本
格
的
に
発
足
し
、
国
内
の
各
種
産
業
が
近
代
企
業
と
し
て
成
長
し
う
る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
大

正
期
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
。

大
正
初
年
、
日
露
戦
争
後
に
到
来
し
た
企
業
勃
興
熱
は
す
で
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
露
戦
争
後
に
新
設
あ

る
い
は
拡
張
さ
れ
た
事
業
の
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
、
施
設
過
剰
お
よ
び
技
術
的
な
未
熟
さ
を
原
因
と
し
て
赤
字
経
営
を
続
け
、
経
営

（
１
）
 

陥
っ
て
い
た
。

第
三
章
商
法
改
正
要
綱
を
め
ぐ
っ
て

第
二
章
法
改
正
へ
の
胎
動

第
一
節
改
正

第
二
節
改
正

第
三
節
改
正

第
四
節
改
正

⑪
昭
和
六
年

②
昭
和
七
年

③
昭
和
八
年

③
昭
和
九
年

第
四
節
学
界
の
議
論
状
況

第
三
節
政
府
の
動
向

第
二
節
東
京
商
工
会
議
所
の
活
動

第
一
節
緒
一
一
一
一
口

第
四
節
若
干
の
重
要
な
論
点
に
関
す
る
概
況

第
三
節
企
業
の
経
営
を
め
ぐ
る
概
況

第
一
章
法
改
正
の
背
景
と
な
っ
た
環
境
の
素
描

③
会
社
の
計
算

②
取
締
役

⑪
権
利
株
の
譲
渡

正
要
綱
公
表
直
後
の
反
響

正
要
綱
を
め
ぐ
る
学
界
の
議
論
状
況

要
綱
の
概
要

要
綱
の
決
定

法
と
実
際
と
の
乖
離

、
／ 

2３（２３） (２２）２２ 
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詞

Ｉ 
昭和一三年会社法改正の歴史的展開・第一部 神戸学院法学第25巻第１号

第
二
節
統
計
面
か
ら
み
た
会
社
の
概
況

ま
ず
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
、
わ
が
国
企
業
の
実
態
を
各
種
の
統
計
を
通
じ
て
分
析
し
て
み
よ
う
。

表
Ｉ
は
、
国
税
庁
の
統
計
を
も
と
に
作
成
し
た
大
正
期
か
ら
昭
和
一
○
年
に
至
る
会
社
組
織
別
法
人
数
の
推
移
を
表
わ
し
た
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
正
九
年
以
前
は
休
業
中
の
会
社
数
を
含
む
。
大
正
一
○
年
以
降
は
休
業
中
お
よ
び
解
散
し
ま
た
は
合
併
さ
れ

た
会
社
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

表
Ｉ
に
よ
れ
ば
、
大
正
一
○
年
に
至
る
ま
で
、
わ
が
国
の
会
社
数
は
順
調
に
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
大
正
六

年
か
ら
一
○
年
に
至
る
株
式
会
社
数
の
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
大
正
八
年
に
は
組
織
別
会
社
数
で
合
資
会
社
を
抜
い
て
一
度
は
首
位

に
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
大
反
動
の
影
響
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
会
社
総
数
は
大
正
一
一
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
、

大
正
一
○
年
の
そ
れ
を
下
回
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
株
式
会
社
数
の
増
加
率
の
著
し
い
鈍
化
で
あ
り
（
合
資
会
社
の
そ
れ
と
比
較
す

れ
ば
よ
り
明
瞭
で
あ
る
）
、
株
式
会
社
数
が
大
正
一
○
年
の
水
準
を
上
回
る
の
は
、
よ
う
や
く
昭
和
八
年
で
あ
る
。
会
社
数
で
み
る

か
ぎ
り
、
わ
が
国
未
曾
有
の
好
景
気
と
そ
の
後
の
大
恐
慌
の
影
響
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
は
、
株
式
会
社
の
そ
れ
で
あ
る
と

Ⅱ
の
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
大
恭
落
に
始
ま
る
世
界
恐
慌
と
相
俟
っ
て
、
体
力
の
弱
っ
て
い
た
わ
が
国
の
経
済
に
深
刻
な
打
撃

を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
後
、
わ
が
国
の
経
済
は
、
昭
和
六
年
九
月
一
八
日
に
勃
発
し
た
満
州
事
変
を
契
機
と
し
て
大
陸
開

発
の
需
要
に
そ
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
よ
う
に
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
の
間
を
通
じ
て
、
わ
が
国
の
企
業
は
、
未
曾
有
の
好
景
気
と
そ
れ
に
続
く
大
反
動
そ
し
て

大
恐
慌
と
い
う
両
極
を
経
験
し
た
わ
け
で
あ
る
。
昭
和
一
三
年
商
法
大
改
正
は
、
か
か
る
一
般
的
概
況
の
蓄
積
の
上
に
、
昭
和
初
期

に
浮
上
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
個
別
具
体
的
な
事
情
は
、
以
下
で
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
６
）
 

同
年
四
月
七
日
に
は
、
再
び
株
価
が
暴
落
し
、
東
京
・
大
阪
市
場
と
ｊ
ｂ
に
同
月
一
一
一
日
ま
で
立
会
停
止
と
な
っ
た
。
こ
の
一
連
の
大

（
７
）
 

反
動
で
、
、
王
要
株
式
の
株
価
は
、
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
八
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
惨
落
を
み
た
と
い
う
。
こ
の
結
果
、
国
民
に
ひ
ろ
ま
っ

た
株
式
投
機
熱
は
大
き
な
痛
手
を
被
っ
た
。

右
の
大
反
動
は
、
少
な
か
ら
ぬ
企
業
に
深
大
な
打
撃
を
与
え
た
が
、
そ
の
当
時
、
す
み
や
か
に
破
綻
を
公
表
し
、
整
理
を
徹
底
的

に
断
行
し
た
も
の
は
そ
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
よ
り
多
く
の
企
業
は
、
表
面
を
粉
飾
し
て
事
業
の
大
き
な
傷
を
内
攻
さ
せ
た
。
無
理
を

続
け
て
欠
損
は
ま
す
ま
す
膨
大
と
な
り
、
そ
の
し
わ
寄
せ
は
銀
行
の
不
良
貸
付
額
の
累
増
と
な
っ
て
秘
匿
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
８
）
 

そ
し
て
、
か
か
る
弥
縫
が
行
き
詰
ま
っ
て
最
後
の
破
局
に
き
た
の
が
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
で
あ
っ
た
。
一
方
、
こ
の
大
反
動
に
よ
っ

て
、
破
綻
解
散
の
道
を
歩
ま
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
企
業
も
少
な
く
な
く
、
か
か
る
企
業
の
強
大
企
業
へ
の
吸
収
、
合
併
と
い
う
形（
９
）
 

で
の
整
理
も
少
な
か
ら
ず
進
展
し
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
企
業
集
中
が
Ｊ
も
っ
と
も
飛
躍
的
に
進
展
し
た
の
も
、
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

昭
和
一
一
年
一
一
一
月
一
五
日
、
東
京
渡
辺
銀
行
、
あ
か
ぢ
貯
蓄
銀
行
の
破
綻
休
業
に
端
を
発
し
た
金
融
恐
慌
は
、
同
年
四
月
一
八
日
、

台
湾
銀
行
が
台
湾
島
内
店
舗
を
除
い
て
休
業
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
的
な
局
面
を
迎
え
る
。
巨
額
の
不
良
債
権
の
破
綻
が
原
因
で

（
Ⅲ
）
 

あ
っ
た
。
株
式
市
場
は
恐
慌
相
場
を
呈
す
る
と
と
９
℃
に
、
各
地
で
取
付
け
騒
動
が
頻
発
し
た
。

右
の
金
融
恐
慌
は
、
五
大
銀
行
（
三
井
、
一
一
一
菱
、
住
友
、
安
田
、
第
一
）
へ
の
預
金
の
急
激
な
集
中
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
り
、

金
融
再
編
へ
の
道
を
ひ
ら
く
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
再
編
さ
れ
た
金
融
機
関
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
企
業
の
集
中
、
系
列
化
が
進

行
し
た
。
同
時
に
、
大
正
九
年
以
降
、
無
理
な
経
営
を
重
ね
て
き
た
各
種
企
業
の
整
理
淘
汰
も
進
み
、
い
わ
ゆ
る
大
財
閥
形
成
の
完

（
ｕ
）
 

成
尖
と
み
た
。

昭
和
四
年
一
一
月
二
一
日
、
浜
口
雄
幸
内
閣
は
「
金
貨
幣
ま
た
は
金
地
金
等
の
輸
出
取
締
令
を
廃
止
す
る
大
蔵
省
令
」
を
公
布
し

た
（
昭
和
五
年
一
月
二
日
施
行
）
。
す
な
わ
ち
、
金
解
禁
の
断
行
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
金
解
禁
は
、
昭
和
四
年
一
○
月
一
一
四
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昭和一三年会社法改正の歴史的展開・第一部

分社おない同が
極の右いくる資規著
化発にて、.本模し
が達よ（）税と金のい
進がれみ制りこ合゜
行あばら関わ○資資

神戸学院法学第25巻第１号

右
に
よ
れ
ば
、
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
大
正
期
お
よ
び
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
｜
方
で
資
本
金
規
模
の
漸
次
拡
大
に
よ
る
大
会

社
の
発
達
が
あ
り
、
ま
た
一
方
で
個
人
経
営
か
ら
の
法
人
転
換
に
よ
る
小
会
社
の
着
実
な
増
加
が
み
ら
れ
る
と
い
う
、
会
社
規
模
の

分
極
化
が
進
行
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

資
本
金
五
○
万
円
以
上
五
○
○
万
円
未
満
の
株
式
会
社
は
、
大
正
一
○
年
以
降
、
社
数
お
よ
び
出
資
金
額
と
も
に
増
加
率
の
鈍
化

が
著
し
い
。
資
力
の
比
較
的
脆
弱
な
か
か
る
規
模
の
会
社
に
、
大
正
不
況
の
影
響
が
甚
大
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、

同
規
模
の
合
資
会
社
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

資
本
金
二
○
万
円
未
満
の
株
式
会
社
数
は
、
大
正
一
一
年
に
前
年
比
減
少
を
み
た
も
の
の
、
以
降
は
ほ
ぼ
着
実
な
増
加
を
示
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
資
本
金
五
万
円
未
満
の
会
社
数
お
よ
び
出
資
金
の
増
加
が
堅
調
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
不
況
に
関
係

〈
皿
）

な
く
、
税
制
関
係
か
ら
個
人
経
営
の
中
小
企
業
が
会
社
形
式
に
転
換
し
た
か
ら
で
あ
る
。
同
様
の
傾
向
は
、
小
規
模
な
合
資
〈
室
社
に

い
、
え
よ
う
‐

衣
Ⅱ
お
よ
び
衣
Ⅲ
は
、
崎
Ⅱ
省
の
統
計
に
基
づ
く
大
正
四
年
か
ら
昭
和
一
○
年
に
至
る
株
式
会
社
お
よ
び
〈
ロ
資
会
社
の
資
本
金
階

級
別
の
会
社
数
お
よ
び
資
本
金
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
株
式
会
社
に
お
け
る
資
本
金
規
模
の
巨
大
化
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
大
正
元
年
末
に
は
、
資
本
金
額
五
○

○
万
円
以
上
の
株
式
会
社
数
は
わ
ず
か
五
二
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
規
模
の
株
式
会
社
数
は
、
大
正
期
を
通
じ
て
、
実
に
一
二

倍
以
上
の
増
加
を
み
て
い
る
。
｜
方
、
合
資
会
社
に
お
け
る
会
社
規
模
の
拡
大
傾
向
は
さ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
く
、
合
資
会
社
に
あ
っ

て
は
、
む
し
ろ
小
会
社
の
増
加
が
著
し
い
。

(表Ｉ）会社組織別法人数（明治45年～昭和10年）
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年次

組織別

総数 名社〈ロ〈室 資社△ロ〈雪 株式
会社

株式合
資会社

相互
会社

休業中

の会社

新設の

会社

解散又

は合併

の会社

明治45年

大正２年

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

lＯ 

ｌｌ 

ｌ２ 

１３ 

１４ 

１５ 

昭和２年

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

10 ０－’１４１１ＰＩＯ６‐８二ｆｄｆＰし凡ｒ・一色ｒⅡ几ｒ・し円１０、『し岸ｈ‐Ｕ｜ｎｕＵｎｘＵ、イリｎ〃】２８６０９８０２８９１８０７１９１０５６２２２９ ８５９２６９６４４１２１７２８９１２５９７１５５ ？９，９９９９００９０９００，？？９９９９Ｐ９９ ７９０２３５０７２５１４３５６９３７３１７３８４ １１２２２２３３４４４４４４４４５５６７７８８９ ‐‐ｌｌ－Ⅱ‐０Ｊ。。００口４４６’●。〃Ｐ■、丁．●田’ノ』ｒ沢しＦ・』【出回し１１口▲、ⅡＵｎ／】４ｑ▲、／】｛，、）４１４２４２８０５０３７３４４３６６４９７８１３ ５７８０２６４６９２５８６７０５９７８３４９７９ ９７，９９０９０９９９９９０９９９９‘９１９９９ ３３３４４４５６６７６６６６７７７８９１２３５７ １１１１１ １－０１６４８１日ＦＩ〃巴．１１ＪｒＬＬＢ日日Ｆ『し弓〃０、閂凹（ｕＵ、ⅢⅢ）（ｍＵｇ０日▲【Ｊ０２６５３５６９５１３２２６５３８９１５８５４９４ ７４１０８６７１９９２５１７２６２４２７６０６０ ９９９７０７９？？？？ＤｙＰ▽７９９９９９７９、７８９００１２４４５４５６７９１４７２８３７９２ １１１１１１１１１１１１２２２３３４４４５ １１‐１１１１１００．〃ⅡＩＦ卜し一ＪｒＬｒＬＬＪＦＬｒＬＬがｒＬ、ノム、『］ｎｕＵｎｘＵｎⅡＵｎｈＵｌ７２０５５８０６９０３４３７１０７０４５５８６ ５３９１５６２６５９４７８７４７８９４７５００５ ９９？９９９９０９，９９９？７９７９？？９０９７ ６７７８８９２６０１０１００００００１１１２３４ １１２２２２２２２２２２２２２２２２ 
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中
［
雛
鞄
禺
鰕
卦
坦
盤
朴
瓜
揮

四
国

（
、
囚
）

(表Ⅱ）株式会社資本階級別会社数および資本金（大正４年～昭和10年）
需額１．０[][］ロロ

Ｅ１本長期溌計総覧４巻（昭和６

巖

(表Ⅲ）合資会社資本階級別会社数および資本金（大正４年～昭和１０年）
(単位金額1,000円）
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し.--.-~］

年次

総数

社数
IＤ 出資又は
公称

～５万円未満

社数 出資又は
公称

5～1０ 

社数 iR寶又縁

10～2０ 

社数 出資又は
公称

20～5０ 

社数 出資又は
公称

50～100 

社数 出資又は
公称

100～500 

社数 巽資又縁

500～1000 

社数 出資又は
公称

1000万円以上

社数 聞資又＃
大正４年

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

昭和２年

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 
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(表Ⅳ）利益金中重役賞与の率（工業倶楽部調査） 第
三
節
企
業
の
経
営
を
め
ぐ
る
概
況

大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
と
い
う
時
期
は
、
経
営
史
学
的
側
面
か
ら
み
た
特
色
と
し
て
、
会
社
役
員
に
よ
る
経
営
素
乱
が
多
か
っ
た

時
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
多
く
の
会
社
が
、
大
正
九
年
以
来
の
大
反
動
に
対
す
る
事
業
整
理
が
不
徹
底
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
役
員
お
よ
び
大
株
主
の
「
そ
の
場
主
義
」
的
立
場
か
ら
、
粉
飾
決
算
に
よ
っ
て
利
益
を
計
上
し
て
蛸
配
当
を

続
け
た
。
し
か
も
そ
の
利
益
処
分
は
、
可
能
な
限
り
高
額
の
株
主
配
当
と
役
員
賞
与
と
を
得
る
た
め
に
、
将
来
の
会
社
事
業
に
必
要

（
、
）

な
資
金
ま
で
も
一
一
一
一
口
わ
ば
分
捕
り
的
に
分
配
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
「
我
が
国
会
社
重
役
の
報
酬
賞
与
金
等
は
過
大
に
し
て
、
所

謂
不
労
所
得
の
性
質
顕
著
な
る
も
の
あ
り
。
分
配
の
不
適
正
、
是
よ
り
甚
し
き
は
な
く
、
社
会
思
想
を
悪
化
せ
し
め
る
重
大
原
因
な

（
ｕ
）
 

る
は
明
か
な
り
。
殊
に
半
官
的
銀
行
〈
二
社
の
重
役
が
、
莫
大
な
る
報
酬
を
取
得
す
る
は
世
界
に
殆
ん
ど
類
例
な
き
有
様
な
り
」
と
、

（
通
）

社
会
的
非
難
を
招
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
会
社
役
員
た
る
地
位
を
濫
用
し
て
私
腹
を
こ
や
す
北
自
徳
行
為
も
ま
た
、
顕
著
に
み

（
妬
）

ら
れ
た
。

右
の
実
情
の
下
、
単
に
報
酬
を
得
る
こ
と
の
み
を
目
的
に
、
同
一
人
が
多
数
の
会
社
の
役
員
を
兼
務
す
る
と
い
う
弊
風
が
生
じ
た
。

す
な
わ
ち
、
会
社
制
度
発
足
の
当
初
は
、
信
頼
に
値
す
る
専
門
的
経
営
者
の
発
達
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
た
め
、
信
頼
の
厚
い
い
わ
ゆ

る
財
界
名
士
を
発
起
人
に
列
し
、
会
社
成
立
後
は
こ
の
者
を
役
員
に
就
任
さ
せ
る
と
い
う
方
法
が
、
株
主
（
投
資
家
）
を
勝
ち
取
る

（
Ⅳ
）
 

有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
た
め
、
多
数
〈
室
社
の
役
員
を
同
一
人
が
兼
務
す
る
こ
と
が
通
常
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
の
役
員
の
兼
務
は
、
単
に
自
ら
の
利
己
的
立
場
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
高
額
な
報
酬
を
目
的
と
す
る
も
の
に
変
質
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
株
主
の
会
社
に
対
す
る
姿
勢
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
次
大
戦
を
契
機
と
す
る
好
況
は
、
大
衆
の
株
式
投
資

熱
を
招
き
、
こ
れ
は
一
面
で
一
般
株
主
の
成
長
を
促
す
要
因
と
な
っ
た
。
こ
の
時
代
の
一
般
株
主
は
、
目
先
の
利
害
か
ら
会
社
の
実
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Ｊ 
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力
以
上
の
商
配
当
を
要
求
す
る
風
潮
が
強
か
っ
た
が
、
こ
の

傾
向
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
お
い
て
、
さ
ら
に
顕
著

（
肥
）

と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
は
、
〈
室
社
に
対
す
る
長

期
的
投
資
家
と
し
て
の
株
主
で
は
な
く
、
株
主
の
大
衆
化
の

進
行
に
と
も
な
い
、
投
機
家
的
株
主
が
増
大
し
た
時
期
で
あ

（
⑲
）
 

る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
い
わ
ゆ
る
一
株
、
王
も
し
く
は
「
会
社（
、
）

ゴ
ロ
」
と
呼
ば
れ
る
株
、
王
の
出
現
を
み
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
株
式
の
拡
散
は
、
一
方
で
会
社
の
所
有
と
経
営
の
分

離
の
進
行
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
大
株
主
も
ま
た
配
当
偏
重
主
義
者
が
多
か
っ
た
。

か
か
る
大
株
主
の
思
惑
は
、
高
配
当
の
要
求
の
み
な
ら
ず
、

目
先
の
株
価
吊
上
げ
工
作
と
し
て
の
合
併
や
増
資
の
強
要
と

い
う
形
で
発
現
し
、
健
全
な
会
社
経
営
を
妨
げ
る
弊
害
と
な

（
皿
）

っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
弊
害
は
、
法
に
よ
る
干
渉

を
待
た
ず
、
生
命
保
険
会
社
の
株
式
投
資
へ
の
進
出
、
企
業

の
系
列
化
の
進
行
、
企
業
規
模
の
拡
大
に
よ
る
大
株
主
の
資

力
の
相
対
的
低
下
、
債
権
者
た
る
銀
行
の
影
響
力
の
増
大
、

｜
般
株
主
の
成
長
等
の
要
因
に
よ
っ
て
、
昭
和
七
、
八
年
頃

(３１） 3１ ３０） 3０ 

利益金

(％） 

重役賞与金（％）

大正８年
下期

大正13年
下期

総平均（42社） 100 ５ ５ 6１ 

染色工業（１０社） 100 ５ ３ 5４ 

機械工業（５社） 100 ７ ？。 4７ １０６ 

化学工業（７社） 100 1１ ４ 4３ 6３ 

飲食物工業（３社）

雑工業（３社）

100 

100 

８ 

1１ 

７ 

1３ 

5５ 

6７ 

６３ 
－－－ 

６７ 

電気瓦欺業（３社） 100 ５ ５ 9０ 3８ 

鉄道軌道業（３社） 100 ７ ９ 7１ 5８ 

船舶業（３社） 100 ３ ７ 8２ 155 

鉱山業（３社） 100 ５ ５ 5２ 7１ 
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第
四
節
若
干
の

学雛
⑪
権
利
株
の
譲
渡

学
明
治
四
四
年
商
法

一戸
神
し
ま
た
は
譲
渡
の
子

昭和一三年会社法改正の歴史的展開・第一部

（
犯
）

ま
で
に
徐
々
に
改
善
傾
向
を
た
ど
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
当
時
の
会
社
の
決
算
純
益
金
に
対
す
る
役
員
の
賞
与
金
と
株
主
配
当
金
と
の
率
は
、

（
妬
）

う
状
況
が
現
実
で
あ
っ
た
。

右
の
状
態
を
利
用
し
て
、
不
当
な
利
益
を
あ
げ
る
べ
く
、
会
社
発
起
人
業
を
行
う
者
が
と
り
わ
け
日
露
戦
争
後
に
頻
繁
に
み
ら
れ

（
妬
）

は
じ
め
、
こ
の
傾
向
は
、
昭
和
初
期
に
お
い
て
も
後
を
絶
つ
に
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
会
社
事
業
に
出
資
、
経
営
す
る

と
い
う
考
え
か
ら
で
は
な
く
、
発
起
人
と
し
て
受
け
持
つ
株
数
の
権
利
金
稼
ぎ
の
目
的
を
も
っ
て
発
起
人
と
な
り
、
会
社
設
立
を
計

画
す
る
。
そ
し
て
、
誇
張
的
な
目
論
見
書
を
公
表
す
る
な
ど
の
誇
大
宣
伝
を
行
い
、
設
立
し
よ
う
と
す
る
会
社
の
人
気
を
不
自
然
に

煽
り
、
結
果
、
権
利
株
の
相
場
を
せ
り
上
げ
る
。
そ
の
う
え
で
、
自
分
は
株
式
払
込
金
を
払
い
込
む
こ
と
な
く
、
事
前
に
権
利
株
を

（
汀
）

売
却
し
て
逃
亡
す
る
わ
け
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
発
起
人
と
誤
認
酢
す
る
よ
う
な
、
賛
成
人
、
賛
助
者
と
い
っ
た
名
を
あ
げ
て

（
羽
）

出
資
者
を
勧
誘
す
る
例
も
み
う
け
ら
れ
た
。

明
治
四
四
年
商
法
は
、
’
四
九
条
但
書
に
お
い
て
、
株
式
は
本
店
の
所
在
地
に
お
け
る
設
立
の
登
記
を
な
す
ま
で
は
こ
れ
を
譲
渡

し
ま
た
は
譲
渡
の
予
約
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
規
定
し
て
、
権
利
株
の
譲
渡
を
禁
じ
て
い
た
。
そ
し
て
、
解
釈
上
、
権
利
株

（
羽
）

の
譲
渡
は
、
会
社
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず
当
事
者
間
に
お
い
て
も
無
効
と
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
〈
云
社
に
あ
っ
て
は
、
右

（
型
）

の
禁
止
規
定
が
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
、
権
利
株
の
一
冗
買
が
公
然
と
行
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
回
払
込
証
に
白
紙
委
任
状
を

添
付
し
て
交
付
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
権
利
株
の
売
買
が
行
わ
れ
、
取
引
所
に
お
い
て
そ
の
相
場
が
公
表
さ
れ
て
い
る
、
と
い

②
取
締
役

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
株
式
会
社
法
の
移
植
後
、
会
社
の
業
務
執
行
に
関
す
る
合
議
的
意
思
決
定
機
関
と
い
う
意
義
で
の
取
締
役

会
と
い
う
経
営
組
織
は
、
明
治
以
降
、
つ
い
に
発
達
を
み
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
代
わ
っ
て
、
わ
が
国
の
企
業
内
部
で
は
、
会
社
役
員

（
羽
）

相
互
の
縦
の
階
級
的
身
分
制
度
が
時
代
と
と
も
に
確
実
に
発
達
し
た
と
い
、
え
よ
う
。

明
治
前
期
の
典
型
的
な
会
社
経
営
組
織
は
、
「
社
長
ｌ
取
締
役
」
と
い
う
短
絡
的
な
も
の
で
あ
っ
た
・
な
だ
商
法
制
定
後
に

お
け
る
「
社
長
」
の
意
義
は
、
「
法
律
二
於
テ
特
二
認
メ
タ
ル
呼
称
一
一
非
サ
レ
ト
モ
我
国
ノ
取
引
上
慣
用
セ
ラ
ル
ル
｜
種
ノ
熟
語
一
一

（
釦
）

シ
一
丁
会
社
ノ
、
王
席
取
締
役
ヲ
意
味
ス
ル
」
も
の
と
さ
れ
た
。
社
長
を
除
く
取
締
役
の
多
く
は
単
な
る
株
主
の
代
表
に
す
ぎ
ず
、
業
務

（
皿
）

知
識
も
な
け
れ
ば
経
営
能
力
も
な
か
っ
た
し
、
通
常
は
非
常
勤
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
商
法
が
各
取
締
役
に
〈
三
社
代
表
権
と
経

営
執
行
権
を
付
与
し
、
取
締
役
全
員
に
対
等
の
地
位
と
役
割
を
与
え
て
い
た
（
明
治
三
一
一
年
商
法
一
七
○
条
）
の
は
、
現
実
の
会
社

経
営
遂
行
の
う
え
で
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

実
際
界
に
お
い
て
明
治
三
○
年
代
に
確
立
し
た
会
社
役
員
組
織
住
「
社
長
ｌ
専
務
取
締
役
（
一
名
｝
ｌ
取
締
役
」
と
い
う

（
躯
）

垂
直
的
階
層
で
あ
っ
た
。
商
法
が
取
締
役
に
明
確
な
権
限
と
一
貝
任
と
を
付
与
し
た
結
果
、
単
に
出
資
者
た
る
資
格
に
お
い
て
の
み
取

締
役
に
な
ろ
う
と
す
る
傾
向
の
低
下
を
招
き
、
か
つ
、
取
締
役
た
る
こ
と
に
識
見
才
能
お
よ
び
責
任
意
識
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
の

（
銅
）

で
、
常
勤
の
専
門
的
経
営
者
が
必
要
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
た
め
設
け
ら
れ
た
の
が
専
務
取
締
役
と
い
う
地
位
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
専
務
取
締
役
は
専
門
的
経
営
者
た
る
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
彼
ら
に
は
高
給
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で

そ
の
所
得
に
よ
っ
て
有
力
な
株
主
の
一
員
と
な
る
可
能
性
が
ひ
ら
け
、
多
く
の
場
合
、
彼
ら
は
そ
れ
に
よ
っ
て
役
員
組
織
の
中
で
の

（
鈍
）

地
位
を
確
実
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
専
務
取
締
役
の
地
位
は
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
動
か
し
難
い
も
の
と
な
っ

た
。
ま
た
彼
ら
は
、
専
務
取
締
役
と
ま
っ
た
く
同
じ
地
位
と
い
う
意
味
で
か
つ
常
勤
と
い
う
意
味
で
し
ば
し
ば
常
務
取
締
役
と

の
重
要
な
論
点
に
関
す
る
概
況
ｌ
法
と
実
際
と
の
乖
離

・
釦

表
Ⅳ
の
よ
う
な
も
の
で
．
あ
っ
た
。
幻３
 3３（３３） 
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（虹）（鋤）
雌
も
問
題
と
さ
れ
た
点
は
、
減
価
償
却
の
正
当
性
が
な
か
な
か
公
知
さ
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
減
価
償
却
は
、
明
治
一
一
一
○
年

代
か
ら
、
ま
ず
税
法
上
問
題
と
さ
れ
る
に
至
り
、
明
治
四
○
年
代
以
降
、
本
格
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
が
明

確
に
さ
れ
た
の
は
（
商
法
上
の
見
地
か
ら
で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
税
法
上
の
見
地
か
ら
で
あ
る
が
）
、
大
正
七
年
七
月
の
大
蔵
省
主

（
蛆
）

税
局
の
通
牒
に
よ
る
ｊ
Ｕ
の
で
あ
る
。
こ
の
通
牒
に
は
じ
め
て
詳
細
な
耐
久
年
数
（
耐
用
年
数
）
表
が
付
云
」
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
近
時
、

三
菱
経
済
研
究
所
が
昭
和
初
期
に
お
け
る
各
社
の
経
営
分
析
を
試
み
た
と
き
、
「
い
ち
ば
ん
困
難
し
た
の
が
各
社
の
減
価
償
却
態
様

の
区
々
で
あ
り
、
か
つ
金
額
の
不
明
な
点
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。

貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
、
損
益
計
算
書
な
ど
の
様
式
も
、
ま
っ
た
く
不
統
一
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
様
式
が
よ
う
や
く
統
一
を

み
る
の
は
、
通
産
省
の
産
業
合
理
局
財
務
委
員
会
が
、
昭
和
五
年
末
に
標
準
貸
借
対
照
表
を
、
昭
和
六
年
一
月
に
財
産
目
録
様
式
を
、

（
妃
）

同
年
一
二
月
に
損
益
計
算
書
の
様
式
を
発
表
し
た
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
今
日
、
会
社
が
統
一
的
に
作
成
し
て
い
る
財
務

大正10年における株式会社企業の重役の

構成（東京資本金30万円以上）

(表Ｖ）

諸
表
の
原
型
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
事
情
で
あ
っ
た
か
ら
、

右
の
よ
う
な
事
情
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
に
商
法
の
計
算
規
定
は
き
わ
め
て
不
充
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
計
算
書
類

の
作
成
方
法
に
関
す
る
規
定
は
存
在
せ
ず
、
財
産
評
価
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
わ
ず
か
に
商
法
二
六
条
二
項
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
っ

た
。
会
社
計
算
実
務
の
実
際
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
形
で
補
わ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

経
営
史
学
上
、
わ
が
国
に
洋
式
簿
記
・
会
計
が
は
じ
め
て
制
度
的
に
一
般
会
社
に
移
植
さ
れ
た
の
は
、
明
治
一
一
○
年
代
に
な
っ
て

（
羽
）

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
諸
会
社
が
か
か
る
〈
奏
計
制
度
を
導
入
し
た
と
い
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
完
全
な
も
の
で

は
な
か
っ
た
。

に
あ
ら
た
に
副
社
長
と
い
う
階
層
が
現
わ
れ
た
が
、

（
訂
）

し
い
と
い
う
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、

い
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

③
会
社
の
計
算

（
１
）
 

（
２
）
 

（
３
）
 

（
４
）
 

（
５
）
 

高
橋
亀
吉
・
我
国
企
業
の
史
的
発
展
（
昭
和
三
一
年
）
六
六
頁
。

高
橋
亀
告
白
本
の
企
業
ｌ
経
営
者
発
達
史
一
昭
和
五
二
年
一
五
九
頁
．

同
前
。

同
前
六
○
頁
。

日
本
銀
行
金
融
研
究
所
・
日
本
金
融
年
表
〈
増
補
・
改
訂
版
〉
（
平
成
五
年
）
二
○
頁
参
照
。

〈
記
）

以
ｊ
Ｄ
称
妄
ご
れ
た
。

ロ
凹

肪
三
」
ら
に
、
企
業
規
模
の
拡
大
に
と
Ｊ
Ｄ
な
い
、
そ
れ
ま
で
専
務
取
締

３
 

輪
役
が
一
括
し
て
担
当
し
て
き
た
職
務
の
分
担
な
い
し
補
佐
が
必
要
と

資跡
な
る
。
そ
の
際
、
ど
の
会
社
ｊ
Ｕ
ほ
と
ん
ど
例
外
な
し
に
、
複
数
の
専

川
仇
務
取
締
役
を
設
け
る
こ
と
を
せ
ず
に
、
従
来
の
「
社
長
１
－
専
務
取

１
よ

加
頂
締
役
（
一
名
）
」
の
下
に
、
常
務
取
締
役
（
一
名
な
い
‐
し
一
一
名
）
の

卿
Ⅷ
職
位
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
垂
直
的
階
級
組
織
を
構
成
す
る
よ
う

６
９
 

２
，
Ｊ
 

（
妬
）

批
乱
即
に
な
っ
た
。
明
治
四
四
年
商
法
一
七
○
条
は
、
よ
う
や
く
株
、
王
総
会

飴
筋
彦
の
選
出
に
よ
る
代
表
取
締
役
の
制
度
を
認
め
た
が
、
取
締
役
の
職
階

辨上辮性は、かかる代表権の有無に関係なく進み、大正期にはいっ
そ
う
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
発
展
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
大
正
期

そ
の
実
態
は
、
後
進
者
の
処
遇
上
の
処
置
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
権
限
は
な
い
に
等

取
締
役
に
付
さ
れ
た
呼
称
と
会
社
代
表
権
と
の
間
に
、
外
部
か
ら
は
判
別
し
難

(３５） (３４） 3５ 3４ 

重役の構成 社数

社長一専務一取締役

社長一副社長一取締役

社長一副社長一専(常)務一取締役

社長一副社長一専務一常務一取締役

社長一専務一常務一取締役

社長一常務一取締役

社長一取締役

専務(常務)－取締役

専務一常務一取締役

取締役

その他

９５８１２６９５３１ ７１７７５８２７ 
１ 

１１ 

０ １ 

８ 



~蕊籟

ｉ 
ｌＵｉ 

ｉｌ 
ｌｌ 

Ｊ１ 

１１ 
１１ 

１ｉ 

Ｕｌ 
ｌＩ 
iｌ 

ｉＩ 
ｌｉ 
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参
照
。

●
 

（
Ⅲ
）
高
橋
・
注
（
１
）

（
別
）
佐
々
穆
「
株
式
会
社
法
改
正
に
関
す
る
東
京
商
工
会
議
所
の
発
問
事
項
を
読
む
」
法
律
学
研
究
一
一
六
巻
九
号
（
昭
和
四
年
）
九
九
頁

（
Ⅳ
）
同
前
二
一
一
一
一
一
一
頁
。

（
肥
）
同
前
二
四
四
’
一

（
、
）
同
前
二
四
五
頁
。

（
肥
）
同
前
一
一
一
一
八
頁
。
自
己
が
主
宰
す
る
会
社
の
株
式
配
当
予
想
を
欺
隔
的
に
真
実
と
は
逆
に
吹
聴
し
て
株
価
を
操
作
し
、
こ
の
間
に
有

利
に
自
己
が
保
有
す
る
株
式
を
売
却
し
て
不
当
に
利
益
を
あ
げ
る
方
法
や
、
不
良
会
社
の
資
産
を
過
大
に
評
価
し
て
、
自
己
の
主
宰
す
る

優
良
会
社
に
合
併
ま
た
は
買
収
す
る
旨
の
情
報
を
流
し
、
こ
の
間
に
不
良
会
社
の
株
式
を
低
廉
に
買
い
占
め
て
お
き
、
優
良
会
社
を
犠
牲

に
し
て
不
当
な
利
益
を
あ
げ
る
方
法
な
ど
が
と
ら
れ
た
。

（
ｕ
）
昭
和
三
年
九
月
一
八
日
、
政
友
会
一

（
巧
）
高
橋
・
注
（
１
）
前
掲
一
一
三
七
頁
。

（
６
）
 

（
７
）
 

（
８
）
 

（
９
）
 

（
皿
）

（
Ⅱ
）
 

（
、
）

（
、
）

同
前
六
五
三
頁
参
照
。

同
前
。

野
田
・
注
（
Ⅲ
）
前
』

同
前
六
五
二
頁
参
照
。

由
井
・
注
（
羽
）
一
一

同
前
一
三
頁
参
照
。

野
田
・
注
（
Ⅲ
）
一
一

由
井
・
注
（
羽
）
一
一

同
前
。

佐
々
穆
「
株
式
会
社
法
改
正
に
関
す
る
研
究
事
項
⑪
」
法
律
学
研
究
二
六
巻
一
○
号
（
昭
和
四
年
）
七
八
頁
。

由
井
常
彦
「
明
治
時
代
に
お
け
る
重
役
組
織
の
形
成
」
経
営
史
学
一
一
一
四
巻
一
号
（
昭
和
五
四
年
）
一
一
’
三
頁
。

大
審
院
明
治
四
一
年
一
○
月
一
八
日
判
決
刑
録
一
三
輯
八
一
一
一
一
頁
。

野
田
信
夫
・
日
本
近
代
経
営
史
（
昭
和
六
一
一
一
年
）
六
一
一
一
五
頁
。

由
井
・
注
（
羽
）
前
掲
一
七
頁
。

田
中
・
注
（
躯
）
前
》

高
橋
・
注
（
１
）
一
型

同
前
二
一
六
頁
参
照
。

同
仙
二
ｈ
－
’
一
一
Ⅱ
一
一
Ⅱ
参
照
。

田
中
耕
太
郎
・
改
正
会
社
法
概
論
（
昭
和
一
四
年
）
四
七
九
頁
。

田
中
耕
太
郎
・
会
社
法
概
論
（
大
正
一
五
年
）
三
一
一
一
一
頁
。

田
中
・
注
（
翌
前
掲
四
七
九
’
四
八
○
頁
。

局
橋
・
注
（
１
）
前
掲
一
一
三
○
頁
。

日
銀
金
融
研
究
所
・
注
（
５
）
前
掲
一
三
四
頁
参
照
。

高
橋
・
注
（
１
）
前
掲
七
九
’
八
○
頁
参
照
。

高
橋
・
注
（
１
）

同
前
二
○
九
頁
。

同
前
二
二
一
頁
。

同
前
。

高
橋
・
注
（
１
）
前
掲
六
七
頁
。

同
前
六
七
’
六
八
頁
参
照
。

同
前
七
四
頁
参
照
。

一
四
四
’
二
四
五
頁
。

前
掲
六
一
一
一
七
頁
。

前
掲
一
一
三
頁
。

前
掲
六
三
七
頁
。

前
掲
二
四
六
’
一
一
四
七
頁
参
照
。

政
友
会
政
調
理
事
会
が
経
済
審
議
会
に
提
出
を
決
定
し
た
進
言
書
よ
り
抜
粋
。

3７（３７） ３６） 3６ 
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第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
欧
州
諸
国
の
会
社
法
改
正
の
動
き
は
、
昭
和
期
に
な
っ
て
わ
が
国
に
も
伝
播
し
た
。
か
か
る
動
き

を
一
言
で
示
す
な
ら
ば
、
一
九
世
紀
以
降
第
一
次
大
戦
に
至
る
ま
で
の
間
に
高
調
の
最
頂
点
に
達
し
た
個
人
主
義
的
資
本
主
義
を
あ

（
蝿
）

る
程
度
に
お
い
て
制
限
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
国
家
社
会
、
王
義
ま
た
は
全
体
主
義
的
思
想
の
台
頭
は
、
個
人

主
義
的
法
律
思
想
の
相
対
的
凋
落
を
も
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
会
社
法
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た

と
え
ば
、
当
時
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
会
社
も
ま
た
そ
の
対
外
関
係
に
お
い
て
社
会
団
体
の
一

員
と
し
て
国
民
経
済
的
見
地
そ
の
他
か
ら
こ
れ
が
制
限
を
被
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
対
内
関
係
に
お
い
て
も
一
の
団
体
を
形
成
す
る

も
の
と
し
て
そ
の
組
織
に
関
し
、
株
主
平
等
の
原
則
？
大
株
主
専
横
の
抑
止
、
そ
の
他
資
本
家
相
互
間
に
お
け
る
個
人
主
義
的
放
悲

（
“
）
 

に
対
す
る
こ
れ
が
制
限
を
受
け
る
の
で
あ
る
」
。

右
に
加
え
て
、
先
に
概
観
し
た
わ
が
国
固
有
の
事
情
が
あ
る
。
か
つ
て
な
い
経
済
の
異
常
な
好
況
と
各
産
業
分
野
に
お
け
る
企
業

の
飛
躍
的
発
展
へ
お
よ
び
こ
れ
に
続
く
未
曾
有
の
経
済
破
綻
と
い
う
経
験
。
こ
れ
ら
を
通
じ
た
経
済
社
会
構
造
の
変
革
は
、
わ
が
国

（
妬
）

の
商
法
の
不
備
を
浮
彫
り
に
し
た
。
商
法
改
正
を
せ
ず
し
て
経
済
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
四
年
五
月
、
来
京
商
工
会
議
所
は
、
い
ち
は
や
く
商
小
関
係
法
規
改
正
準
術
委
只
会
を
設
折
し
、
独
自
に
商
法
改
正
の
研
究

に
着
手
し
た
。
同
委
員
会
は
、
学
者
、
法
曹
家
、
実
務
家
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
委
員
会
は
、
さ
ら
に
主
査
委
員
数

（
妬
）

名
を
選
任
し
て
、
彼
ら
が
、
王
導
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

右
の
委
員
会
は
、
昭
和
四
年
末
に
、
そ
れ
ぞ
れ
確
定
事
項
三
一
項
目
、
研
究
事
項
四
六
項
目
お
よ
び
発
問
事
項
一
一
一
一
項
目
を
ま
と

め
、
公
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
主
と
し
て
実
務
上
の
需
要
に
耐
え
な
い
商
法
の
不
備
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
会
社

総
則
、
株
式
会
社
の
設
立
に
は
じ
ま
っ
て
解
散
お
よ
び
清
算
を
含
め
た
多
岐
の
項
目
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
事
項
で
多
数

の
論
点
を
含
む
も
の
も
あ
る
が
、
確
定
事
項
お
よ
び
研
究
事
項
の
論
点
を
、
各
事
項
に
付
さ
れ
た
数
字
に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

第
二
節
東
京
商
工
会
議
所
の
活
動

商
法
な
か
ん
ず
く
会
社
法
改
正
へ
の
具
体
的
な
動
き
は
、
卜
ま
ず
民
間
が
主
導
す
る
形
で
開
始
さ
れ
た
。

第
一
節
緒
言

会
社
法
総
則
：
．
…
確
定
事
項
⑪
な
い
し
③
、
研
究
事
項
⑪
お
よ
び
②

株
式
会
社
の
設
立
…
…
確
定
事
項
側
な
い
し
⑥
、
⑪
、
研
究
事
項
③
な
い
し
⑪

株
式
…
…
確
定
事
項
い
な
い
し
⑩
、
研
究
事
項
㈹
な
い
し
⑰

株
主
総
会
…
…
確
定
事
項
⑪
な
い
し
⑪
、
研
究
事
項
⑲
な
い
し
⑰

取
締
役
お
よ
び
監
査
役
…
…
確
定
事
項
⑭
、
研
究
事
項
㈱
な
い
し
伽

会
社
の
計
算
・
・
・
・
・
・
確
定
事
項
⑮
な
い
し
伽
、
研
究
事
項
⑪
な
い
し
卿

社
債
…
…
確
定
事
項
⑲
お
よ
び
剛
、
研
究
事
項
卿
な
い
し
鋤

定
款
の
変
更
…
…
確
定
事
項
⑪
な
い
し
伽
、
研
究
事
項
側
お
よ
び
側

３
 
９
 

解
散
お
よ
び
清
算
・
・
…
・
確
定
事
項
㈹
な
い
し
剛
、
研
究
事
項
㈹
な
い
し
㈹

主
張
の
主
要
点
を
概
観
す
る
と
、
大
小
会
社
区
分
の
問
題
（
研
究
事
項
⑪
）
、
△
云
社
濫
設
に
よ
る
弊
害
の
防
止
（
研
究
事
項
側
な
羽

（
蛆
）
同
前
六
五
一
一
一
頁
。

第
二
章
法
改
正
へ
の
胎
動

(３８） 3８ 
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学
会
に
お
い
て
も
、
各
界
の
動
き
と
規
を
一
に
し
て
昭
和
四
、
五
年
頃
か
ら
、
会
社
法
改
正
へ
の
具
体
的
提
一
一
一
一
口
が
み
ら
れ
は
じ
め

る
。
と
く
に
、
昭
和
一
一
年
の
金
融
恐
慌
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
し
た
企
業
破
綻
へ
の
反
省
か
ら
、
と
り
わ
け
会
社
計
算
規
定
お
よ
び
監

査
規
定
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
の
認
識
が
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
監
査
役
の
資
格
を
株
主
に
限
定
し
て
い
る
商
法
の

（
皿
）

規
定
（
明
治
四
四
年
商
法
一
八
九
条
・
’
六
四
条
）
を
見
直
し
、
そ
の
専
門
知
識
の
あ
る
者
を
任
用
し
易
く
す
べ
き
で
あ
る
。
〈
室
社

（
宛
）

計
算
に
関
す
る
規
定
は
わ
が
〈
云
社
法
上
も
っ
と
も
不
完
全
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
会
社
の
経
営
の
健
全
化
は
、
計
算
の
公
表
が

（
認
）

肝
要
で
あ
る
が
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
決
算
報
告
に
お
け
る
財
産
評
価
に
関
す
る
規
定
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
王

い
し
⑨
）
、
会
社
の
資
金
調
達
の
多
様
化
（
確
定
事
項
⑪
、
伽
）
、
少
数
株
主
権
の
行
使
と
そ
の
濫
用
と
の
調
和
（
発
問
事
項
㈹
）
、

会
社
の
財
務
関
連
規
定
の
明
確
化
お
よ
び
会
社
情
報
の
開
示
（
発
問
事
項
、
、
⑧
）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

東
京
商
工
会
議
所
が
ま
と
め
た
こ
れ
ら
の
事
項
は
、
企
業
実
務
家
が
そ
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
企
業
活
動
の
自
由
を
妨

（
仰
）

げ
る
法
律
の
過
度
の
干
渉
を
好
ま
な
い
、
い
わ
ゆ
る
自
由
、
王
義
、
不
干
渉
主
義
的
傾
向
が
強
い
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
右
の
法
制
審
議
会
の
動
き
と
の
関
連
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
司
法
省
も
同
年
に
お
い
て
商
法
中
改
正
を
要
す

べ
き
点
に
つ
き
、
関
係
各
方
面
に
諮
問
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
司
法
省
の
諮
問
に
対
す
る
答
申
資
料
と
し
て
、
調
べ
た
限
り
で
は
、

（
⑲
）
 

（
卯
）

東
京
弁
護
士
会
お
よ
び
東
京
商
工
会
議
所
の
意
見
が
あ
る
。
前
者
の
意
見
に
お
い
て
は
、
た
と
、
え
ば
、
会
社
の
表
見
代
表
者
の
規
制

（
意
見
第
六
）
、
記
名
株
式
の
譲
渡
方
法
の
改
善
（
意
見
第
一
八
）
、
会
社
財
産
の
評
価
基
準
に
対
す
る
具
体
的
提
言
（
意
見
第
一
一
八
）

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
後
者
の
意
見
は
へ
先
に
公
表
さ
れ
た
同
会
議
所
改
正
準
備
委
員
会
に
お
け
る
研
究
を
一
歩
進
め
た
内
容

の
も
の
で
あ
る
と
評
価
し
え
よ
う
。

第
三
節
政
府
の
動
向

昭
和
四
年
五
月
一
三
日
、
田
中
義
一
内
閣
は
、
勅
令
第
一
一
八
号
を
も
っ
て
法
制
審
議
会
官
制
を
公
布
し
、
即
日
施
行
し
た
。
こ

の
法
制
審
議
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
監
督
に
属
し
、
そ
の
諮
問
に
応
じ
て
重
要
な
法
律
制
度
を
調
査
審
議
し
、
そ
れ
ら
の
事
項
を

関
係
各
大
臣
に
建
議
す
る
権
限
を
有
す
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
（
同
勅
令
一
条
）
。

法
制
審
議
会
は
、
ま
ず
経
済
社
会
の
需
要
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
商
法
改
正
の
審
議
を
優
先
的
に
開
始
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。
同
年
七
月
二
日
、
田
中
内
閣
は
総
辞
職
し
、
浜
口
雄
幸
内
閣
が
成
立
し
た
が
、
浜
口
内
閣
も
右
の
方
針
を
踏
襲
す
る
こ
と
と

肝
要
で
あ
る
が
、
そ
、

張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

田
中
博
士
は
、
法
律
制
度
の
無
力
、
不
完
全
お
よ
び
社
会
生
活
と
法
律
規
定
と
の
間
の
間
隔
が
、
株
式
会
社
法
の
範
囲
に
お
い
て

（
弱
）

最
も
顕
著
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
こ
の
認
識
に
立
っ
て
、
会
社
法
こ
と
に
株
式
会
社
法
の
研
究
に
あ
っ
て
は
、
社
会
生
活
の
現
実
こ

（
宛
）

と
に
法
律
実
在
を
眼
中
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
生
け
る
株
式
〈
云
社
法
」
す
な
わ
ち
、
単
な
る
法
条
の

解
釈
ま
た
は
伝
統
的
な
概
念
の
体
系
の
研
究
を
超
え
て
、
「
法
律
の
事
実
的
方
面
の
探
求
」
と
い
う
研
究
を
も
な
す
べ
き
で
あ
る
と

（
訂
）

説
か
れ
た
。
右
の
「
生
け
る
株
式
△
奉
社
法
」
の
探
求
は
、
具
体
的
な
商
法
改
正
論
議
の
う
え
に
、
次
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

法
改
正
へ
の
胎
動
が
み
ら
れ
は
じ
め
た
こ
の
時
期
に
、
そ
の
後
の
学
界
に
お
け
る
商
法
改
正
論
議
の
方
向
づ
け
に
一
石
を
投
じ
る

（
別
）

論
稿
が
公
表
さ
れ
た
。
昭
和
五
年
に
田
中
耕
太
郎
博
士
が
公
表
さ
れ
た
「
株
式
〈
室
社
法
改
正
の
基
本
問
題
」
と
題
さ
れ
る
論
稿
で
あ

（
蛆
）

な
っ
た
。

る
。

第
四
節
学
会
の
議
論
状
況

い
ず
れ
に
せ
よ
、
商
法
改
正
に
向
け
て
政
府
が
実
画
的
な
活
鋤
を
冊
飴
し
た
の
は
昭
和
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

(４０） (４１） 4０ 4１ 
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第
一
に
、
立
法
者
は
、
存
在
の
世
界
に
お
い
て
行
わ
れ
る
諸
原
則
を
顧
慮
し
、
法
を
し
て
現
実
の
社
会
生
活
よ
り
遠
ざ
か
る
こ
と
な

（
卵
）

か
ら
し
め
、
社
会
的
需
要
に
応
ず
る
法
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
商
法
の
よ
う
な
変
遷
発
達
き
わ
ま
り
な
い
経
済

を
基
礎
と
す
る
法
律
の
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
常
に
新
た
な
経
済
上
の
必
要
性
が
発
生
し
、
そ
れ
が
従
来
の
一
般
原
則
に
対
す
る
特

（
副
）

別
の
法
律
的
取
扱
い
を
要
求
す
る
事
態
が
生
じ
る
が
、
こ
の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
の
観
点
か
ら
、
田
中
博
士
が
例
を
あ
げ
て
具
体
的
に
提
一
一
一
一
口
さ
れ
た
論
点
は
、
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
①
欧
州
に
お
け
る
設
立
免
許
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
た
時
代
お
よ
び
場
所
に
お
い
て
意
味
の
あ
っ
た
株
式
合
資
会
社
を
、
沿
革

（
帥
）

を
無
視
し
て
わ
が
国
に
輸
入
し
て
も
｛
疋
着
し
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
制
度
は
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
②
記
名
式
株
券

の
譲
渡
は
、
株
主
名
簿
の
名
義
書
替
え
が
そ
の
対
抗
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
（
明
治
四
四
年
商
法
一
五
○
条
）
、
現
実
に
は
、
名
義

書
替
え
の
請
求
を
委
任
す
る
白
紙
委
任
状
を
添
付
し
て
こ
の
種
の
株
券
を
譲
渡
す
る
商
慣
習
法
が
確
立
し
、
著
し
く
そ
の
移
転
が
円

（
ｕ
）
 

滑
に
な
さ
れ
、
株
式
は
商
品
の
よ
う
に
取
引
さ
れ
、
取
引
所
能
力
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
記
名
式
株
券
が
譲

渡
当
事
者
間
に
お
い
て
も
無
記
名
証
券
の
よ
う
に
流
通
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
商
法
一
五
○
条
の
規
定
の
精
神
は
没
却
せ

（
⑰
）
 

ら
れ
た
。
し
か
し
、
商
法
は
、
記
名
式
株
券
を
一
一
八
一
一
条
所
｛
正
の
有
価
証
券
と
認
め
て
い
な
い
の
で
、
同
条
に
よ
っ
て
準
用
さ
れ
る

四
四
一
条
（
手
形
の
善
意
取
得
の
規
定
）
の
保
護
を
記
名
式
株
券
に
与
え
て
い
な
い
。
こ
の
結
果
、
か
か
る
株
券
の
譲
渡
が
法
的
に

（
侭
）

不
安
｛
正
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
裏
書
譲
渡
と
善
意
取
得
と
を
か
か
る
株
券
に
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
の
観
点
か
ら
は
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
①
経
済
の
要
求
は
、
形
式
的
な
法
律
概
念
を
無
視
し
て
新
た
な
混

血
児
を
生
み
出
す
。
そ
の
例
が
株
式
と
社
債
と
の
接
近
で
あ
る
。
経
済
が
社
債
権
者
団
体
の
制
度
や
転
換
社
債
の
制
度
を
要
求
し
て

（
“
）
 

い
る
な
ら
ば
、
改
正
に
お
い
て
こ
れ
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
②
現
実
に
進
行
し
て
い
る
企
業
集
中
の
傾
向
が
、
株
式
〈
云
社
法
に
影

響
を
及
ぼ
す
か
ど
う
か
研
究
す
べ
き
で
あ
る
。
会
社
企
業
間
相
互
に
お
け
る
組
織
的
拘
束
、
す
な
わ
ち
行
為
法
的
、
債
権
法
的
、
’

な
お
、
第
二
の
観
点
か
ら
、
小
規
模
ま
た
は
家
族
的
会
社
に
お
け
る
株
式
会
社
法
の
厳
格
性
の
緩
和
と
有
限
責
任
の
要
求
を
兼
ね

て
充
足
す
る
た
め
、
有
限
責
任
会
社
ま
た
は
私
会
社
の
よ
う
な
新
た
な
制
度
を
採
用
し
、
「
現
在
の
株
式
会
社
制
度
に
お
い
て
失
わ

（
妬
）

れ
る
社
会
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
無
益
な
る
消
耗
を
防
止
す
る
こ
と
」
が
よ
い
と
説
か
れ
て
い
る
。

飼
一

Ⅲ
す
う
の
研
究
を
な
す
必
要
が
あ
る
。

時
的
に
あ
ら
ざ
る
会
社
の
組
織
に
彩
郷
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
の
身
分
法
的
、
継
続
的
な
関
係
を
眼
中
に
お
き
、
立
法
に
際
し
て
こ
れ
に

＝～グーへ〆￣へ／￣、〆■、￣～グー、〆￣､〆￣へ〆￣、〆￣ヘグーへ〆￣へグーへ

５６５５５４５３５２５１５０４９４８４７４６４５４４４３ 
、－〆、－－－－－～－－、－－、－－､－－、－－－－－～－－－－－、－〆、－〆－－－

山
辺
常
重
「
〈

佐
々
・
注
令

上
田
貞
次
郎

田
中
耕
太
郎

同
前
四
二
頁
。

同
前
四
一
頁
。

佐
々
・
性
（
咄
）
前
掲
二
頁
参
照
。

東
京
弁
護
士
会
の
答
申
書
は
、
東
一

東
京
商
工
会
議
所
の
意
見
は
、
商
｝

佐
々
・
注
（
咄
）
前
掲
二
頁
参
照
。

升
本
重
夫
「
株
式
会
社
法
の
改
正
と
有
限
責
任
会
社
制
度
」
法
曹
公
論
三
一
一
一
巻
三
号
（
昭
和
五
年
）
六
頁
参
照
。

佐
々
穆
「
社
会
的
経
済
的
事
実
に
即
し
た
る
我
国
現
時
の
株
式
会
社
法
改
正
の
要
諦
」
法
律
時
報
二
巻
一
号
（
昭
和
五
年
）
一
頁
。

大
竹
緑
「
会
社
法
改
正
の
一
重
要
問
題
」
法
律
春
秋
五
巻
七
号
（
昭
和
五
年
）
’
○
二
頁
。

菅
原
菊
志
・
企
業
法
発
展
論
（
平
成
五
年
）
一
一
六
’
二
七
頁
参
照
。

一
会
の
答
申
書
は
、
東
京
弁
護
士
会
会
報
八
巻
二
号
（
昭
和
五
年
）
五
一
一
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

云
議
所
の
意
見
は
、
商
工
月
報
六
巻
一
号
（
昭
和
五
年
）
’
二
九
頁
以
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
会
計
士
法
案
の
急
務
と
商
法
改
正
の
要
点
」
簿
記
世
界
一
三
巻
七
号
（
昭
和
四
年
）
’
六
’
’
七
頁
参
照
。

（
妬
）「
株
式
会
社
の
経
営
上
の
本
質
と
其
法
律
」
法
律
時
報
一
一
巻
一
号
（
昭
和
五
年
）
一
一
一
、
一
三
頁
参
照
。

「
株
式
会
社
法
改
正
の
基
本
問
題
」
法
学
協
会
雑
誌
四
八
巻
一
号
（
昭
和
五
年
）
三
五
頁
以
下
。

前
掲
九
頁
。
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第
二
節
改
正
要
綱
の
概
要

商
法
改
正
要
綱
は
、
全
一
一
○
六
項
目
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
編
総
則
に
関
し
て
一
一
二
項
目
（
第
一
な
い
し
第
一
一
十
一
一
）
が

あ
て
ら
れ
、
第
一
一
編
会
社
に
関
し
て
一
八
四
項
目
（
第
一
一
十
三
な
い
し
第
一
一
百
六
）
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

（
花
）

第
一
一
編
会
社
を
中
心
に
、
要
綱
の
起
案
に
当
た
ら
れ
た
松
本
丞
へ
治
博
士
が
と
く
に
重
要
な
項
目
と
し
て
一
一
一
一
口
及
さ
れ
て
い
る
も
の
を

挙
げ
て
み
よ
う
。

要
綱
第
一
一
十
三
は
、
特
別
法
を
も
っ
て
欧
州
の
有
限
責
任
会
社
法
ま
た
は
英
国
の
私
会
社
の
よ
う
な
特
別
の
会
社
を
認
め
、
こ
れ

（
ね
）

に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
］
曰
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

（
洞
）

第
一
章
総
則
に
関
し
て
は
、
会
社
に
対
す
る
裁
判
所
の
解
散
命
令
の
規
定
を
拡
張
し
た
点
が
、
王
要
な
改
正
点
で
あ
る
（
要
綱
第
一
一

十
六
）
。

（
布
）

第
一
一
章
合
名
会
社
、
第
一
一
一
章
合
資
会
社
に
関
す
る
、
王
要
な
改
正
点
は
、
社
員
の
責
任
の
加
重
お
よ
び
債
権
者
の
保
護
を
図
り
（
要

（
巧
）

綱
第
一
一
一
十
四
お
よ
び
第
一
二
十
八
）
、
会
社
解
散
の
後
に
会
社
の
継
続
を
ひ
ろ
く
認
め
る
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
点
で
あ
る
（
要
綱

』ウハロ、叩）‘ご
｜
勺
小
】
〔
ｗ
］

三
回
の
会
縦
を
飯
ね
、
商
法
一
第
一
綱
総
Ⅲ
一
一
お
よ
び
第
二
綱
会
社
に
関
一
す
る
改
正
要
綱
案
．
を
作
成
、
公
表
し
た
。
こ
の
間
、
、
王
と
し
て

四・ｍ一口恥」

起
案
の
術
に
一
岨
●
「
走
ら
れ
た
の
は
松
本
蕪
捕
博
士
で
あ
っ
た
。

小
委
貝
会
案
は
主
査
委
員
会
に
上
程
（
〉
「
（
」
一
れ
、
昭
和
六
年
一
月
一
一
一
一
一
日
開
催
の
第
一
一
一
回
主
査
委
員
会
か
ら
同
年
一
一
月
二
七
日
開
催
の

（
、
）

第
八
回
同
委
員
会
に
至
る
審
議
を
経
て
、
多
少
の
修
正
が
な
一
一
一
、
｛
」
れ
た
後
に
可
決
一
〉
’
一
、
（
」
れ
た
。
そ
し
て
、
主
査
委
員
会
案
は
、
同
年
七
月

一
一
一
一
日
開
催
の
第
一
一
一
回
総
会
か
ら
同
年
七
月
一
一
○
日
開
催
の
第
八
回
総
会
に
お
い
て
審
議
一
）
へ
（
」
れ
た
う
え
、
原
案
ど
お
り
可
決
議
了
｛
さ

（
ｍ
）
 

れ
た
わ
け
で
あ
る
。
以
後
、
会
社
法
改
正
論
議
は
、
右
の
改
正
要
綱
を
軸
と
－
）
て
展
開
一
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
節
改
正
要
綱
の
決
定

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
制
審
議
会
は
昭
和
四
年
五
月
に
設
置
さ
れ
た
。
同
年
一
○
月
一
九
日
、
浜
口
雄
幸
内
閣
総
理
大
臣
は
、

閣
甲
第
一
四
九
号
を
も
っ
て
、
「
政
府
ハ
商
法
ノ
規
定
中
現
下
ノ
事
情
一
一
適
切
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
認
ム
、
之
力
改
正
ノ
要
綱
如

何
」
と
法
制
審
議
会
に
諮
問
し
た
。

（
町
）

同
日
た
だ
ち
に
法
制
審
議
会
第
一
回
総
会
が
催
さ
れ
、
原
嘉
道
博
士
を
、
主
査
委
員
長
と
す
る
、
王
査
委
員
を
選
定
す
る
と
と
も
に
、

商
法
改
正
議
案
を
主
査
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
年
一
一
月
一
日
、
主
査
委
員
会
は
第
一
回
会
議
を
開
催
し
、
こ
こ
で

さ
ら
に
五
名
の
小
委
員
を
選
出
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
翌
昭
和
五
年
一
一
一
月
一
九
日
ま
で
、
小
委
員
会
は
計
四

〆￣、／￣へグー、￣～〆￣、〆￣、－面へグー、〆￣へ〆￣へ

６６６５６４６３６２６１６０５９５８５７ 
、－〆、-〆、－〆、－－、－－、－〆、－＝、－〆、_〆、－〆

同
前
。

同
前
四
五
頁
。

同
前
四
九
頁
。

同
前
四
五
頁
。

田
中
・
注
（
別
）
前
掲
一
一
一
一
二
頁
。

田
中
・
注
（
別
）
前
掲
四
六
頁
。

同
前
四
七
頁
。

同
前
五
○
頁
。

同
前
五
四
’
五
六
頁
。

同
前
五
○
頁
。

第
三
章
商
法
改
正
要
綱
を
め
ぐ
っ
て

4５（45） (４４） 4４ 
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（
柵
一

綱
蛾
懇
Ⅱ
十
一
）
、
会
社
の
資
金
調
達
の
多
様
化
を
図
っ
て
い
る
。

弟
一
一
一
節
会
社
の
機
関
に
関
し
て
は
、
以
下
が
主
要
な
改
正
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
会
社
の
重
要
な
業
務
執
行
に
つ
き
、
取
締
役
の

（
妬
）

専
断
を
防
止
す
べ
く
、
株
、
王
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
も
の
と
し
た
（
要
綱
第
百
一
一
十
一
）
。
第
一
一
に
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役

（
〃
）

の
資
格
を
株
、
王
に
限
ら
な
い
も
の
と
し
（
要
綱
第
百
一
一
十
四
）
、
広
く
適
材
を
求
め
う
る
よ
う
に
し
た
。

第
四
節
会
社
の
計
算
に
関
し
て
は
、
以
下
が
主
要
な
改
正
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
会
社
が
作
成
す
べ
き
計
算
書
類
を
法
定
様
式
に
よ
っ

（
肥
）

て
統
一
す
る
こ
と
と
し
た
（
要
綱
第
百
一
二
十
一
一
一
）
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
様
式
は
便
宜
に
適
応
し
て
時
に
改
変
す
る
必
要
が
あ
り
え

る
た
め
、
細
目
は
命
令
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
（
同
前
）
。
次
い
で
、
資
産
の
評
価
に
つ
き
、
株
式
会
社
に
限
っ
て
、
た
と
え
時
価

（
明
）

が
高
騰
し
て
も
営
業
上
の
固
定
資
産
に
取
得
価
額
ま
た
は
製
作
価
額
以
上
の
価
額
を
付
す
る
こ
と
を
禁
卜
）
た
（
要
綱
第
百
一
一
一
十
四
）
。

（
卯
）

次
に
、
会
計
検
査
の
た
め
に
す
る
少
数
株
、
王
に
よ
る
検
査
請
求
権
の
濫
用
を
禁
じ
る
た
め
、
そ
の
行
使
要
件
に
制
限
を
加
え
た
（
要

綱
第
百
四
十
四
）
。

（
皿
）

第
五
節
社
債
に
関
し
て
、
旧
債
借
替
え
の
場
合
に
お
け
る
社
債
制
限
額
の
緩
和
を
認
め
た
（
要
綱
第
百
四
十
六
）
。
象
ど
ら
に
、
通

（
卯
）

常
の
無
担
保
社
債
に
つ
い
て
も
、
社
債
権
者
集
〈
室
の
制
度
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
（
要
綱
第
百
四
十
八
な
い
し
第
百
五
十
）
。

第
六
節
定
款
の
変
更
に
関
し
て
は
八
以
下
が
主
要
な
改
正
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
株
金
全
額
払
込
み
の
後
で
な
け
れ
ば
資
本
増
加
が

（
卵
）

で
き
な
い
旨
を
定
め
た
商
法
二
一
○
条
を
削
除
し
て
（
要
綱
第
百
五
十
一
一
）
、
増
資
を
容
易
に
す
る
一
方
で
、
放
漫
な
資
本
増
加
を

（
皿
）

防
止
す
べ
き
措
置
を
合
わ
せ
て
講
じ
て
い
る
（
要
綱
第
百
五
十
一
二
）
。
次
い
で
、
転
換
株
式
お
よ
び
転
換
社
債
を
認
め
、
優
先
株
と

（
妬
）

（
妬
）

並
曰
通
株
と
の
間
の
転
換
（
要
綱
第
百
五
十
八
）
お
よ
び
社
債
と
株
式
と
の
間
の
転
換
（
要
綱
第
百
五
十
九
）
に
つ
き
、
概
略
同
じ
よ

（
卯
）

う
な
規
｛
正
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
資
本
増
加
無
効
の
際
の
善
後
処
置
（
要
綱
第
百
六
十
二
）
お
よ
び
資
本
減
少
無
効

（
兜
）

の
際
の
善
後
処
置
（
要
綱
第
百
六
十
八
）
に
つ
い
て
、
か
か
る
無
効
の
訴
の
要
件
や
そ
の
判
決
効
を
明
確
に
－
し
て
い
る
。 （
両
）

第
四
十
一
お
よ
び
第
四
十
一
一
）
。
ま
た
、
会
社
設
立
の
取
梢
は
、
必
ず
訴
を
も
っ
て
す
る
こ
と
を
要
す
る
ｊ
Ｄ
の
と
し
た
（
要
綱
第
六

十
一
お
よ
び
第
六
十
二
）
。

第四章株式会社について、改正要綱はもっとも多くの部分を割いている。（帥） （
泥
）

第
一
節
設
立
に
関
し
て
は
、
以
下
が
、
王
要
な
改
正
点
で
あ
る
。
ま
ず
定
款
の
作
成
を
公
正
証
書
に
よ
ら
し
め
て
い
る
（
要
綱
第
七

十
二
）
。
次
い
で
、
発
起
人
が
現
物
出
資
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
行
為
を
な
す
場
合
の
取
締
り
を
旧
法
よ
り
も
厳
格
化
し
よ
う
と
し

（
ね
）

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
財
産
引
受
（
要
綱
第
七
十
七
）
、
事
後
設
立
（
要
綱
第
七
十
九
）
に
関
す
る
規
｛
正
を
設
け
、
現
物
出
資
者

の
財
産
給
付
の
時
期
を
明
確
に
し
（
要
綱
第
八
十
五
）
、
募
集
設
立
の
場
合
に
も
、
現
物
出
資
ま
た
は
財
産
引
受
は
定
款
に
記
載
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
裁
判
所
に
検
査
役
の
選
任
を
請
求
し
て
、
そ
の
調
査
報
告
を
創
立
総
会
に
提
出
さ
せ
る
も
の
と
し
た
（
要
綱
第

八
十
七
）
。
発
起
人
が
受
け
る
べ
き
特
別
利
益
、
報
酬
、
現
物
出
資
等
に
関
す
る
事
項
を
創
立
総
会
に
お
い
て
変
更
す
る
と
き
は
、

（
皿
）

発
起
人
の
議
決
権
行
使
が
で
き
な
い
も
の
と
し
た
（
要
綱
第
八
十
八
）
。
三
」
ら
に
、
株
金
払
込
み
の
仮
装
を
防
止
す
べ
く
、
会
社
設

立
時
の
株
金
払
込
み
の
確
実
化
を
図
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
預
合
を
途
絶
さ
せ
る
よ
う
、
株
式
申
込
証
に
払
込
取
扱
銀
行
ま
た
は

信
託
会
社
を
記
載
さ
せ
、
設
立
登
記
申
請
書
に
払
込
取
扱
者
の
払
込
金
保
管
証
明
書
を
添
付
せ
し
め
、
払
込
取
扱
者
の
責
任
を
明
確

（
皿
）

化
す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
要
綱
第
八
十
二
）
。

第
二
節
株
式
に
関
し
て
は
、
以
下
が
主
要
な
改
正
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
記
名
株
式
に
裏
書
譲
渡
の
途
を
開
く
こ
と
と
し
た
。
す

（
閉
）

な
わ
ち
、
原
則
と
し
て
株
券
を
指
図
証
券
と
し
、
か
か
る
株
券
に
善
意
取
得
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
（
要
綱
第
九
十
七
な
い
し
第
九

十
九
）
。
た
だ
し
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
の
地
位
を
守
る
た
め
に
、
か
か
る
株
主
が
な
し
た
裏
書
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
調
査
し
て

（
腿
）

ｊ
も
そ
の
署
名
の
真
偽
を
判
別
で
き
な
い
場
合
に
限
っ
て
、
善
意
の
取
得
者
の
権
利
取
得
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
（
要
綱
第
九
十
七
但

書
）
。
第
二
に
、
資
本
増
加
の
場
合
以
外
に
お
け
る
優
先
株
の
発
行
を
認
め
（
要
綱
第
百
十
）
、
い
わ
ゆ
る
後
配
株
を
も
認
め
て
（
要

(４７） 4７ (46） 4６ 
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綱
第
二
荷
一
）
、
会
祉
荒
し
の
非
行
お
よ
び
利
益
供
与
禁
止
に
関
す
る
定
め
（
要
綱
第
一
一
百
一
一
な
い
し
第
二
百
四
）
群
を
設
け
る
と

一
Ⅱ
’

と
も
に
、
過
料
の
制
蚊
規
定
を
一
括
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
（
要
綱
第
一
一
百
一
ハ
）
。
な
お
、
飼
則
に
関
迦
し
て
、
法
制
審
議
会
は
、

別
に
進
行
中
で
あ
っ
た
刑
法
改
正
論
議
と
主
義
を
一
致
さ
せ
る
べ
く
、
付
帯
決
議
と
し
て
「
本
案
ノ
罰
則
一
一
付
テ
ハ
大
体
要
綱
一
一
基

ク
モ
起
草
ノ
際
一
般
刑
事
法
ト
ノ
関
係
ヲ
審
究
シ
要
綱
ノ
本
旨
二
反
セ
ザ
ル
範
囲
内
二
於
一
丁
適
当
ナ
ル
変
更
追
加
ヲ
為
ス
ヲ
妨
ゲ
ザ

ル
ベ
シ
」
と
の
決
議
を
な
し
た
。

以
上
が
改
正
要
綱
の
主
要
点
で
あ
る
が
、
総
括
す
れ
ば
、
そ
の
改
正
の
内
容
は
？
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
従
来
の
商
法
が
定
め
て

い
た
制
限
を
無
用
と
認
め
て
緩
和
し
た
部
分
も
あ
る
が
、
大
体
に
お
い
て
は
新
た
に
相
当
厳
重
な
制
限
を
付
し
て
そ
の
取
締
り
を
周

（
川
）

到
に
し
、
ム
ヱ
社
債
権
者
や
株
、
王
を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
前
章
で
述
べ
た
法
と
現
実
と
の
乖
離
現
象
に
対
処
す
べ
く
、
改
正
要
綱
は
ど
の
よ
う
な
手
当
て
を
用
意
し
た
の
か
、
右

で
一
一
一
一
口
及
さ
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
付
一
一
一
一
口
し
て
お
こ
う
。

権
利
株
の
売
買
の
横
行
お
よ
び
こ
れ
を
利
用
し
た
会
社
設
立
屋
の
賊
屋
に
関
し
て
は
、
権
利
株
の
譲
渡
を
当
事
者
問
で
は
原
則
的

に
有
効
と
認
め
る
と
同
時
に
、
会
社
に
対
し
て
は
、
会
社
へ
の
通
知
等
ど
の
よ
う
な
手
段
を
と
ろ
う
と
も
、
会
社
に
対
抗
で
き
な
い

も
の
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
会
社
設
立
の
場
合
に
お
け
る
発
起
人
ま
た
は
資
本
増
加
の
場
合
に
お
け
る
取
締
役
、
監
査
役
が
多
数

の
株
式
を
引
き
受
け
た
後
、
権
利
株
と
し
て
直
ち
に
こ
れ
を
他
人
に
譲
渡
す
る
行
為
を
絶
対
無
効
と
し
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
と
と
も

に
罰
則
中
に
制
裁
を
定
め
て
い
る
（
要
綱
第
九
十
六
お
よ
び
第
二
百
六
第
一
項
七
号
）
。

取
締
役
等
に
付
さ
れ
た
名
称
と
会
社
代
表
権
と
の
乖
離
に
関
し
て
は
、
社
長
そ
の
他
代
表
権
あ
り
と
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
名
称
が

付
さ
れ
た
者
の
行
為
は
、
会
社
が
そ
の
者
に
そ
の
名
称
を
付
し
た
場
合
に
限
っ
て
、
会
社
は
善
意
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
を
負
う

旨
の
定
め
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
表
見
代
表
取
締
役
に
関
す
る
定
め
を
設
け
て
い
る
（
要
綱
第
百
二
十
七
）
。

（
”
）
 

第
六
節
ノ
ー
と
し
て
、
会
社
の
整
理
に
関
す
る
節
を
新
た
に
設
け
た
（
要
綱
第
百
六
十
九
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
破
産
手
続
き
を

避
け
て
、
別
の
方
法
で
会
社
の
再
建
を
図
る
途
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
の
監
督
下
で
整
理
当
局
者
の
行
動
を

制
限
し
、
会
社
債
権
者
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
会
社
に
対
す
る
強
制
執
行
ま
た
は
破
産
の
申
立
て
等
を
中
止
し
て
整
理
の
妨
害

を
排
除
し
、
株
金
払
込
請
求
権
に
執
行
力
を
与
え
る
便
法
等
を
設
け
、
整
理
の
実
行
を
促
進
助
長
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

第
七
節
解
散
に
関
し
て
は
、
以
下
が
主
要
な
改
正
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
合
併
に
関
す
る
商
法
規
定
の
不
充
分
さ
の
ゆ
え
に
、

実
際
の
合
併
方
法
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
す
る
争
訴
が
絶
え
な
い
こ
と
に
鑑
み
、
合
併
に
関
す
る
規
定
の
充
実
を
図
っ
て

（
川
）

い
る
（
要
綱
第
百
七
十
四
な
い
し
第
百
七
十
八
）
。
す
な
わ
ち
、
合
併
契
約
書
の
作
成
を
要
す
る
ｊ
も
の
と
し
、
契
約
書
の
要
件
を
定

め
る
と
と
も
に
、
合
併
に
際
し
て
株
式
の
併
合
を
す
る
と
き
の
方
法
に
つ
き
明
確
な
規
定
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
じ
た
。
ま
た
、

（
川
）

合
併
無
効
の
際
に
お
け
る
善
後
処
置
に
関
す
る
定
め
を
Ｊ
Ｄ
設
け
た
（
要
綱
第
百
八
十
一
一
一
）
。

第
八
節
清
算
に
関
し
て
は
、
以
下
が
主
要
な
改
正
点
で
あ
る
。
第
一
一
款
と
し
て
特
別
清
算
に
関
す
る
規
定
を
新
設
し
、
会
社
整
理

の
場
合
と
同
様
に
、
債
務
超
過
の
清
算
会
社
の
整
理
を
裁
判
所
の
監
督
下
に
お
い
て
円
滑
な
清
算
を
と
げ
、
多
数
関
係
者
の
利
益
の

（
皿
）

保
護
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
（
要
綱
第
百
八
十
四
お
よ
び
第
百
九
十
）
。

第
五
章
株
式
合
資
会
社
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
廃
止
す
べ
き
積
極
的
な
理
由
が
な
い
と
し
て
、
か
か
る
会
社
の
存
続
を
認
め
、
現

（
川
）

行
法
の
欠
点
を
補
い
、
株
式
会
社
法
の
改
正
に
と
９
℃
な
っ
て
改
正
す
べ
き
点
を
列
挙
し
て
い
る
（
要
綱
第
百
九
十
一
な
い
し
第
百
九

十
五
）
。

第
七
章
罰
則
に
関
し
て
は
、
取
締
役
等
に
対
す
る
刑
事
責
任
を
強
化
す
る
方
向
で
改
正
が
な
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

（
肌
）

特
別
北
自
任
罪
の
定
め
（
要
綱
第
百
九
十
六
お
よ
び
第
百
九
十
七
）
、
株
式
ま
た
は
社
債
の
募
集
に
関
す
る
申
込
証
そ
の
他
文
書
の
虚

（
肌
）

（
伽
）

（
叩
）

偽
記
載
に
関
す
る
定
め
（
要
綱
第
百
九
十
九
）
、
預
合
に
関
す
る
定
め
（
要
綱
第
二
百
）
、
会
社
役
員
等
の
収
賄
に
関
す
る
定
め
（
要

｡ 

⑰ 

● 

4９（49） (４８） 4８ 



窪電覇雪嚢

神戸学院法学第25巻第１号

開展
こ
れ
に
関
，

的史
す
る
者
の
常
識

歴の
れ
を
防
止
す
→

虹
否
定
す
べ
き
一

法社
疑
問
で
あ
る
。

〈云年
さ
ら
に
、
》

己
き
で
あ
る
と
‐

和昭
し
う
る
も
の
（

･第一部

第
三
節
改
正
要
綱
公
表
直
後
の
反
響

改
正
要
綱
の
公
表
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
五
年
一
二
月
一
九
日
に
お
け
る
小
委
員
会
案
の
公
表
が
そ
の
最
初
の
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
公
表
直
後
の
昭
和
六
年
あ
た
り
の
各
界
の
議
論
状
況
は
、
必
ず
し
も
盛
況
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
時
期
、

商
法
学
会
に
お
い
て
は
、
一
九
三
○
年
（
昭
和
五
年
）
に
成
立
し
た
い
わ
ゆ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
手
形
法
統
一
条
約
お
よ
び
翌
一
九
一
一
一
一

年
（
昭
和
六
年
）
に
成
立
し
た
小
切
手
法
統
一
条
約
に
関
す
る
検
討
も
ま
た
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
事
実
、
法
制
審
議
会
は
、
会
社

法
改
正
と
並
行
し
て
昭
和
五
年
末
か
ら
統
一
手
形
法
条
約
の
採
否
に
関
す
る
審
議
を
な
し
、
昭
和
六
年
一
月
一
六
日
付
け
を
も
っ

て
、
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
て
「
商
法
第
四
編
中
為
替
手
形
及
ビ
約
束
手
形
二
関
ス
ル
規
定
ハ
為
替
手
形
及
ビ
約
束
手
形
二
関
ス
ル

統
一
法
ヲ
制
定
ス
ル
為
メ
ノ
条
約
付
属
書
ノ
手
形
統
一
法
ノ
如
ク
改
正
ス
ル
ヲ
適
当
ト
認
ム
」
と
の
答
申
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
て
昭
和
七
年
手
形
法
お
よ
び
昭
和
八
年
小
切
手
法
が
制
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
商
法
学
会
の
関
心
が
少
な
か

ら
ず
手
形
法
分
野
に
割
か
れ
て
い
た
こ
と
も
、
会
社
法
改
正
論
議
に
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

改
正
要
綱
に
関
し
て
、
結
果
的
に
会
社
法
改
正
を
首
唱
し
た
形
と
な
っ
た
東
京
商
工
会
議
所
は
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
与
え
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
東
京
商
工
会
議
所
の
渡
辺
鉄
蔵
理
事
（
法
学
博
士
）
に
対
す
る
法
律
時
報
編
集
室
記
者
の

（
Ⅲ
）
 

〈
云
見
記
事
か
ら
そ
の
評
価
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
に
よ
れ
ば
、
「
今
度
の
改
正
案
は
、
言
わ
ば
当
会
議
所
の
希
望
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
こ
ち
ら
の
意
見
ど
お
り

（
皿
）

と
一
一
一
一
口
っ
て
よ
い
く
ら
い
で
す
」
と
、
き
わ
め
て
肯
定
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
同
理
事
は
、
社
債
と
株
式
と
の
転

換
お
よ
び
優
先
株
と
普
通
株
と
の
転
換
を
な
し
う
る
点
な
ら
び
に
資
本
増
加
以
外
の
場
合
で
も
優
先
株
の
発
行
が
認
め
ら
れ
た
点
を

（
皿
）

歓
迎
さ
れ
、
取
締
役
・
監
査
役
を
株
、
王
以
外
か
ら
選
任
し
う
る
こ
と
、
｛
疋
款
を
公
正
証
書
に
よ
ら
し
め
る
こ
と
を
一
刻
も
早
く
実
現

（
川
）

（
畑
）

し
た
い
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
発
起
人
の
一
貝
任
が
加
重
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
も
、
結
構
な
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
、
会
社
の
整
理

さ
ら
に
、
取
引
所
の
相
場
が
あ
る
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
決
算
期
の
属
す
る
月
に
お
け
る
平
均
価
額
を
超
え
な
い
価
額
を
付
す
べ

き
で
あ
る
と
し
た
要
綱
第
百
三
十
五
に
対
し
て
、
決
算
期
に
お
け
る
買
煽
り
等
に
よ
る
人
為
的
価
額
上
昇
を
防
止
す
る
意
図
は
理
解

し
う
る
も
の
の
、
月
の
平
均
価
額
に
よ
る
こ
と
は
取
引
所
の
市
場
性
を
無
視
し
て
い
る
し
、
い
ず
れ
の
取
引
相
場
を
さ
し
、
い
ず
れ

と
く
に
特
別
柵
蝉
の
規
定
が
耀
伽
さ
れ
た
こ
と
を
弩
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
評
さ
れ
て
い
る
た
だ
株
式
行
安
会
社
制
度
の
存
続
に

（
Ⅶ
）
 

つ
い
て
は
、
不
満
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。
敢
後
に
、
た
と
え
有
限
仁
以
任
会
社
の
導
入
と
切
り
離
し
て
で
も
、
急
務
で
あ
る
と
こ
ろ
の

（
皿
）

会
社
法
の
改
正
を
先
行
さ
せ
て
ほ
し
い
ご
曰
の
強
い
意
見
表
明
が
な
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

改
正
要
綱
に
お
い
て
は
、
会
社
の
計
算
に
関
連
し
て
、
財
産
評
価
に
関
す
る
規
定
の
整
備
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
関

す
る
当
時
の
会
計
学
者
の
意
見
に
つ
き
、
便
宜
上
こ
の
節
に
お
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。
調
べ
た
限
り
で
は
、
会
計
学
者
の
改
正
要

綱
に
対
す
る
具
体
的
提
言
は
ほ
と
ん
ど
見
う
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
数
少
な
い
会
計
学
者
の
意
見
表
明
の
な
か
で
は
、
改
正
要
綱

第
百
三
十
四
に
対
す
る
批
判
が
目
に
つ
く
。
要
綱
第
百
一
一
一
十
四
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
株
式
会
社
に
限
っ
て
、
た
と
え
時
価
が

高
騰
し
て
も
営
業
上
の
固
定
資
産
に
取
得
価
額
ま
た
は
製
作
価
額
以
上
の
価
額
を
付
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨

は
、
営
業
用
固
定
資
産
の
時
価
が
騰
貴
し
た
と
き
に
、
そ
の
評
価
益
を
計
上
し
て
こ
れ
を
配
当
す
れ
ば
会
社
の
基
礎
を
危
う
く
す
る

（
川
）

一
因
と
な
る
た
め
、
こ
れ
を
錘
奉
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
、
会
計
学
者
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
評
価
益
が
配
当
す
べ
き
利
益
で
な
い
こ
と
は
企
業
財
務
に
関
与

す
る
者
の
常
識
で
あ
る
が
、
正
確
な
損
益
計
算
書
が
公
表
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
種
の
不
当
な
利
益
配
当
は
明
白
に
な
る
か
ら
、
こ

（
伽
）

れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
損
益
計
算
書
の
公
表
が
保
障
さ
れ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、
配
当
に
供
す
る
た
め
の
評
価
益
計
上
は

（
皿
）

否
定
す
べ
き
で
あ
る
が
、
欠
損
填
補
を
目
的
と
す
る
場
合
の
評
価
益
計
上
を
も
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
要
綱
第
百
一
二
十
四
は

(５０） 5０ (５１） 5１ 
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（
皿
）

の
地
の
取
引
所
を
い
う
の
か
、
計
算
の
技
術
的
側
面
に
問
題
が
多
く
、
立
法
者
の
意
図
が
ど
こ
に
あ
る
か
不
明
で
あ
る
、
と
い
っ
た

批
判
が
み
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
年
に
公
表
さ
れ
た
改
正
要
綱
を
め
ぐ
る
有
力
な
論
稿
と
し
て
は
、
第
一
に
、
大
隅
健
一
郎
博
士
に
よ
る
改
正
要
綱
中
の
会
社

（
皿
）

合
併
に
関
す
る
部
分
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大
隅
博
士
は
、
改
正
要
綱
中
、
合
併
に
関
す
る
全
項
目
に
つ
き
、

そ
の
是
非
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
大
隅
博
士
が
と
り
わ
け
強
く
反
対
意
見
を
表
明
さ
れ
た
論
点
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

吸
収
合
併
に
あ
っ
て
は
、
合
併
を
な
す
べ
き
期
日
に
関
す
る
定
め
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
新
設
合
併
に
あ
っ
て
は
、
創
立
総

会
の
期
日
に
関
す
る
定
め
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
、
お
の
お
の
合
併
契
約
書
中
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
た
改
正
要

綱
第
百
七
十
五
第
五
号
お
よ
び
第
百
七
十
六
第
五
号
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
批
判
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
規

定
の
趣
旨
は
、
当
事
会
社
が
合
併
の
効
力
の
発
生
時
期
に
つ
き
別
段
の
定
め
を
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
合
併
契
約
書
に
記

載
し
な
け
れ
ば
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
、
当
事
会
社
が
合
併
の
効
力
の
発

生
時
期
を
任
意
に
定
め
う
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
合
併
の
よ
う
な
公
衆
の
利
益
に
重
大
な
関
係
が
あ
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
規
定
を
も
っ
て
そ
の
効
力
の
発
生
時
期
を
画
一
的
に
定
め
て
、
法
律
関
係
の
明
確
と
確
定
を
期
す
る
こ

（
川
）

と
が
必
要
で
あ
る
。
合
併
の
効
力
の
発
生
時
期
は
、
｜
律
に
合
併
登
記
に
よ
ら
し
め
る
べ
き
で
あ
る
。

人
的
社
会
の
合
併
に
つ
き
、
合
併
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
た
債
権
者
の
債
権
額
が
会
社
債
務
総
額
の
四
分
の
一
を
超
え
た
と
き
は

合
併
が
で
き
な
い
も
の
と
し
た
改
正
要
綱
第
四
十
四
に
関
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
主
張
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

規
定
は
、
結
局
会
社
を
し
て
あ
ら
か
じ
め
一
部
の
償
権
者
に
対
し
て
の
み
担
保
を
供
し
て
そ
の
異
議
を
お
さ
え
、
残
余
の
俄
椛
者
を

無
視
し
て
合
併
を
強
行
す
る
と
い
っ
た
不
公
正
な
手
段
に
走
ら
せ
る
原
因
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
人
的
会
社

（
脳
）

の
合
併
に
関
し
て
も
、
会
社
仇
権
者
の
保
誕
に
あ
た
っ
て
は
、
物
的
会
社
の
合
併
と
同
一
の
原
則
に
服
せ
し
め
れ
ば
よ
い
。

（
脳
）

次
い
で
、
こ
の
年
に
公
表
さ
れ
た
有
力
な
論
稿
と
し
て
、
社
債
権
者
集
会
制
度
の
改
正
問
題
を
論
じ
た
栗
栖
剋
夫
博
士
の
論
稿
が

あ
る
。
栗
栖
博
士
は
、
大
正
不
況
お
よ
び
金
融
恐
慌
を
契
機
と
し
て
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
現
実
に
生
じ
た
社
債
の

（
町
）

不
払
い
、
償
還
不
能
事
件
を
ふ
ま
、
え
て
、
こ
の
問
題
を
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

社
債
権
者
集
会
制
度
に
関
し
て
は
、
従
来
、
担
保
付
社
債
信
託
法
が
担
保
権
の
保
存
お
よ
び
実
行
な
ら
び
に
こ
れ
に
付
随
関
連
す

る
範
囲
に
お
い
て
の
み
社
債
権
者
団
体
を
認
め
、
そ
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
社
債
権
者
集
会
制
度
を
認
め
、
そ
の
代
表
者
の
設
置

（
期
）

を
許
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
改
正
要
綱
第
百
四
十
八
お
よ
び
第
百
四
十
九
は
、
商
法
上
の
社
債
権
者
集
〈
三
お
よ
び
そ
の
代
表

者
制
度
に
つ
き
、
そ
の
性
質
の
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
担
信
法
上
の
社
債
権
者
集
会
お
よ
び
そ
の
代
表
者
制
度
を
範
と
し
、
商
法
中

（
咽
）

株
、
王
総
会
に
関
す
る
規
定
お
よ
び
担
信
法
の
規
定
に
準
じ
て
規
定
を
設
け
よ
う
と
す
る
方
針
で
あ
る
と
評
価
し
う
る
。
そ
う
と
す
れ

ば
、
商
法
に
社
債
権
者
集
会
制
度
の
規
定
を
設
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
三
点
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
に
、
商
法
中

の
株
主
総
会
に
関
す
る
現
行
規
定
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
の
規
定
中
不
備
改
正
の
点
を
も
考
慮
に
入
れ
た
う
え
で
、
こ
れ
に
準
じ

（
伽
）

た
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
第
二
に
、
担
信
法
中
の
社
債
権
者
集
会
お
よ
び
そ
の
代
表
者
に
関
す
る
規
定
は
明
治
一
一
一
八
年
以
来

（
皿
）

改
正
さ
れ
て
お
ら
ず
、
不
備
な
点
も
あ
る
た
め
、
担
信
法
そ
れ
自
体
の
改
正
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
一
一
一
に
、
株
、
王
総
会
の

（
腿
）

規
定
と
担
信
法
の
社
債
権
者
集
会
の
規
定
と
の
整
ム
ロ
性
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
四
節
改

仙
昭
和
六
年

②
昭
和
七
年

こ
の
年
に
公
表
さ
れ
た
主
た
る
論
稿
と
し
て
は
、
改
正
要
綱
全
般
に
わ
た
っ
て
主
と
し
て
ド
イ
ツ
法
を
参
照
し
つ
つ
批
判
を
加
え

改
正
要
綱
を
め
ぐ
る
学
界
の
議
論
状
況

(52）５２ 5３（53） 
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箪蕊量!’

号
ら
れ
た
高
窪
一
一

１
 

舗
和
九
年
四
月
一

妬
わ
め
て
大
胆
一

第

い
点
が
あ
る
。

学雛
右
の
論
稿
一

学
で
あ
る
。
し
．

一戸

神
度
こ
そ
が
、
←

昭和一三年会社法改正の歴史的展開・第一部

（
剛
）

ら
れ
た
高
窪
喜
八
郎
博
士
の
論
稿
が
あ
る
。
こ
の
論
稿
は
、
法
学
新
報
に
同
年
一
二
月
か
ら
連
載
が
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
昭

和
九
年
四
月
ま
で
足
掛
け
三
年
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
、
こ
の
年
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
今
日
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
き

わ
め
て
大
胆
な
政
策
の
採
用
を
主
張
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し
う
る
部
分
も
あ
る
が
、
当
時
の
社
会
的
背
景
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深

右
の
論
稿
の
一
貫
し
た
姿
勢
は
、
会
社
制
度
が
も
た
ら
す
弊
害
の
主
た
る
要
因
を
会
社
設
立
法
制
の
不
備
に
求
め
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
会
社
設
立
に
関
し
て
き
わ
め
て
厳
格
な
干
渉
主
義
的
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
募
集
設
立
制

度
こ
そ
が
、
泡
沫
会
社
を
生
み
、
会
社
設
立
屋
の
横
行
・
権
利
株
の
売
買
な
ど
を
通
じ
て
国
民
経
済
を
破
壊
す
る
原
因
の
元
凶
で
あ

（
剛
）

（
畷
）

る
と
し
、
こ
の
制
度
は
す
み
や
か
に
全
廃
す
べ
き
で
あ
る
と
、
王
張
さ
れ
て
い
る
。
大
規
模
株
式
会
社
の
設
立
は
、
銀
行
団
や
有
価
証

（
剛
）

券
商
団
の
参
加
ま
た
は
援
助
に
よ
る
べ
く
、
会
社
の
成
立
後
に
広
く
株
式
を
売
り
出
せ
ば
よ
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
会
社
設
立
の
際

に
実
施
さ
れ
る
べ
き
検
査
に
つ
い
て
、
厳
格
な
検
査
を
要
求
す
る
規
定
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
半
官
半
民
の
検
査
会
社
を
設
立
し
、

（
Ⅳ
）
 

こ
れ
に
強
制
検
査
を
な
さ
し
め
る
べ
き
で
あ
る
等
、
き
わ
め
て
斬
新
な
、
王
張
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。

（
畑
）

さ
ら
に
株
式
会
社
へ
の
最
低
資
本
金
制
度
の
導
入
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
一
○
万
円
程
度
）
。
ま
た
、
変
態
設
立
に
つ
き
、
改
正

要
綱
以
上
に
厳
格
な
立
法
が
な
さ
れ
る
よ
う
要
求
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
事
後
設
立
に
関
す
る
要
綱
第
七
十
九
に
対
し
、
た
と

え
特
別
決
議
と
は
い
え
、
か
か
る
契
約
を
な
す
こ
と
を
株
主
総
会
決
議
に
一
任
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
会
社
法
が
規
定

（
湖
）

す
る
干
渉
的
規
｛
正
の
大
部
分
が
不
要
と
な
る
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

当
事
者
問
に
お
け
る
権
利
株
の
譲
渡
を
認
め
る
要
綱
第
九
十
六
に
対
し
、
会
社
の
乱
設
が
経
済
困
難
の
一
大
要
因
を
な
し
た
と
い

う
実
際
を
看
過
し
て
、
権
利
株
の
売
買
を
公
認
し
よ
う
と
い
う
政
策
に
は
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
と
さ
れ
、
こ
れ
を
厳
禁
し
か
つ
無
効

（
即
）

と
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
外
国
に
権
利
株
の
譲
渡
を
制
限
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
の
は
、
外
国
で
は
そ
も
そ
も
権
利
株
の
譲
渡

③
昭
和
八
年

（
順
）

こ
の
年
に
公
表
さ
れ
た
藝
覗
稿
と
し
て
は
、
商
法
学
者
に
よ
る
商
法
改
正
に
関
す
る
講
演
録
が
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
西
原

寛
一
博
士
が
昭
和
七
年
二
月
に
京
城
帝
国
大
学
法
文
学
会
の
主
催
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
講
演
は
、
会
社
法
改
正
要
綱
の
解
説
に
と

ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
踏
み
こ
ん
だ
独
自
の
提
言
が
折
り
こ
ま
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
株
式
会
社
の
取
締
役
に
無
限

（
噸
）

責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
政
策
の
可
能
性
を
研
究
す
べ
き
で
あ
る
と
一
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
貯
蓄
銀
行
法
、
無
尽
業
法
お

よ
び
有
価
証
券
割
賦
販
売
業
法
に
お
い
て
は
、
取
引
先
の
性
質
を
考
え
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
取
締
役
に
無
限
責
任
を
負
わ
せ
る
例
を

さ
ら
に
、
決
算
期
に
作
成
す
べ
き
株
式
会
社
の
計
算
書
類
に
つ
き
、
会
社
の
健
全
性
を
貫
く
た
め
に
、
詳
細
な
干
渉
規
定
を
設
け

（
川
）

る
旨
の
、
王
張
を
展
開
さ
れ
る
な
ど
、
全
体
と
し
て
、
き
わ
め
て
厳
格
か
つ
干
渉
、
王
義
的
な
政
策
が
色
濃
く
表
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
．
た
と
え
ば
自
己
株
式
の
取
得
お
よ
び
質
受
け
に
関
し
て
は
、
自
已
株
式
の
運
用
が
巧
妙
に
行
わ
れ
る
こ
と
は
株
式
会
社
制
度
の

長
所
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
会
社
の
有
す
る
債
権
の
担
保
と
し
て
こ
れ
を
取
得
し
た
り
、
会
社
が
重
大
な
損
害
を
回
避
す
る
た
め
に

こ
れ
を
買
い
占
め
た
り
、
株
式
市
価
が
不
当
に
低
い
場
合
に
こ
れ
を
買
い
取
る
等
、
自
己
株
式
の
取
得
お
よ
び
質
受
け
は
、
実
際
上

（
川
）

も
法
理
上
も
相
当
広
く
自
由
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
、
不
干
渉
・
自
由
、
王
義
的
な
、
王
張
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も

見
受
け
ら
れ
る
。 （
Ｍ
）
 

唱
さ
れ
て
い
る
。

が
行
わ
れ
な
い
か
ら
に
す
ぎ
な
い
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
〃

次
い
で
、
未
払
込
み
の
あ
る
株
式
を
対
象
と
す
る
取
引
が
わ
が
国
の
証
券
取
引
市
場
の
取
引
高
の
半
数
近
く
に
上
る
と
い
う
実
態

を
ふ
ま
え
、
広
く
一
般
に
こ
の
よ
う
な
取
引
が
行
わ
れ
る
が
た
め
に
資
本
充
足
の
原
則
を
破
壊
す
る
結
果
を
招
く
の
で
あ
る
か
ら
、

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
未
払
込
株
式
の
譲
渡
を
認
め
な
い
こ
と
に
す
る
か
、
全
額
払
込
制
度
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
旨
を
提

(54） 5４ 5５（５５） 
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（
Ｗ
）
 

号
開
い
て
い
つ
Ｃ
が
、
こ
れ
ら
の
特
則
が
い
か
な
る
程
度
に
お
い
て
一
般
化
三
」
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
は
考
究
に
値
す
る
、
と
述
べ
て
お
ら

（
蝿
）

第
れ
る
。
加
え
て
、
監
査
役
に
職
業
的
専
門
家
を
参
加
さ
せ
る
べ
き
旨
を
示
唆
三
」
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
計
理
士
法
が
発
布
三
」

１
 

巻閲
れ
（
昭
和
一
一
年
三
月
一
一
一
一
日
法
律
第
一
一
一
一
号
）
、
信
託
業
法
の
改
正
（
昭
和
四
年
）
に
よ
っ
て
信
託
会
社
に
対
し
会
社
検
査
業
務
の

（
川
）

第

兼
営
が
認
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
か
ら
、
実
行
不
可
能
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
剛
）

学法
ま
た
、
会
社
法
改
正
に
関
連
す
る
事
件
と
し
て
、
こ
の
年
の
四
月
に
は
担
保
附
社
債
信
託
法
が
改
正
さ
れ
（
昭
和
八
年
法
律
第
四

院学
四
号
）
、
同
年
五
月
二
○
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
改
正
点
は
、
第
一
に
社
債
に
付
す
べ
き
物
上
担
保
の
種
類
拡
張
で

（
剛
）

神
あ
る
・
す
な
わ
ち
、
社
債
に
付
す
べ
き
物
上
担
保
と
し
て
新
た
に
漁
業
財
団
抵
当
お
よ
び
自
動
車
交
通
事
業
抵
当
を
認
め
た
。
第
二

一
戸

に
、
同
一
の
担
保
権
を
も
っ
て
担
保
す
る
社
債
の
分
割
発
行
制
度
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
プ
ン
．
ア
ン
ド
・
モ
ァ
ゲ
ー
ジ
の
採
用
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
会
社
が
そ
の
事
業
資
金
を
数
次
に
わ
た
っ
て
必
要
と
し
、
こ
れ
を
社
債
に
よ
っ
て
そ
の
財
産
を
担
保
と
し
て
調
達
す
る

（
皿
）

場
合
、
同
一
担
保
権
を
９
℃
っ
て
担
保
す
る
社
債
を
分
割
し
て
発
行
す
る
制
度
を
採
用
し
た
。

側
昭
和
九
年

こ
の
年
に
は
、
第
一
東
京
弁
護
士
会
が
主
催
す
る
商
法
改
正
調
査
委
員
会
が
改
正
要
綱
に
対
し
て
一
個
の
決
議
を
な
し
て
い
る
。

（
脇
）

決
議
の
日
付
け
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
同
年
四
月
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
委
員
会
は
、
「
本
委
員
会
ハ

司
法
省
発
表
ノ
商
法
改
正
要
綱
ハ
根
本
的
ノ
改
造
ヲ
要
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
」
と
の
決
議
を
な
し
、
そ
の
理
由
書
を
付
し
て
こ
れ
を

公
表
し
て
い
る
。
右
の
決
議
お
よ
び
理
由
書
の
草
案
の
主
た
る
執
筆
者
は
一
員
窪
喜
八
郎
博
士
で
あ
り
、
一
部
、
同
委
員
会
委
員
の
大

（
剛
）

（
価
）

島
正
義
弁
護
士
の
提
案
を
基
礎
と
し
て
作
成
さ
れ
た
ｊ
ｂ
の
で
あ
る
。

右
理
由
書
に
述
べ
ら
れ
た
主
張
の
概
要
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
そ
の
主
張
の
基
本
的
な
立
場
は
、
有
限
責
任
会
社
ま
た
は
私
会
社
制

度
を
導
入
す
る
以
上
は
、
株
式
会
社
を
規
整
す
る
立
法
に
関
し
て
は
、
国
家
は
十
分
な
干
渉
を
も
っ
て
臨
む
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も

昭和一三年会社法改正の歴史的展開・第一部

別

の
で
あ
る
〃
具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
提
案
か
な
さ
れ
て
い
う
の
。

ま
ず
、
強
制
検
査
制
度
の
設
定
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
会
社
設
立
、
資
本
蝋
加
、
会
社
計
算
苫
類
等
に
か
か
る
検
査
、

そ
の
他
少
数
株
主
の
請
求
に
よ
る
検
査
等
に
つ
き
、
賠
償
能
力
の
あ
る
計
理
士
ま
た
は
検
査
会
社
に
よ
る
検
査
制
度
を
導
入
す
べ
き

（
Ⅳ
）
 

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
監
査
役
制
度
の
改
善
に
関
－
し
て
、
取
締
役
と
特
殊
な
関
係
を
有
す
る
者
の
就
任
を
禁
ず
る
措
置
を
講
ず
る
と

（
皿
）

と
も
に
、
少
数
株
、
王
派
か
ら
も
起
用
す
る
途
を
ひ
ら
く
こ
と
等
が
提
案
三
」
れ
て
い
る
。
最
低
資
本
金
制
度
の
導
入
を
提
唱
し
、
そ
の

（
剛
）

金
額
を
一
○
万
円
以
上
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
社
設
立
手
続
き
の
厳
格
化
を
求
め
、
募
集
設
立
を
認
め
な
い
こ
と
に
加
、
ｚ
、
現
物

出
資
、
財
産
引
受
、
事
後
設
立
に
つ
き
、
発
起
人
ま
た
は
取
締
役
が
提
出
す
べ
き
報
告
書
の
詳
細
な
条
件
を
定
め
、
強
制
検
査
を
徹

（
剛
）

底
さ
せ
る
等
、
い
っ
そ
う
の
干
渉
的
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
少
数
株
、
王
の
保
護
政
策
と
し
て
、
会
社
荒
し
に
対

す
る
厳
罰
主
義
と
引
換
え
に
、
株
主
に
対
し
て
総
会
に
お
け
る
報
告
請
求
権
を
付
与
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
総

会
の
決
議
事
項
の
目
的
と
関
連
を
有
す
る
会
社
の
事
情
に
つ
き
、
取
締
役
に
報
告
を
求
め
る
と
い
う
権
利
を
株
主
に
与
え
、
取
締
役

（
皿
）

が
こ
れ
を
拒
絶
し
て
も
少
数
株
、
王
団
の
支
持
が
あ
れ
ば
報
告
請
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
株
主
の
権

利
濫
用
に
関
し
て
は
、
大
株
主
が
取
締
役
を
牽
制
し
て
会
社
に
損
害
を
及
ぼ
す
行
為
を
さ
せ
た
と
き
、
取
締
役
と
連
帯
し
て
賠
償
責

（
皿
）

任
を
負
わ
せ
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
株
券
の
有
価
証
券
性
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
、
総
会
決
議
の
無
効
が
確
定
し
て
も
株
、
王
は
い
っ

た
ん
受
領
し
た
配
当
金
お
よ
び
利
息
の
返
還
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と
と
し
、
株
金
払
込
み
の
責
任
を
最
終
株
主
に
限
る
等
の
政
策
を

研
究
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
緬
一
さ
ら
に
、
従
属
会
社
ま
た
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
会
社
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
べ
き
旨
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
営
業
報
告
書
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
関
係
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
財
務
諸
表
の
作
成
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
関

（
脳
）

係
を
反
映
さ
せ
た
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
取
締
役
の
報
告
義
務
９
℃
、
従
属
会
社
ま
た
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
会
社
に
及
ぶ

（
価
〉

も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
取
締
役
、
会
社
間
の
取
引
に
関
し
て
、
会
社
を
代
表
す
る
者
を
監
査
役
と
す
べ
き
］
曰
が
述

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
■
「

可

。
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（
脳
）

く
ら
れ
て
い
る
。
会
社
の
重
要
な
業
務
執
行
に
関
－
し
て
、
高
価
な
物
件
の
買
入
れ
、
譲
渡
、
質
入
れ
に
つ
き
相
当
な
制
限
規
定
を
設

（
〃
）

け
、
ま
た
高
額
の
報
酬
を
必
要
と
す
る
使
用
人
の
任
免
に
監
査
役
の
同
意
を
要
す
る
も
の
と
す
る
ご
曰
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
会
社
の

（
剛
）

事
業
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
公
務
員
の
い
わ
ゆ
る
天
下
り
の
制
限
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
株
、
玉
総
会
議
事
録
の
作
成
に
関
し
、

（
剛
）

公
証
人
等
を
関
与
員
」
せ
る
べ
き
こ
と
と
三
」
れ
て
い
る
。
営
業
報
告
書
、
財
産
の
評
価
、
貸
借
対
照
表
に
関
し
て
は
、
そ
の
内
容
、
項

（
Ⅷ
）
 

ロ
ロ
の
分
類
等
に
至
る
ま
で
、
相
当
に
詳
細
な
準
則
を
設
け
る
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
新
株
の
発
行
に
よ
る
増
資
は
、
資
本

の
全
額
払
込
前
に
こ
れ
を
な
し
え
な
い
と
す
る
原
則
を
撤
廃
し
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。
こ
の
原
則
を
撤
廃
す
れ
ば
、
む
し
ろ
投
機

（
、
）

的
な
資
本
増
加
を
行
う
弊
害
の
方
が
大
き
い
と
の
危
倶
が
そ
の
、
主
た
る
根
拠
で
あ
る
。
ま
た
、
増
資
に
か
か
る
新
株
発
行
に
お
い
て

は
、
株
主
に
対
し
、
そ
の
持
株
数
に
応
じ
て
新
株
を
優
先
的
に
割
り
当
て
る
こ
と
を
請
求
し
う
る
権
利
を
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し

（
皿
）

て
い
る
。
権
利
株
の
譲
渡
に
関
し
て
は
、
放
任
、
王
義
を
改
め
て
、
こ
の
弊
害
を
除
去
す
べ
く
、
明
文
を
も
っ
て
無
効
と
す
べ
き
で
あ

（
畑
）

る
と
主
張
し
て
い
る
。
外
国
株
式
会
社
の
わ
が
国
に
お
け
る
営
業
に
関
し
て
、
許
可
、
王
義
を
原
則
と
し
、
例
外
的
に
相
互
主
義
を
採

（
川
）

用
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
い
る
。
最
後
に
、
罰
則
規
定
を
よ
り
広
範
か
つ
厳
格
に
す
る
方
向
で
規
定
す
べ
き
旨
が
述
べ
ら
れ
て

〈
妬
）

い
う
●
。

こ
れ
以
外
の
改
正
要
綱
に
関
す
る
論
稿
と
し
て
は
、
実
務
家
の
立
場
か
ら
、
改
正
要
綱
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
用
語
と
り
わ
け
会

計
上
の
用
語
に
関
し
て
、
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
会
計
学
で
用
い
ら
れ
る
用
語
と
の
整
合
性
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
も
の

（
川
）

が
あ
る
。

な
お
、
改
正
要
綱
と
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ナ
チ
ス
の
台
頭
お
よ
び
わ
が
国
の
ド
イ
ツ
へ
の
政
治
的

傾
斜
を
反
映
し
て
か
、
指
導
者
原
理
に
基
づ
き
、
取
締
役
の
手
に
株
式
会
社
の
指
導
権
を
委
ね
、
株
主
総
会
の
権
限
を
強
く
制
限
す

る
と
い
う
ナ
チ
ス
的
原
理
に
基
づ
く
ド
イ
ツ
株
式
会
社
組
織
法
の
研
究
が
始
ま
っ
た
の
も
、
昭
和
九
、
’
○
年
あ
た
り
の
こ
と
で
あ

フ
ハ
》
Ｉ昭
和
一
○
年
に
は
、
商
法
学
界
に
お
い
て
注
曰
］
す
べ
き
改
正
要
綱
に
関
す
る
論
稿
が
見
う
け
ら
れ
か
（
い
。
以
後
、
商
法
学
界
で
は
、

昭
和
二
年
に
公
表
さ
れ
た
商
法
改
正
法
律
案
を
軸
と
し
て
論
議
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
Ｗ
）
志
田
鐸
太
郎
「
日
本
商
法
典
の
編
纂
と
其
改
正
」
明
大
商
学
論
叢
一
○
巻
五
・
六
号
（
昭
和
六
年
）
四
二
五
頁
。

（
閉
）
松
本
無
治
「
商
法
改
正
要
綱
解
説
⑪
」
法
学
協
会
雑
誌
四
九
巻
九
号
（
昭
和
六
年
）
’
○
’
一
一
頁
。

（
的
）
志
田
・
注
（
岡
）
前
掲
四
二
五
頁
。

（
、
）
松
本
・
注
（
堅
前
掲
一
○
四
頁
。

（
Ⅲ
）
同
前
。

（
〃
）
松
本
無
治
「
商
法
改
正
の
話
Ｕ
ｌ
ｌ
②
」
東
京
工
場
懇
話
会
会
報
六
○
号
（
昭
和
六
年
）
九
頁
以
下
、
六
一
号
六
頁
以
下
を
参
照
し
て

概
観
す
る
。
な
お
、
松
本
丞
浩
「
商
法
改
正
要
綱
解
説
㈹
１
ｍ
」
法
学
協
会
雑
誌
四
九
巻
九
号
（
昭
和
六
年
）
一
○
三
頁
以
下
、
四
九
巻

一
○
号
一
一
一
七
頁
以
下
、
四
九
巻
一
一
号
一
○
九
頁
以
下
、
四
九
巻
一
一
一
号
一
一
一
八
頁
以
下
、
五
○
巻
一
号
（
昭
和
七
年
）
一
二
八
頁
以

下
、
五
○
巻
一
一
号
一
一
一
五
頁
以
下
、
五
○
巻
三
号
一
五
七
頁
以
下
は
、
要
綱
の
全
項
目
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も

あ
わ
せ
参
照
す
る
。
同
じ
く
主
査
委
員
に
よ
る
要
綱
解
説
と
し
て
、
大
森
洪
太
「
商
法
改
正
要
綱
摘
要
」
法
律
時
報
三
巻
一
○
号
（
昭
和

六
年
）
五
三
頁
以
下
が
あ
る
。

（
刀
）
同
前
・
話
⑪
一
七
頁
、
解
説
Ⅲ
一
一
一
七
’
’
一
一
八
頁
参
照
。

（
刊
）
話
⑪
’
七
頁
、
解
説
②
’
一
一
一
二
’
’
’
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

（
巧
）
話
仙
一
七
頁
、
解
説
②
’
’
’
’
一
一
一
’
’
’
一
一
四
頁
参
照
。

（
乃
）
話
仙
一
七
頁
、
解
説
②
’
一
一
一
六
’
’
一
一
一
七
頁
参
照
。

（
立
話
⑪
一
八
頁
、
解
説
②
一
五
○
’
’
五
一
頁
参
照
。

（
門
）
話
仙
一
八
頁
、
解
説
②
’
五
七
頁
参
照
。

■ 

⑩ 
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〆~へ〆－へ／￣､グーへ〆￣へ〆－，

１１７１１６１１５１１４１１３１１２ 
、－〆、＝＝～一、－〆、－〆、－〆

０ 

（
Ⅲ
）
法
律
時
報
編
集
室
「
会
社
法
改
正
に
つ
い
て
東
京
商
工
会
議
所
理
事
渡
辺
鉄
蔵
氏
に
聴
く
」
法
律
時
報
三
巻
一
○
号
（
昭
和
六
年
）

〆￣へ－－へグーへ〆~へ‐～グー、／￣へ－－、〆酉へグー、グーへニニヘ

ｌｌＯｌＯ９１０８１０７１０６１０５１０４１０３１０２１０１１００９９ 
､－〆、－〆、-〆、-－、-－、－－、-－、￣〆～＝＝、￣〆、－〆-

話話話話話話話話話話ｉｉｉＩｉｉｉｌｉ
(2)（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２） 
－－－－￣￣￣￣￣＝￣￣－－－￣ 

六五五四四四四三二二一-－○
真夏真夏真夏真夏真夏！（’

〆－，グーへ／￣、／￣、グーへ〆=～－－へグーへグーへグーへグーへ〆￣、〆￣､〆￣へ〆￣、〆￣へグーへ／￣、〆■へ〆￣、

９８９７９６９５９４９３９２９１９０８９８８８７８６８５８４８３８２８１８０７９ 
、-〆､－ン～－〆、－－、-－～=〆、￣、－〆～－－～-－～－－、－〆、－〆、－〆～一、－－、－〆、－〆､－〆、－〆

五
六
頁
以
下
。

話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話
(2)（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（２）（１）（２）（２）（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１）（１） 
－一九九九八八七七一六六二二二

○○頁頁頁頁頁｜頁五頁頁一○○九九九九九
頁頁、、、、、八、頁、、頁｜頁頁頁頁頁頁
、、解解解解解頁解、解解、￣、、、、、、
解解説説説説説、説解説説解一解解解解解解
説説（５）（５）（５）（５）（４）解（４）説（４）（３）説頁説説説説説説
(5)（５）－－－－一説一（４）－－（３）、（３）（３）（２）（２）（２）（２）

三三二二四（４）三一一＝－解一一一一一一
四四六四九八一一七二八六三説一一六六六五
六○’’’’’三頁九｜頁三（３）五一二六四九
’’一一一一一八参頁一参頁一頁｜頁頁’’
三三三二四｜照参二照参二参一参参一一

四四八五○九五一。照九．照四照一照照六六
七二頁頁頁頁頁三｡頁。’。五｡｡五○
頁頁参参参参参九、参頁頁頁
参参照照照照照頁照参参参
照照。｡。。｡参。五照照照

照頁。。。
００ 

参
Ｏ 

照
◎ 

同
前
五
七
頁
。

同同
ヨエー￣エー

目U月リ
◎。

同
前
五
六
頁
。

同
前
。

同
前
五
六
’
五
七
頁
。 解解解解解解解解解解一

説説説説説説説説説ｉｉｌｄｒ〔
(7)（７）（７）（７）（７）（７）（７）（６）（６）（６）、
－－－－－－－－－－解
七六六六六六五四三二説

工王：ｒ菫王工丁鬘士：
七七照六照六五四照三七

七一。八。三九五。要上頁頁頁頁頁頁

参参参参参参参五
照照照照照照照八
ＤＵ Ｏ 。００

°ＦＩ 
参
照

。

6１（６１） (60）６０ 
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（
Ⅲ
）
同
前
。

（
Ⅲ
）
松
本
委
治
「
商
法
改
正
要
綱
解
説
側
」
法
学
協
会
雑
誌
四
九
巻
一
二
号
（
昭
和
六
年
）
’
一
一
一
○
頁
。

（
Ⅲ
）
太
田
哲
一
一
一
「
商
法
改
正
要
綱
中
の
株
式
会
社
の
計
算
」
会
計
二
九
巻
六
号
（
昭
和
六
年
）
八
一
一
九
’
八
三
○
頁
参
照
。

（
Ⅲ
）
同
前
八
一
一
一
○
頁
。
な
お
、
原
口
亮
平
「
商
法
改
正
要
綱
に
於
け
る
財
産
評
価
に
つ
い
て
」
国
民
経
済
雑
誌
五
三
巻
三
号
（
昭
和
七
年
）

（
皿
）
同
前
八
一

一
○
頁
参
照
。

（
皿
）
原
口
・
同
前
一
二
頁
参
照
。

１
 

（
Ⅲ
）
大
隅
健
一
郎
「
商
法
改
正
要
綱
に
於
け
る
会
社
合
併
の
問
題
⑪
ｌ
②
」
法
学
論
叢
一
一
六
巻
五
号
（
昭
和
六
年
）
七
一
一
六
頁
以
下
、
｜
’

（
川
）
大
隅
健
一
郎
「
商
法
工

六
巻
六
号
九
○
七
頁
以
下
。

（
Ⅲ
）
同
前
・
二
六
巻
五
号
七
両

（
剛
）
同
前
・
二
六
巻
六
号
九
（

（
川
）
栗
栖
赴
夫
「
商
法
改
正
舌

四
一
巻
二
号
八
九
頁
以
下
。

〆￣、グー、〆￣へ〆－，

１４９１４８１４７１４６ 
，－〆、－－、－〆～一

同同同西
前前前原
０一一。

（
岨
）
同
前
七
七
頁
参
照
。

（
川
）
同
前
・
四
四
巻
一
号
一
○
五
’
一
○
六
頁
、
四
四
巻
四
号
九
○
頁
参
照
。

（
川
）
同
前
・
四
一
一
一
巻
一
一
号
六
一
’
六
二
頁
参
照
。

（
脳
）
田
中
耕
太
郎
「
商
法
の
改
正
に
就
て
」
司
法
協
会
雑
誌
一
二
巻
一
号
（
昭
和
八
年
）
一
頁
以
下
、
西
原
寛
一
「
株
式
会
社
に
於
け
る

病
理
的
現
象
と
其
の
匡
正
」
司
法
協
会
雑
誌
一
一
一
巻
一
一
号
（
昭
和
八
年
）
二
九
頁
以
下
。

グー、〆￣～〆=、グー、

'３０１２９１２８１２７ 
，－〆､＝〆～－－～-－

〆￣へ〆戸、￣へ

１４１１４０１３９ 
、－〆、_〆、－〆

同同同
前前前

◎ 

（
Ⅳ
）
同
前
七
九
’
八
一
頁
参
照
。

（
伽
）
同
前
・
四
二
巻
一
○
号
一
六
頁
。

一
一
一
巻
一
一
号
七
九
一

（
剛
）
同
前
・
四
二
》

（
剛
）
同
前
六
二
頁
。

（
川
）
同
前
六
三
頁
。

（
Ⅲ
）
同
前
九
一
’
九
二
頁
。

（
伽
）
同
前
九
二
’
九
四
頁
。

（
川
）
高
窪
喜
八
郎
「
商
法
工

一
○
頁
以
下
、
四
二
巻
五
戸

号
二
瓦
以
下
、
Ⅲ
二
巻
一
一
号
一
一
川
画
以
卜
、
四
一
一
巻
一
一
一
リ
ー
ｎ
以
下
、
Ｗ
一
一
『
巻
一
号
（
昭
棚
八
年
）
六
○
瓜
以
下
、
川
一
二
巻
一
一
号

ｈ
ｈ
Ｈ
以
下
、
四
三
巻
一
一
一
号
五
一
一
一
ｎ
以
下
、
四
一
一
一
巻
七
号
七
七
典
以
下
、
四
一
一
一
巻
八
号
五
六
頁
以
下
、
四
一
一
一
巻
一
○
号
九
五
頁
以
下
、
四

一
一
巻
二
号
七
九
頁
以
下
、
四
一
一
一
巻
一
一
一
号
七
九
頁
以
下
、
四
四
巻
一
号
（
昭
和
九
年
）
九
五
頁
以
下
、
四
四
巻
四
号
九
○
頁
以
下
。

一
）
同
前
・
四
二
巻
六
号
六
○
’
六
一
頁
参
照
。

同
前
・
二
六
巻
五
号
七
四
一
一
’
七
四
一

同
前
・
二
六
巻
六
号
九
○
九
頁
参
照
。

同
前
六
一
頁
。

西
原
・
同
前
五
一
頁
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
同
前
品

同
前
・
’
○
三
’
一
○
四
頁
。

同
前
・
四
一
巻
二
号
九
二

高
窪
喜
八
郎
「
商
法
改
正
要
綱
に
対
し
反
対
す
べ
き
点
仙
ｌ
⑲
」
法
学
新
報
四
一
一
巻
三
号
（
昭
和
七
年
）
｜
頁
以
下
、
四
一
一
巻
四
号

頁
以
下
、
四
一
一
巻
五
号
一
頁
以
下
、
四
二
巻
六
号
八
頁
以
下
、
四
二
巻
七
号
七
頁
以
下
、
四
一
一
巻
九
号
五
七
頁
以
下
、
四
一
一
巻
一
○

同
前
。

同
前
・
四
三
巻
一
号
七
四
頁
参
照
。

同
前
一
八
ｌ
’ 「
商
法
改
正
要
綱
に
見
え
た
る
社
債
権
者
集
会
制
度
⑩
Ｉ
②
」
法
学
新
報
四
一
巻
一
○
号
（
昭
和
六
年
）
九
二
頁
以
下
、

九
頁
参
照
。

｜
号
九
一
頁
。

同
前
・
四
一
巻
一
○
号
一
○
四
’
一
○
五
頁
参
照
。

’
’
七
四
三
頁
参
照
。

(62）６２ (63） 6３ 
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■
１
１
口
１
１
１
口
１
口
■
Ⅱ
１
１
口
１
口
Ｉ
‐

神戸学院法学第25巻第１号

（
町
）
同
前
参
照
。

（
剛
）
Ｍ
前
二
一
一
一
口
参
照
。

（
伽
）
同
前
参
照
。

（
Ⅲ
）
同
前
一
一
一
一
一
’
一
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

（
皿
）
同
前
一
一
一
一
一
一
’
三
四
頁
参
照
。

（
皿
）
同
前
三
四
頁
参
照
。

（
Ⅲ
）
同
前
三
五
頁
参
照
。

（
川
）
同
前
一
一
一
五
’
三
六
頁
参
照
。

（
燗
）
同
前
三
六
頁
参
照
。

（
Ⅲ
）
山
本
淳
一
「
商
法
改
正
の
要
綱
に
就
て
」
法
律
新
聞
一
一
一
七
八
三
号
（
昭
和
九
年
）
四
’
五
頁
参
照
。

（
〃
）
入
木
弘
「
株
式
会
社
制
度
の
改
革
‐
１
１
独
逸
法
学
会
の
株
式
会
社
法
改
正
意
見
」
国
民
経
済
雑
誌
五
七
巻
一
一
一
号
（
昭
和
九
年
）
一
二

一
一
頁
以
下
、
後
藤
清
「
ナ
チ
ス
的
指
導
者
原
理
と
株
式
会
社
組
織
法
改
正
論
」
民
商
法
雑
誌
一
一
巻
二
号
（
昭
和
一
○
年
）
一
六
五
頁
以
下

あ
た
り
が
、
ナ
チ
ス
的
会
社
法
論
研
究
の
噴
矢
で
あ
る
。

魚

（
川
）
担
信
法
改
正
の
解
説
と
し
て
、
栗
栖
魁
夫
「
担
保
附
社
債
信
託
法
改
正
案
に
就
て
」
法
律
新
聞
一
一
一
五
一
一
一
○
号
（
昭
和
八
年
）
三
頁
以

下
、
同
「
担
保
附
社
債
信
託
法
中
改
正
法
」
法
学
新
報
四
一
一
一
巻
六
号
（
昭
和
八
年
）
一
六
頁
以
下
、
同
「
社
債
法
の
不
備
及
其
の
改
正
」

銀
行
研
究
一
一
五
巻
六
号
（
昭
和
八
年
）
一
一
一
一
頁
以
下
。

（
Ⅲ
）
栗
栖
・
同
前
法
学
新
報
四
三
巻
六
号
一
一
一
’
’
’
一
一
頁
参
照
。

（
皿
）
同
前
二
六
’
二
七
頁
参
照
。

（
週
高
窪
喜
八
郎
「
商
法
改
正
要
綱
は
根
本
的
の
改
造
を
要
す
②
」
法
学
新
報
四
四
巻
六
号
（
昭
和
九
年
）
八
七
頁
参
照
。

（
側
）
同
委
員
会
の
商
法
改
正
調
査
委
員
起
草
要
綱
は
、
正
義
一
一
巻
三
号
（
昭
和
一
○
年
）
｜
頁
以
下
、
同
一
一
巻
四
号
四
一
頁
以
下
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
脇
）
高
窪
喜
八
郎
「
商
法
改
正
要
綱
は
根
本
的
の
改
造
を
要
す
⑪
」
法
学
新
報
四
四
巻
五
号
（
昭
和
九
年
）
四
四
頁
参
照
。

（
川
）
起
草
要
綱
・
注
（
皿
）
前
掲
二
巻
一
一
一
号
一
○
頁
。

（
〃
）
同
前
一
○
’
二
頁
参
照
。

（
刑
）
同
前
一
一
’
一
二
頁
参
照
。

（
川
）
同
前
一
四
頁
参
照
。

面
）
同
前
一
五
’
一
八
頁
参
照
。

（
Ⅲ
）
同
前
一
八
’
一
九
頁
参
照
。

（
脱
）
同
前
一
九
頁
参
照
。

（
川
）
同
前
一
九
’
二
○
頁
参
照
。

（
脳
）
同
前
二
○
’
一
一
一
頁
参
照
。

（
脳
）
同
前
一
八
頁
参
照
。

（
伽
）
同
前
一
三
頁
参
照
。

河

（
平
成
六
年
八
月
二
六
日
・
未
完
）

6５（６５） (６４） 6４ 
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資
料
１

○
東
京
商
工
会
議
所
商
事
関
係
法
規
改
正
準
備
委
員
会
決

定
に
よ
る
株
式
会
社
法
改
正
に
関
す
る
内
部
的
確
定
事

＊
 

項

（
１
）
商
行
為
を
為
す
を
業
と
す
る
否
と
を
問
わ
ず
一
般
に
営
利
を

目
的
と
す
る
社
団
法
人
を
会
社
と
す
る
こ
と

（
２
）
第
四
十
八
条
の
解
散
命
令
に
関
す
る
規
定
は
実
用
に
適
せ
ざ

る
の
感
あ
る
を
以
っ
て
相
当
之
を
拡
張
す
る
こ
と

（
３
）
登
記
を
会
社
成
立
の
要
件
と
す
る
こ
と

（
４
）
現
物
出
資
其
の
他
会
社
の
創
立
に
関
す
る
調
査
に
付
き
、
其

の
明
確
を
期
す
る
為
め
相
当
の
改
正
を
為
す
こ
と
（
併
せ
て

一
般
に
会
社
関
係
の
非
訟
事
件
の
徹
底
を
期
す
る
為
め
関
係

法
規
の
改
正
を
為
す
こ
と
）

（
５
）
現
物
出
資
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
回
避
す
る
目
的
を
以
っ

て
行
わ
る
る
財
産
の
買
入
を
防
圧
す
る
為
め
新
た
に
規
定
を

設
く
る
こ
と

（
６
）
検
査
役
の
職
責
の
貫
徹
を
期
す
る
為
め
之
に
関
す
る
規
定
を

改
正
す
る
こ
と

（
７
）
株
式
譲
渡
の
禁
止
及
び
制
限
並
び
に
利
益
を
以
っ
て
す
る
株

怠
に
付
き
、
此
の
制
我
を
碓
に
す
る
こ
と

（
巧
）
株
主
総
会
に
提
出
す
べ
き
井
類
に
関
す
る
規
定
を
詳
密
に
す

う
Ｃ
一
」
Ｌ
」

（
蛆
）
財
産
評
価
に
関
す
る
規
定
を
設
く
う
Ｃ
こ
と

（
Ⅳ
）
第
百
九
十
四
条
第
一
項
の
「
利
益
ヲ
配
当
ス
ル
毎
一
一
其
ノ
利

益
」
と
あ
る
を
適
当
に
改
正
す
る
こ
と

盃
）
建
設
利
息
の
配
当
期
間
に
関
し
規
定
を
設
く
る
こ
と

面
）
債
券
を
無
記
名
式
又
は
記
名
式
に
限
る
と
き
は
其
の
旨
を
社

債
申
込
証
に
記
載
す
る
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
型
無
担
保
社
債
の
場
合
に
於
て
も
社
債
権
者
集
会
の
制
度
を
設

ノ
、
フ
Ｃ
｝
」
Ｌ
」

（
Ⅲ
）
｛
疋
款
を
以
っ
て
第
二
百
九
条
の
特
別
決
議
の
条
件
を
相
当
の

限
度
に
於
て
厳
重
に
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
〃
）
会
社
の
設
立
の
場
合
に
於
て
も
亦
優
先
株
の
発
行
を
認
む
る

一
一
し
」

（
閉
）
特
別
の
利
益
（
個
別
的
優
先
株
）
を
資
本
増
加
の
場
〈
ロ
に
於

て
も
亦
認
む
る
こ
と

（
型
）
後
配
株
を
認
む
る
こ
と

（
妬
）
各
種
異
種
類
の
株
主
総
会
を
認
む
る
こ
と

（
邪
）
登
記
を
以
っ
て
資
本
増
加
の
成
立
要
件
と
す
る
こ
と
（
確
定

式
の
消
却
を
登
記
事
項
と
な
す
こ
と

（
８
）
株
式
に
対
す
る
質
権
の
設
定
に
つ
き
、
其
の
効
果
が
当
然
株

主
の
会
社
に
対
し
て
有
す
る
財
産
上
の
権
利
に
及
ぶ
も
の

（
新
設
）
然
ら
ざ
る
も
の
（
現
時
行
わ
る
る
も
の
）
と
を
併

せ
規
定
す
る
こ
と

（
９
）
株
券
喪
失
の
場
合
に
於
て
公
示
催
告
の
手
続
に
関
す
る
規
定

を
適
用
す
る
こ
と
（
但
し
除
権
判
決
手
続
に
付
い
て
は
民
事

訴
訟
法
関
係
法
規
の
改
正
に
関
連
し
て
研
究
す
る
こ
と
）

（
、
）
株
式
譲
渡
の
禁
止
及
び
制
限
の
定
め
を
株
券
の
記
載
事
項
と

為
す
こ
と

（
、
）
定
時
株
主
総
会
招
集
の
憾
怠
に
対
す
る
罰
則
を
設
く
る
こ
と

（
研
究
事
項
（
別
）
（
妬
）
及
び
（
妬
）
参
照
）

（
、
）
第
百
六
十
三
条
の
決
議
無
効
の
判
決
以
外
の
決
議
無
効
の
判

決
（
実
質
的
決
議
無
効
の
判
決
）
及
び
第
一
一
百
三
十
一
一
条
の

設
立
無
効
の
判
決
以
外
の
設
立
無
効
の
判
決
其
の
他
之
に
準

ず
る
会
社
関
係
の
判
決
の
効
力
は
、
当
事
者
に
非
ざ
る
株
主

に
対
し
て
も
其
の
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
型
決
議
無
効
の
訴
及
び
設
立
無
効
の
訴
等
に
付
き
、
濫
訴
防
止

の
為
め
に
す
る
罰
則
其
の
他
適
当
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

（
ｕ
）
取
締
役
の
破
産
宣
告
請
求
（
第
百
七
十
四
条
第
二
項
）
の
瀞

蛎
噸
（
３
）
参
照
）
“
伽
し
て
第
二
百
卜
川
条
の
株
主
総
会

に
付
き
新
株
式
の
引
受
人
も
決
縦
に
参
加
し
得
る
も
の
と
す

る
こ
と

（
〃
）
株
式
の
併
合
に
当
た
り
（
第
一
一
百
一
一
十
条
ノ
三
、
第
一
一
百
一
一

十
五
条
第
二
項
）
失
権
と
な
る
べ
き
端
株
を
少
く
す
る
趣
旨

の
下
に
規
定
を
改
正
す
る
こ
と

（
朋
）
事
業
の
成
功
、
成
功
の
不
能
及
び
株
主
が
七
人
未
満
に
減
じ

た
る
こ
と
を
解
散
事
由
よ
り
除
く
こ
と

（
羽
）
株
式
会
社
と
合
名
会
社
又
は
合
資
会
社
と
の
合
併
を
認
め
ざ

る
こ
と

（
釦
）
合
併
手
続
に
付
き
、
明
確
な
る
規
定
を
設
く
る
こ
と
（
特
に

合
併
の
成
立
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
）
（
確
定
事
項

（
３
）
及
び
（
別
）
参
照
）

（
皿
）
設
立
を
無
効
と
す
る
事
由
を
明
確
に
す
る
こ
と

＊
佐
々
穆
「
株
式
会
社
法
改
正
に
関
す
る
内
定
事
項

⑪
ｌ
②
」
法
律
学
研
究
二
七
巻
二
号
（
昭
和
五
年
）

一
一
二
頁
以
下
、
同
三
号
一
一
○
頁
以
下
を
底
本

と
す
る
。
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
と
し
、
旧
漢
字

を
新
漢
字
と
し
た
。
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
、
促

音
、
濁
音
を
表
記
し
た
。
一
部
送
り
が
な
表
記
を

Ｄ 
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資
料
２

○
東
京
商
工
会
議
所
商
事
関
係
法
規
改
正
準
備
委
員
会
決

＊
 

｛
正
に
よ
る
株
式
〈
雪
社
法
改
正
に
関
す
る
研
究
事
項

（
脇
）
怖
利
株
の
鋼
波
（
発
起
人
を
除
く
）
を
趣
む
る
の
可
否
を
研

究
す
る
こ
と
（
研
究
躯
項
（
４
）
参
照
）

（
Ⅲ
）
株
券
発
行
の
茂
務
を
法
文
上
明
碓
に
す
る
の
可
否
を
研
究
す

る
こ
と

（
巧
）
△
云
社
が
自
己
の
株
式
を
譲
受
け
又
は
質
権
の
目
的
と
し
て
受

け
得
る
こ
と
を
或
る
限
度
に
於
て
認
む
る
の
可
否
を
研
究
す

る
こ
と

（
胆
）
失
権
手
続
に
於
け
る
譲
渡
人
の
一
貝
任
の
消
滅
期
間
（
第
百
五

十
四
条
）
を
延
長
す
る
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
Ⅳ
）
株
主
名
簿
の
記
載
に
或
る
程
度
の
公
信
力
を
認
む
る
の
可
否

を
研
究
す
る
こ
と

（
肥
）
株
主
総
会
の
招
集
の
場
所
及
び
会
議
の
延
期
に
付
き
、
規
定

を
設
く
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
、
）
同
時
に
数
個
の
株
主
総
会
の
成
立
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
方

法
を
研
究
す
る
こ
と

（
別
）
定
時
株
主
総
会
の
招
集
塀
怠
の
場
合
に
於
て
株
主
の
招
集
請

求
権
を
認
む
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
Ⅲ
）
株
主
総
会
に
於
て
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
事
由
、

即
ち
所
謂
特
別
の
利
害
関
係
の
範
囲
を
明
確
に
規
定
す
る
の

可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
１
）
会
社
の
種
類
に
付
き
、
株
式
合
資
会
社
を
廃
止
す
る
の
可
否

及
び
小
規
模
の
株
式
会
社
（
有
限
責
任
会
社
又
は
之
に
類
似

す
る
も
の
）
を
設
定
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と
（
発
問

事
項
（
翌
参
照
）

（
２
）
株
式
会
社
の
設
立
に
付
き
、
現
行
制
度
の
如
く
準
則
主
義
に

委
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
３
）
設
立
手
続
に
付
き
、
目
論
見
書
主
義
を
参
酌
し
て
規
定
す
る

の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
４
）
発
起
人
に
し
て
株
式
の
引
受
を
為
さ
ず
又
は
其
の
引
受
け
た

る
株
式
を
譲
渡
す
る
の
弊
其
の
他
の
一
般
に
発
起
人
の
責
任

回
避
の
弊
を
除
去
す
る
方
法
を
研
究
す
る
と
共
に
、
発
起
人

の
責
任
を
一
層
明
確
に
す
る
方
法
を
研
究
す
る
こ
と

（
５
）
会
社
の
設
立
を
名
と
し
て
行
わ
る
る
詐
欺
の
予
防
方
法
（
特

に
民
事
上
の
責
任
に
関
し
）
を
研
究
す
る
こ
と

$ 
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変
更
し
た
。

’
１
０
１
－
１
，
’
０
１
－
１
－
１
．
－
１
．
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
－
１
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
‐
‐
１
１
－
－
１
，
１
１
１
１
１
‐
‐
１
１
‐
１
１
０
１
－
‐
‐
ｌ
‐
１
１
１
’
１
１
‐
’
１
１
１
－
‐
１
１
１
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
１
１
１
－
１
‐
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
↓
ｌ
‐
１
１
１
－
‐
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
・
‐
’
０
．
．
０
．
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
０
・
ｌ
Ｉ
ｒ
０
Ｉ
－
Ｉ
‐
１
１
１
‐
・
－
－
‐
・
‐

（
皿
）
株
主
総
会
の
鏑
畑
〃
法
吐
ぴ
縦
蛎
非
顛
に
付
き
、
排
細
に
之

を
岨
淀
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
昭
）
取
締
役
又
は
監
交
役
は
株
主
た
る
こ
と
を
要
せ
ざ
る
も
の
と

す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と
（
但
し
取
締
役
又
は
監
査
役

の
責
任
問
題
に
関
し
再
考
す
る
こ
と
）

（
Ⅲ
）
取
締
役
が
会
社
と
取
引
を
為
す
こ
と
を
得
る
場
合
に
付
き
、

商
法
第
百
七
十
六
条
の
規
定
を
改
正
す
る
の
可
否
を
研
究
す

る
こ
と

（
妬
）
取
締
役
及
び
監
査
役
の
一
貝
任
に
付
き
研
究
す
る
こ
と
。
特
に

株
主
及
び
会
社
債
権
者
の
保
護
を
全
く
す
る
趣
旨
の
下
に
具

体
的
に
明
確
な
る
規
定
を
設
く
る
こ
と
を
研
究
す
る
こ
と

（
恥
）
任
務
瀞
怠
に
因
る
取
締
役
及
び
監
査
役
の
責
任
を
取
締
役
及

び
監
査
役
全
員
に
課
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
〃
）
取
締
役
及
び
監
査
役
の
報
酬
に
付
き
研
究
す
る
こ
と
（
発
問

事
項
（
９
）
参
照
）

兎
）
保
証
債
務
、
手
形
裏
書
に
因
る
債
務
、
其
の
他
貸
借
対
照
表

に
計
上
す
べ
き
項
目
に
付
き
、
特
に
規
定
を
設
く
る
の
可
否

を
研
究
す
る
こ
と
（
確
定
事
項
（
型
に
関
連
）

宛
）
貸
借
対
照
表
上
、
未
払
込
株
金
の
評
価
に
関
す
る
規
定
を
設

く
る
こ
と
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
６
）
株
式
会
社
の
為
す
公
告
に
付
き
、
｜
層
其
の
効
果
を
挙
ぐ
る

方
法
を
研
究
す
る
こ
と
（
発
問
事
項
（
咽
）
参
照
）

（
７
）
発
起
人
の
受
く
べ
き
報
酬
の
額
に
付
き
、
之
を
明
確
に
す
る

規
定
を
設
け
て
制
限
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
８
）
定
款
の
絶
対
的
及
び
相
対
的
記
載
事
項
に
付
き
、
現
行
規
定

に
追
加
す
べ
き
も
の
の
有
無
を
研
究
す
る
こ
と
（
確
定
事
項

（
７
）
及
び
（
Ⅲ
）
に
関
連
）

（
９
）
株
式
の
引
受
及
び
株
金
の
払
込
な
き
に
拘
ら
ず
之
有
る
も
の

と
し
て
会
社
を
成
立
せ
し
む
る
の
弊
を
除
去
す
る
方
法
及
び

第
百
三
十
六
条
の
規
定
を
改
正
す
る
具
体
案
を
研
究
す
る
こ

と

（
Ⅲ
）
〈
室
社
に
関
す
る
調
査
一
般
に
付
き
、
裁
判
所
の
権
能
を
拡
張

す
る
方
法
を
研
究
す
る
こ
と
（
確
定
事
項
（
５
）
及
び
（
６
）

に
関
連
）

（
ｕ
）
虚
無
人
又
は
無
能
力
者
の
名
義
を
以
っ
て
す
る
株
式
の
申
込

に
対
す
る
措
置
及
び
欺
か
る
株
式
に
付
き
株
金
の
払
込
を
為

さ
し
む
る
方
法
を
研
究
す
る
こ
と

（
、
）
譲
渡
を
禁
止
し
ま
た
は
之
を
制
限
し
た
る
株
式
（
第
百
四
十

九
条
）
の
競
売
に
付
き
、
強
制
執
行
法
の
改
正
と
関
連
し
て

研
究
す
る
こ
と
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（
妬
）
残
余
財
産
の
分
配
に
当
た
り
会
社
の
損
益
を
株
式
の
数
に
応

じ
て
株
主
に
帰
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と
。
尚
お
残
余

財
産
の
分
配
率
と
利
益
又
は
建
設
利
息
の
配
当
率
と
を
異
に

し
、
前
者
に
付
い
て
は
「
プ
レ
ミ
ヤ
ム
」
と
し
て
払
込
み
た

る
金
額
を
分
配
率
に
加
算
す
る
の
可
否
を
も
併
せ
研
究
す
る

こ
と
。
尚
お
右
に
関
連
し
、
配
当
全
般
に
付
き
、
配
当
率
に

関
す
る
規
定
を
改
む
る
の
可
否
を
も
併
せ
研
究
す
る
こ
と

＊
佐
々
穆
「
株
式
会
社
法
改
正
に
関
す
る
研
究
事
項

⑪
’
㈹
」
法
律
学
研
究
二
六
巻
一
○
号
（
昭
和
四

年
）
七
一
頁
以
下
、
同
二
号
一
一
八
頁
以
下
、

同
一
二
号
一
四
○
頁
以
下
、
同
二
七
巻
一
号
（
昭

和
五
年
）
’
四
二
頁
以
下
を
底
本
と
す
る
。
カ
タ

カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
と
し
、
旧
漢
字
を
新
漢
字
と
し

た
。
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
、
促
音
、
濁
音
を
表

（
“
）
株
式
会
社
と
株
式
合
溢
会
社
と
の
合
併
を
認
む
る
こ
と
の
可

否
を
研
究
す
る
こ
と
（
確
定
事
項
（
羽
）
参
照
）

（
妬
）
吸
収
合
併
の
み
を
認
む
る
（
新
設
合
併
を
認
め
ざ
る
趣
旨
）

（
釦
）
株
主
及
び
会
社
債
権
者
は
費
用
を
支
払
い
て
一
定
の
書
類
の

謄
本
又
は
抄
本
の
請
求
を
為
し
得
る
も
の
と
す
る
の
可
否
を

研
究
す
る
こ
と
（
発
問
事
項
（
７
）
参
照
）

（
Ⅲ
）
従
業
員
、
其
の
他
使
用
人
の
利
益
の
為
め
に
す
る
積
立
金
の

処
分
の
制
限
及
び
使
用
人
よ
り
受
入
れ
た
る
預
金
の
保
護
に

関
し
規
定
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
胡
）
資
本
増
加
の
場
合
及
び
会
社
合
併
の
場
合
に
於
て
も
建
設
利

息
の
配
当
の
定
め
を
為
し
得
る
こ
と
の
可
否
を
研
究
す
る
こ

と

（
銘
）
利
益
及
び
建
設
利
息
の
配
当
請
求
権
に
付
き
、
法
｛
正
消
滅
期

間
又
は
時
効
期
間
を
定
む
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
弧
）
社
債
其
の
他
之
と
同
視
す
べ
き
債
務
に
付
き
、
特
別
の
法
律

を
制
定
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
妬
）
社
債
の
発
行
に
関
し
其
の
確
実
を
期
す
る
為
め
特
に
左
の
事

項
に
付
き
研
究
す
る
こ
と

（
ィ
）
社
債
発
行
の
監
督
に
関
す
る
機
関
を
設
立
す
べ
き
か

（
Ｂ
社
債
発
行
の
原
因
及
び
社
債
の
使
途
を
公
に
し
、
之
に

基
づ
き
責
任
を
負
わ
し
む
く
き
か

（
Ｃ
社
債
を
担
保
付
の
も
の
に
限
る
べ
き
か
、
又
は
担
保
付

及
び
無
担
保
の
も
の
を
認
め
両
者
に
対
す
る
規
定
を
異
に

（
州
）
株
式
会
社
の
解
散
後
に
於
け
る
継
続
を
忠
む
る
の
可
否
を
研

印

吸
収
合
併
の
み
を
認
む
る

の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

光
す
る
こ
と

９ 

資
料
３

○
東
京
商
工
会
議
所
商
事
関
係
法
規
改
正
準
備
委
員
会
決

＊
 

｛
正
に
よ
る
株
式
会
社
法
改
正
に
関
す
る
発
問
事
項

（
１
）
株
式
の
金
額
の
最
低
限
度
（
商
法
第
百
四
十
五
条
第
二
項
）

の
増
減
に
関
す
る
貴
見
如
何

（
２
）
記
名
式
株
式
の
移
転
の
対
抗
要
件
に
関
す
る
商
法
第
百
五
十

条
の
規
定
及
び
所
謂
白
紙
委
任
状
付
株
式
譲
渡
の
商
慣
習
法

は
株
式
の
流
通
、
其
の
善
意
取
得
者
の
保
護
の
為
め
に
欠
く

所
な
し
と
云
う
べ
か
ら
ず
。
寧
ろ
独
逸
商
法
の
如
く
株
券
を

指
図
式
と
為
し
、
譲
渡
人
譲
受
人
相
互
間
に
於
て
は
手
形
の

如
く
裏
書
に
依
り
て
之
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
、

且
つ
商
法
第
四
百
四
十
一
条
を
株
券
に
も
準
用
す
る
を
可
と

す
る
が
如
し
｛
商
法
第
二
百
八
十
二
条
参
照
）
。
之
に
関
す

る
貴
見
如
何
（
譲
渡
を
以
っ
て
会
社
に
対
抗
す
る
為
め
に
は

名
義
書
替
を
要
す
る
は
勿
論
な
り
）

（
３
）
株
金
払
込
の
滞
納
に
因
る
失
権
手
続
に
関
す
る
現
行
規
定

（
商
法
第
百
三
十
条
、
第
百
五
十
二
条
乃
至
第
百
五
十
四
条
）

す
べ
き
か

三
）
社
債
募
集
の
決
議
（
第
百
九
十
九
条
）
の
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
を
要
す
る
も
の
と
す
べ
き
か

（
ホ
）
「
現
存
ス
ル
財
産
」
（
第
二
百
条
第
二
項
）
の
意
義
を
明

ら
か
に
す
べ
き
か

（
邪
）
社
債
借
替
の
場
合
に
於
て
は
第
二
百
条
の
制
限
に
依
る
こ
と

を
要
せ
ざ
る
も
の
と
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

（
亜
社
債
募
集
の
目
的
を
社
債
申
込
証
の
記
載
要
件
と
す
る
の
可

否
を
研
究
す
る
こ
と
（
研
究
事
項
（
弱
）
ノ
（
巳
参
照
）

（
銘
）
第
一
一
百
四
条
ノ
ー
の
規
定
を
明
確
に
す
る
の
可
否
を
研
究
す

る
こ
と
（
「
自
己
ノ
名
ヲ
以
一
こ
の
点
）

（
羽
）
無
担
保
社
債
権
者
は
一
般
的
優
先
弁
済
を
受
く
る
の
利
益
を

有
す
る
も
の
と
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と
（
研
究
事
項

（
弱
）
ノ
（
Ｃ
参
照
）

（
側
）
資
本
増
加
の
条
件
に
関
す
る
第
二
百
十
条
の
制
限
を
適
当
に

緩
和
す
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

ｎ
）
現
行
法
上
、
取
締
役
の
権
限
に
属
す
る
行
為
に
し
て
総
会
の

決
議
を
経
る
を
要
す
る
こ
と
を
妥
当
と
す
る
事
項
（
例
え
ば

支
店
の
営
業
譲
渡
）
に
付
き
研
究
す
る
こ
と

（
妃
）
強
制
清
算
の
制
度
を
認
む
る
の
可
否
を
研
究
す
る
こ
と

絶
し
た
．
一
部
送
り
か
な
災
祀
を
変
史
し
た
。

(７１） 7１ (70） 7０ 
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の
運
用
上
実
際
に
生
ず
る
不
便
の
点
及
び
右
規
定
に
付
き
改

正
を
必
要
と
す
る
も
の
あ
り
と
せ
ば
之
に
関
す
る
貴
見
如
何

（
４
）
（
イ
）
少
数
株
主
権
に
関
す
る
規
定
（
商
法
第
百
六
十
条
、

第
百
七
十
八
条
、
第
百
八
十
五
条
、
第
百
八
十
七
条
、
第
百

九
十
八
条
、
第
二
百
二
十
八
条
）
は
株
式
会
社
の
本
質
上
之

を
在
置
す
る
の
要
あ
る
は
言
を
俟
た
ざ
る
と
こ
ろ
な
る
べ
き

も
、
現
行
法
上
其
の
権
利
行
使
の
要
件
た
る
資
本
の
十
分
の

一
の
限
度
は
果
た
し
て
適
当
の
も
の
な
り
や
。
之
に
関
す
る

貴
見
如
何

Ｓ
）
少
数
株
主
権
の
濫
用
等
に
依
る
妨
害
其
の
他
株
主
総

会
を
撹
乱
す
る
行
為
の
事
例
は
実
際
上
必
ず
し
も
少
な
か
ら

ざ
る
も
の
と
思
考
せ
ら
る
る
処
、
右
の
実
例
（
此
の
点
に
付

い
て
は
相
成
る
べ
く
は
具
体
的
事
例
を
挙
示
せ
ら
れ
度
し
）

及
び
斯
か
る
行
為
を
防
止
す
る
方
法
に
関
す
る
貴
見
如
何

（
５
）
取
締
役
の
任
期
は
商
法
上
三
年
以
内
と
定
め
ら
れ
た
る
も

（
商
法
第
百
六
十
六
条
）
右
は
果
し
て
適
当
の
も
の
な
り
や
。

監
査
役
の
任
期
に
関
す
る
規
定
（
商
法
第
百
八
十
条
）
と
相

俟
ち
て
共
に
之
を
改
正
す
る
の
要
な
き
か
。
之
に
関
す
る
貴

見
如
何

（
６
）
商
法
は
取
締
役
に
付
き
代
表
取
締
役
と
代
表
権
な
き
取
締
役

処
、
之
に
関
す
る
趾
見
如
何
。
又
若
し
之
を
可
と
す
る
６
の

と
せ
ば
、
閲
覧
硝
求
椛
滑
の
限
度
及
び
閲
覧
す
る
を
得
せ
し

む
べ
き
神
類
の
机
類
如
何

（
９
）
倣
与
、
手
当
其
の
他
如
何
な
る
名
義
に
依
る
を
問
わ
れ
ず
凡

そ
取
締
役
又
は
監
査
役
の
受
く
べ
き
報
酬
に
法
律
上
一
定
の

限
度
を
設
く
く
し
と
の
主
張
を
為
す
者
少
な
か
ら
ず
。
之
に

関
す
る
貴
見
如
何
。
又
若
し
之
を
可
と
す
る
も
の
と
せ
ば
右

制
限
の
具
体
的
方
法
如
何

面
）
法
定
準
備
金
積
立
の
限
度
（
利
益
に
対
す
る
積
立
の
割
合
及

び
積
立
の
最
高
限
度
）
に
関
す
る
貴
見
如
何

（
、
）
資
本
増
加
の
場
合
に
於
け
る
報
告
総
会
（
商
法
第
二
百
十
一
一
一

条
、
第
二
百
十
四
条
）
に
付
い
て
は
、
｜
面
に
於
て
実
際
上

其
の
効
果
な
し
と
の
意
見
あ
る
も
、
他
面
に
於
て
会
社
設
立

の
場
合
に
於
け
る
創
立
総
会
と
対
応
し
其
の
必
要
あ
る
も
の

の
如
く
思
料
せ
ら
る
る
処
、
之
に
関
す
る
貴
見
如
何

Ｅ
）
会
社
の
種
類
に
付
き
、
株
式
合
資
会
社
は
寧
ろ
之
を
廃
止
す

べ
し
と
の
意
見
及
び
新
た
に
独
仏
等
に
於
く
る
有
限
責
任
会

社
又
は
之
に
類
似
す
る
も
の
（
小
規
模
の
事
業
を
目
的
と
す

る
か
又
は
比
較
的
少
数
の
社
員
よ
り
成
る
有
限
責
任
の
会

社
）
を
設
定
す
べ
し
と
の
意
見
あ
り
。
之
に
関
す
る
貴
見
如

第
一
、
有
限
責
任
会
社
制
度
を
採
用
す
べ
し

第
二
、
労
働
者
参
加
株
式
会
社
の
制
度
を
採
用
す
べ
し

資
料
４

○
東
京
弁
護
士
会
商
法
改
正
調
査
委
員
会
「
商
法
第
二
編

＊
 

に
対
す
る
諮
問
答
申
書
」
（
昭
和
五
年
一
一
一
月
一
二
日
決
定
、

同
二
四
日
提
出
）

と
の
二
種
を
認
む
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
実
際
に
於
て
は
取
締
役

に
種
別
を
設
け
、
会
長
、
副
会
長
、
社
長
、
副
社
長
、
頭
取
、

副
頭
取
、
専
務
、
常
務
等
の
名
称
を
用
い
、
然
も
是
等
の
取

締
役
に
し
て
会
社
を
代
表
す
る
権
限
を
有
せ
ざ
る
者
あ
り
。

此
の
点
に
於
て
法
律
と
実
際
と
に
齪
齢
を
生
ず
。
依
っ
て
之

等
の
取
締
役
の
権
限
に
付
い
て
商
法
中
に
規
定
を
設
け
第
三

者
の
保
護
を
計
る
を
可
と
す
る
も
の
と
思
考
せ
ら
る
る
処
、

之
に
関
す
る
貴
見
如
何

（
７
）
株
式
会
社
に
傭
付
く
べ
き
書
類
に
付
き
、
商
法
の
規
定
す
る

と
こ
ろ
必
ず
し
も
充
分
な
ら
ず
（
商
法
第
百
七
十
一
条
第
一

項
、
第
百
九
十
一
条
第
一
項
、
第
百
九
十
条
）
。
之
に
関
す

る
規
定
を
相
当
周
到
に
す
る
の
必
要
あ
り
と
思
料
せ
ら
る
る

処
、
右
書
類
の
種
類
其
の
他
之
に
牽
連
す
る
事
項
に
関
す
る

貴
見
如
何

（
８
）
株
主
及
び
会
社
の
債
権
者
が
会
社
の
一
定
の
書
類
の
閲
覧
を

請
求
し
得
る
こ
と
は
商
法
第
百
七
十
一
条
第
二
項
及
び
第
百

九
十
一
条
第
二
項
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
な
り
と
錐
も
、
相
当

程
度
に
於
て
之
等
以
外
の
者
に
も
会
社
の
重
要
書
類
中
或
る

種
の
も
の
に
付
き
閲
覧
の
請
求
を
為
す
こ
と
を
得
せ
し
む
る

は
、
公
示
主
義
の
本
旨
に
適
応
す
る
も
の
と
思
料
せ
ら
る
る

１
 

１
 

（
、
）
会
社
が
公
生
ロ
を
為
す
方
法
は
尖
際
上
区
々
な
る
も
充
分
に
其

の
効
果
を
挙
ぐ
る
こ
と
を
得
ざ
る
の
感
な
し
と
せ
ず
。
之
に

関
す
る
批
見
如
何
（
尚
お
災
社
に
於
て
現
に
採
用
せ
ら
る
る

公
告
方
法
を
開
示
せ
ら
れ
度
し
）

＊
佐
々
穆
「
株
式
会
社
法
改
正
に
関
す
る
東
京
商
工

会
議
所
の
発
問
事
項
を
読
む
」
法
律
学
研
究
二
六

巻
九
号
（
昭
和
四
年
）
九
一
頁
以
下
を
底
本
と
す

る
。
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
と
し
、
旧
漢
字
を
新

漢
字
と
し
た
。
適
宜
、
句
読
点
を
付
し
、
促
音
、

濁
音
を
表
記
し
た
。
｜
部
送
り
が
な
表
記
を
変
更

し
た
。

(72） 7２ 7３（73） 
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合
に
於
て
と
に
対
し
て
為
）
し
た
る
通
知
及
び
伽
告
を
有
効
な

ら
し
む
る
規
定
を
股
く
る
こ
と

第
十
八
、
記
名
株
の
譲
渡
に
裂
書
の
途
を
開
く
と
同
時
に
吾
国
旧
来

の
習
慣
た
る
白
紙
委
任
状
に
依
る
流
通
の
結
果
善
意
に
記
名

株
を
取
得
し
た
る
者
を
保
護
す
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
十
九
、
会
社
よ
り
株
式
払
込
の
通
知
を
為
し
た
る
後
に
株
式
の
譲

渡
あ
り
た
る
と
き
は
譲
渡
人
は
譲
受
人
と
連
帯
し
て
其
株
金

払
込
の
義
務
あ
る
旨
を
明
定
す
る
こ
と

第
一
一
十
、
会
社
は
第
百
五
十
三
条
一
項
に
よ
り
失
権
し
た
る
株
主
が

株
式
譲
渡
人
の
滞
納
株
金
払
込
以
前
又
は
失
権
株
式
の
競
売

前
に
滞
納
株
金
及
び
其
の
費
用
の
全
部
を
支
払
い
た
る
場
合

は
失
権
を
取
消
す
こ
と
を
得
。
但
し
第
三
者
の
権
利
を
害
せ

ざ
る
と
き
に
限
る
。
此
の
場
合
会
社
は
遅
滞
な
く
前
条
と
同

一
の
方
法
に
依
り
失
権
取
消
し
の
広
告
を
な
す
こ
と
を
要
す

る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
二
十
一
、
株
主
総
会
は
定
款
に
別
段
の
定
め
な
き
場
合
は
本
店
所

在
地
に
於
て
開
会
す
べ
き
の
も
と
為
す
こ
と

第
一
一
十
一
一
、
株
主
の
提
起
す
る
株
主
総
会
決
議
無
効
宣
一
一
一
一
口
及
び
設
立

無
効
宣
言
訴
訟
及
株
主
総
会
決
議
の
実
質
的
無
効
の
確
認
訴

訟
に
関
し
、
原
告
た
る
資
格
を
（
二
資
本
の
百
分
の
一
以

第
三
、
民
法
第
四
十
一
一
一
条
は
之
を
会
社
に
は
適
用
せ
ざ
る
こ
と

第
四
、
会
社
の
定
款
は
凡
て
公
正
証
書
を
以
っ
て
作
成
す
る
こ
と

第
五
、
会
社
の
成
立
の
時
機
を
「
設
立
登
記
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
」
と

改
正
明
定
す
る
こ
と

第
六
、
会
社
を
代
表
す
べ
き
理
事
者
と
単
に
内
部
的
に
業
務
を
執
行

す
る
に
過
ぎ
ざ
る
理
事
者
と
を
名
称
に
於
て
区
別
す
る
こ
と

第
七
、
債
権
者
を
害
す
る
目
的
を
以
っ
て
設
立
し
た
る
会
社
は
債
権

者
よ
り
訴
を
以
っ
て
簡
易
に
其
取
梢
を
請
求
す
る
こ
と
を
得

る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
八
、
清
算
財
産
目
録
に
は
時
価
に
依
る
処
分
価
額
を
付
す
べ
き
旨

の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
九
、
無
限
責
任
社
員
は
会
社
と
連
帯
し
て
責
任
あ
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
但
し
社
員
が
会
社
に
資
力
あ
り
て
且
執
行
の
容
易
な

る
こ
と
を
証
明
し
た
る
と
き
は
先
ず
会
社
財
産
に
付
き
執
行

を
為
す
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
十
、
有
限
責
任
社
員
に
付
て
も
其
出
資
額
の
限
度
に
於
て
前
「
第

九
」
項
と
同
趣
意
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
十
一
、
発
起
人
は
会
社
の
事
業
に
付
、
目
論
見
書
を
作
成
し
て
之

を
公
告
し
之
に
対
し
其
責
に
任
ぜ
し
む
る
こ
と

第
十
二
、
株
式
会
社
募
集
成
立
に
際
し
株
式
申
込
証
其
の
他
株
式
の

ｋ
に
刊
た
る
株
主
た
ら
ざ
る
こ
と
（
二
）
炊
珈
後
一
年
以
上

を
総
過
し
た
る
会
社
に
な
り
て
は
一
年
以
上
株
主
た
ら
ざ
る

こ
と
の
範
囲
内
に
於
て
定
款
の
規
定
を
以
っ
て
制
限
し
得
る

こ
と
。
又
債
権
者
の
提
起
す
る
株
主
総
会
決
議
無
効
確
認
及

び
設
立
無
効
確
認
訴
訟
に
付
き
、
会
社
が
担
当
の
担
保
を
供

し
た
る
と
き
は
訴
を
却
下
す
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
一
一
十
三
、
株
主
総
会
決
議
の
実
質
的
無
効
は
其
無
効
原
因
が
重
大

な
る
と
き
又
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
場
合
を
除
き
決
議
後
一

年
を
経
過
す
る
と
き
は
最
早
之
を
主
張
し
得
ざ
る
こ
と
と
し

且
つ
右
無
効
確
認
訴
訟
の
判
決
の
効
力
に
付
き
大
体
に
於
て

無
効
宣
言
訴
訟
の
場
合
に
準
じ
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
二
十
四
、
取
締
役
及
監
査
役
は
株
主
に
限
る
と
の
資
格
制
限
を
撤

廃
す
る
一
」
と

第
二
十
五
、
取
締
役
及
監
査
役
の
任
期
及
員
数
に
関
す
る
規
定
を
削

除
す
る
こ
と

第
二
十
六
、
監
査
役
の
業
務
執
行
を
厳
格
な
ら
し
む
る
為
め
銀
行
法

定
の
監
査
役
の
責
任
と
同
等
以
上
の
責
任
を
負
わ
し
む
こ
と

第
二
十
七
、
取
締
役
監
査
役
が
受
く
べ
き
報
酬
の
額
は
定
款
に
別
段

の
定
め
な
き
場
合
は
創
立
総
会
又
は
株
主
総
会
の
決
議
を
以
っ

て
之
を
定
む
る
旨
改
む
る
こ
と

募
集
に
関
す
る
文
書
に
其
氏
名
を
表
示
す
る
事
を
承
諾
し
た

る
者
は
発
起
人
に
準
じ
て
其
責
に
任
ぜ
し
む
る
こ
と

第
十
三
、
株
式
の
金
額
は
一
一
十
円
以
上
と
し
株
式
額
中
未
払
込
を
存

す
べ
き
と
き
は
五
十
円
を
下
る
を
得
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
十
四
、
株
式
申
込
証
の
要
件
と
し
て
株
金
払
込
取
扱
銀
行
を
記
載

せ
し
め
設
立
及
び
資
本
増
加
の
登
記
に
は
其
株
金
取
扱
銀
行

の
払
込
証
明
書
を
登
記
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
も
の
と
し
、

且
つ
株
金
の
払
込
を
取
扱
い
た
る
銀
行
は
、
其
証
明
し
た
る

払
込
金
を
現
実
に
会
社
に
引
渡
す
責
に
任
ず
べ
き
趣
旨
に
商

法
及
び
非
訟
事
件
手
続
法
を
改
正
す
る
こ
と

第
十
五
、
株
式
会
社
の
設
立
に
関
し
設
立
登
記
申
請
を
受
け
た
る
裁

判
所
は
職
権
を
以
っ
て
百
三
十
四
条
第
一
項
所
定
事
項
調
査

の
為
め
検
査
役
を
任
命
す
べ
し
。
裁
判
者
は
検
査
役
の
調
査

に
基
づ
き
百
三
十
五
条
の
規
定
に
準
拠
し
て
相
当
の
処
分
を

為
す
こ
と
を
得
る
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
十
六
、
本
店
所
在
地
に
於
て
会
社
が
設
立
登
記
を
為
し
た
る
後
は

株
式
引
受
人
は
要
素
の
錯
誤
の
場
合
を
除
き
株
式
申
込
証
の

要
件
欠
訣
を
理
由
と
し
て
引
受
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
を

得
ざ
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
十
七
、
株
主
が
無
能
力
者
な
る
場
合
と
錐
も
会
社
に
知
れ
ざ
る
場

7５（７５） (74） 7４ 
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（
マ
マ
）

第
一
一
十
八
、
株
式
〈
云
社
の
借
賃
対
照
表
上
に
掲
載
す
る
財
産
評
価
の

標
準
に
関
し
第
二
十
六
条
の
一
般
規
定
の
外
更
に
左
の
趣
旨

の
規
定
を
設
く
る
こ
と

（
Ａ
）
取
引
所
又
は
市
場
相
場
あ
る
有
価
証
券
又
は
商
品
は

取
引
所
又
は
市
場
相
場
と
買
入
又
は
製
作
価
格
と
の
内
低

き
も
の
以
上
に
評
価
す
る
を
得
ず

（
Ｂ
）
前
項
以
外
の
財
産
は
買
入
又
は
製
作
価
格
以
上
に
評

価
す
る
を
得
ず

（
Ｃ
）
設
備
其
他
企
業
経
営
に
供
せ
ら
る
る
も
の
は
相
当
な

る
標
準
に
よ
る
一
定
率
の
使
用
減
価
を
見
積
る
以
上
時
価

に
拘
ら
ず
買
入
又
は
製
作
価
格
に
よ
る
こ
と
を
得

（
Ｄ
）
尚
、
企
業
全
般
の
上
に
存
す
る
無
形
価
値
の
評
価
に

関
し
具
体
的
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
一
一
十
九
、
第
二
百
九
条
の
定
足
数
を
欠
け
る
総
会
決
議
も
第
百
六

十
三
条
の
訴
に
依
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
無
効
と
な
さ
ざ
る
規
定

を
設
く
る
こ
と

第
三
十
、
資
本
増
加
に
付
、
株
金
全
額
払
込
の
制
限
撤
廃
の
こ
と

第
三
十
一
、
資
本
を
増
加
し
新
に
着
手
す
る
事
業
の
性
質
に
依
り
第

二
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
従
い
本
店
の
所
在
地
に
於
て

登
記
を
為
し
た
る
後
二
年
以
上
其
新
事
業
の
開
業
を
為
す
能

銃
点
を
付
し
、
促
濡
、
濁
濡
を
表
記
し
た
“

り
。
此
の
場
合
に
商
法
第
百
五
十
一
条
第
一
煩
の
規
定
の
存

す
ろ
は
仏
だ
不
合
川
な
る
に
依
り
、
此
の
規
定
を
適
当
に
綴

資
料
５

和
せ
ら
れ
度
し

＊
 

○
商
法
改
正
に
関
す
る
東
京
商
工
会
議
所
の
意
見
（
抄
）

一
、
株
式
会
社
創
立
に
際
し
発
起
人
と
な
り
た
る
者
会
社
設
立
登
記

（
昭
和
四
年
十
一
一
月
二
十
六
日
提
出
）

後
に
於
て
株
式
の
未
払
込
の
あ
り
た
る
こ
と
発
見
せ
ら
れ
た
る

場
合
に
発
起
人
た
る
の
故
を
以
っ
て
其
の
未
払
込
の
金
額
を
負

一
、
会
社
の
種
類
に
付
き
新
に
小
規
模
の
事
業
を
目
的
と
す
る
か
又

担
し
居
る
も
既
に
会
社
設
立
登
記
後
な
る
以
上
其
の
責
任
期
間

は
比
較
的
少
数
の
社
員
よ
り
成
る
有
限
責
任
の
特
別
会
社
制
度

を
登
記
後
二
ヶ
年
に
限
ら
れ
度
し

（
独
仏
諸
国
に
所
謂
「
有
限
責
任
会
社
』
を
設
け
ら
れ
度
し

『
優
先
株
の
議
決
権
を
制
限
す
る
こ
と
を
得
る
規
定
を
設
け
ら
れ

『
会
社
の
合
併
に
関
す
る
規
定
中
殊
に
左
の
諸
点
に
付
き
補
充
若

度
し

く
は
改
正
せ
ら
れ
度
し

一
、
電
気
、
瓦
斯
等
の
諸
事
業
其
の
他
公
益
的
事
業
に
於
て
は
商
法

（
イ
）
合
併
の
成
立
時
期
を
合
併
登
記
の
日
と
す
る
こ
と

第
百
二
十
八
条
に
定
む
る
払
込
金
額
の
限
度
を
適
当
に
低
下
せ

（
巳
解
散
会
社
の
登
記
は
之
を
行
わ
ざ
る
こ
と
と
し
、
合
併

し
め
ら
れ
度
し

登
記
を
為
す
と
き
に
於
て
解
散
を
証
す
る
書
面
を
以
っ
て
足

一
、
商
法
第
二
百
十
条
の
増
資
に
関
す
る
制
限
を
適
当
の
条
件
の
下

る
も
の
と
す
る
こ
と

に
緩
和
せ
ら
れ
度
し

（
ハ
）
会
社
合
併
の
場
合
に
於
け
る
併
合
不
適
の
様
式
を
失
権
一
、
総
会
決
議
無
効
訴
訟
を
提
起
し
得
べ
き
株
主
に
資
本
的
制
限
を

手
続
に
依
る
失
権
に
附
せ
ず
し
て
適
宜
の
方
法
に
依
っ
て
処

加
う
る
こ
と
を
得
る
様
規
定
を
改
正
せ
ら
れ
度
し

分
し
得
る
様
規
定
を
改
正
せ
ら
れ
度
し

一
、
担
保
付
社
債
権
者
集
会
の
特
別
決
議
方
法
を
緩
和
せ
ら
れ
度
し

（
二
）
会
社
合
併
の
際
其
の
結
果
と
し
て
合
併
に
依
り
て
存
続
一
、
電
気
事
業
法
第
十
六
条
の
二
に
定
む
る
払
込
資
本
金
超
過
社
債

す
る
会
社
が
自
己
の
株
式
を
所
有
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
あ

の
担
保
付
た
る
こ
と
を
要
す
る
条
件
を
撤
廃
せ
ら
れ
度
し

わ
ざ
る
も
の
と
認
む
る
と
き
は
第
九
十
六
条
に
準
じ
新
株
に

対
し
利
息
の
配
当
を
為
し
得
べ
き
旨
の
規
定
並
に
此
利
息
配

当
を
受
く
べ
き
新
株
主
の
利
益
を
保
護
す
る
為
め
第
二
百
十

一
一
条
の
優
先
株
主
に
準
じ
た
る
新
株
主
総
会
に
関
す
る
規
定

を
設
く
る
こ
と

第
一
一
一
十
二
、
合
併
に
因
り
存
続
又
は
新
設
す
る
会
社
が
株
式
会
社
な

る
場
合
に
は
其
報
告
総
会
又
は
設
立
創
会
に
於
け
る
引
継
財

産
の
評
価
と
之
に
対
し
発
行
す
る
株
式
と
の
調
査
報
告
に
関

し
現
物
出
資
に
準
ず
る
厳
重
な
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
三
十
一
一
一
、
従
来
の
社
債
の
償
還
又
は
其
借
替
の
為
め
其
償
還
又
は

借
替
う
べ
き
金
額
の
社
債
を
募
集
す
る
場
合
に
は
其
目
的
を

明
示
せ
し
め
且
つ
其
社
債
の
払
込
金
は
其
目
的
以
外
に
流
用

す
る
こ
と
を
禁
じ
此
違
反
に
対
し
て
は
第
二
百
六
十
一
条
の

如
き
厳
重
な
る
制
裁
を
課
す
る
も
の
と
し
た
る
上
第
二
百
条

の
制
限
を
適
用
せ
ざ
る
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
三
十
四
、
株
式
合
資
会
社
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と

第
三
十
五
、
会
社
編
の
罰
則
規
定
を
相
当
過
重
す
る
こ
と

＊
東
京
弁
護
士
会
会
報
八
巻
二
号
（
昭
和
五
年
）
五

二
頁
以
下
を
底
本
と
す
る
。
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が

・
な
と
し
、
旧
漢
字
を
新
漢
字
と
し
た
。
適
宜
、
句

､ 
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「
出
資
の
抓
餓
」
を
「
出
資
」
に
改
め
且
第
Ⅲ
卜
一
条
第
一
項
規

進
の
盗
犯
蛎
項
小
に
川
朧
を
Ⅱ
的
と
す
る
川
盗
の
伽
枯
以
外
に
此

雌
行
を
為
し
た
る
部
分
の
価
格
を
加
ふ
る
こ
と

第
二
十
八
本
店
及
び
支
店
の
所
在
地
に
於
て
登
記
す
べ
き
事
項
に

付
て
は
支
店
の
所
在
地
に
於
て
登
記
を
為
す
べ
き
期
間
を
三
週
間

と
す
る
こ
と

第
二
節
会
社
の
内
部
の
関
係

第
二
十
九
已
む
こ
と
を
得
ざ
る
事
由
あ
る
と
き
は
会
社
は
総
社
員

の
過
半
数
の
決
議
を
以
て
或
社
員
の
業
務
執
行
権
の
剥
奪
を
裁
判

所
に
請
求
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
三
十
第
五
十
九
条
の
規
定
を
改
め
社
員
が
他
の
社
員
の
承
諾
を

得
ず
し
て
其
持
分
の
全
部
又
は
一
部
を
他
人
に
譲
渡
し
た
る
と
き

は
其
譲
渡
は
之
を
以
て
会
社
其
他
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
を

得
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
一
一
一
十
一
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
を
改
め
社
員
は
他
の
社
員
の

承
諾
あ
る
に
非
ざ
れ
ば
会
社
と
同
種
の
営
業
を
目
的
と
す
る
会
社

の
取
締
役
た
る
こ
と
を
も
得
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
三
十
一
一
社
員
は
他
の
社
員
の
過
半
数
の
決
議
あ
る
と
き
に
限
り

自
己
又
は
第
三
者
の
為
め
に
会
社
と
取
引
を
為
す
こ
と
を
得
べ
き

旨
及
び
此
場
合
に
於
て
は
民
法
第
百
八
条
の
規
定
を
適
用
せ
ざ
る

第
二
十
一
一
一
外
国
法
上
の
有
限
責
任
会
社
又
は
英
国
法
上
の
私
会
社

に
該
当
す
る
特
別
の
会
社
を
認
め
之
に
付
き
特
別
法
を
以
て
規
定

を
設
く
る
こ
と

資
料
６

＊
 

○
法
制
審
議
会
商
法
改
正
要
綱
（
抄
）

一
、
旧
債
償
還
の
為
に
す
る
社
債
の
発
行
に
際
し
て
は
償
還
せ
ら
る

べ
き
旧
債
務
の
額
は
会
社
の
債
務
中
に
之
を
算
入
せ
ざ
る
こ
と

に
規
定
を
改
正
せ
ら
れ
度
し

一
、
同
一
信
託
証
書
に
依
り
同
時
又
は
順
次
に
発
行
す
る
数
個
の
社

債
を
同
順
位
に
置
く
こ
と
を
得
る
様
民
法
第
三
百
七
十
一
一
一
条
に

対
す
る
例
外
規
定
を
担
保
付
社
債
信
託
法
中
に
設
け
ら
れ
度
し

＊
商
工
月
報
六
巻
一
号
（
昭
和
五
年
）
一
二
八
頁
以

下
を
底
本
と
す
る
。
旧
漢
字
を
新
漢
字
と
し
、
日

か
な
使
い
を
新
か
な
使
い
に
変
更
し
た
。

第
二
編
会
社

第 第

第
三
十
五
社
員
が
会
社
債
権
者
の
請
求
を
受
け
た
る
場
合
に
於
て

会
社
に
相
殺
権
、
取
消
権
、
解
除
権
等
あ
る
と
き
は
社
員
は
給
付

拒
絶
の
抗
弁
権
を
有
す
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
三
十
六
第
六
十
五
条
の
規
定
を
改
め
自
己
を
社
員
な
り
と
信
ぜ

し
む
べ
き
行
為
あ
り
た
る
者
は
自
己
を
社
員
と
誤
認
し
て
会
社
と

取
引
を
為
し
た
る
者
に
対
し
て
社
員
と
同
一
の
責
任
を
負
ふ
旨
を

明
か
に
す
る
こ
と

第
三
十
七
第
六
十
六
条
但
書
の
規
定
を
改
め
本
店
の
所
在
地
に
於

第
一
一
一
十
三
己
む
こ
と
を
得
ざ
る
小
由
あ
る
と
き
は
会
社
は
総
社
皿

の
過
半
数
の
決
議
を
以
て
或
社
員
の
会
社
代
表
権
の
剥
奪
を
裁
判

所
に
請
求
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第 第 第三
十
四
第
六
十
一
一
一
条
の
規
定
を
改
め
会
社
債
権
者
が
会
社
財
産

に
対
す
る
強
制
執
行
に
因
り
て
弁
済
を
得
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
場

合
に
於
て
も
亦
各
社
員
は
会
社
債
権
者
に
対
し
連
帯
し
て
会
社
債

務
の
弁
済
の
責
に
任
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
但
社
員
が
会
社
に
弁

済
の
資
力
あ
り
て
且
執
行
の
容
易
な
る
こ
と
を
証
明
し
た
る
場
合

に
は
先
づ
会
社
財
産
よ
り
弁
済
を
受
く
る
を
要
す
る
も
の
と
す
る

こ
と

第
一
節
設
立

二
十
七
第
ｈ
十
条
第
五
号
及
び
第
五
十
一
条
第
一
項
第
五
号
中

二
十
四
株
式
会
社
又
は
株
式
「
合
資
会
社
を
当
事
者
の
一
方
と
す

る
合
併
に
於
て
は
合
併
後
存
続
す
る
会
社
又
は
合
併
に
因
り
て
設

立
す
る
会
社
は
株
式
会
社
又
は
株
式
合
資
会
社
た
る
こ
と
を
要
す

る
も
の
と
す
る
こ
と

二
十
五
第
四
十
五
条
の
規
定
を
改
め
会
社
の
設
立
は
本
店
の
所

在
地
に
於
て
登
記
を
為
す
に
因
り
て
其
効
力
を
生
ず
る
も
の
と
す

る
こ
と

二
十
六
第
四
十
六
条
乃
至
第
四
十
八
条
の
規
定
を
削
除
し
会
社

が
正
当
の
理
由
な
く
し
て
成
立
後
一
定
期
間
内
に
開
業
を
為
さ
ず

又
は
一
定
期
間
以
上
其
営
業
を
休
止
し
た
る
と
き
及
び
会
社
又
は

会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
若
く
は
監
査
役
が
法
令

又
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
を
為
し
た
る
場
合
に
於
て
裁
判
所

が
相
当
と
認
め
た
る
と
き
は
会
社
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
を
得
る

旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

胃
の
規
定
を
没
く
る
こ
と

第
三
節
会
社
の
外
部
の
関
係

第
二
章
合
名
会
社

第
一
章
総

則

(７９） 7９ (７８） 7８ 
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為
し
た
る
行
為
の
効
力
に
膨
撫
を
及
ば
さ
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

合
併
後
の
行
為
に
因
り
て
生
じ
た
る
伏
務
は
従
前
の
会
社
の
連
帯

と
し
之
に
因
り
て
生
じ
た
る
権
利
義
務
は
協
議
を
以
て
其
帰
属
を

定
む
る
こ
と

前
項
の
協
議
成
ら
ざ
る
と
き
は
裁
判
所
は
合
併
当
時
の
各
会
社
の

財
産
額
に
応
じ
其
帰
属
を
定
む
る
こ
と

第
四
十
八
第
八
十
一
一
一
条
の
二
第
一
一
項
の
規
定
を
削
除
し
有
限
責
任

社
員
に
変
更
し
た
る
社
員
は
退
社
員
に
準
じ
て
従
前
の
債
務
に
付

き
無
限
責
任
を
負
ふ
も
の
と
す
る
こ
と

第
四
十
九
会
社
継
続
の
場
合
に
於
て
従
来
の
社
員
中
の
或
者
が
有

限
責
任
社
員
と
為
り
又
は
新
に
有
限
責
任
社
員
を
加
入
せ
し
め
て

合
資
会
社
に
変
更
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
六
節
清
算

第
五
十
第
八
十
五
条
の
会
社
財
産
の
処
分
方
法
を
定
む
る
場
合
に

於
て
社
員
の
持
分
を
差
押
へ
た
る
者
あ
る
と
き
は
其
者
の
同
意
を

得
る
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

同
条
一
一
項
の
規
定
を
改
め
第
七
十
八
条
第
二
項
及
び
第
七
十
九
条

第
一
項
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
と
同
時
に
会
社
が
其
規
定

に
違
反
し
た
る
場
合
に
於
て
は
会
社
の
債
権
者
は
会
社
が
善
意
な

る
と
き
と
錐
も
民
法
第
四
百
二
十
四
条
以
下
の
規
定
に
依
り
会
社

て
出
資
減
少
の
登
記
を
為
し
た
る
後
二
年
間
に
異
議
を
述
べ
た
る

債
権
者
に
限
り
之
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
旨
を
明
か
に
す
る

こ
と

第
四
節
社
員
の
退
社

第
三
十
八
社
員
が
強
制
執
行
の
容
易
な
る
財
産
を
有
せ
ざ
る
場
合

に
於
て
社
員
の
債
権
者
が
其
持
分
の
差
押
を
為
し
た
る
と
き
は
会

社
に
対
し
六
か
月
前
に
予
告
を
為
し
営
業
年
度
の
終
に
於
て
其
社

員
を
退
社
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
一
一
一
十
九
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
を
改
め
退
社
員
の
責
任
は

退
社
の
登
記
後
二
年
内
に
請
求
又
は
請
求
の
予
告
を
為
さ
ざ
る
会

社
債
権
者
に
対
し
て
は
二
年
を
経
過
し
た
る
と
き
消
滅
す
る
も
の

と
す
る
こ
と

第
五
節
解
散

第
四
十
会
社
の
目
的
た
る
事
業
の
成
功
及
び
其
成
功
の
不
能
を
会

社
解
散
事
由
よ
り
除
く
こ
と

第
四
十
一
会
社
が
総
社
員
の
同
意
に
因
り
て
解
散
し
た
る
場
合
に

付
て
も
第
七
十
五
条
の
規
定
に
依
り
て
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
を

得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
四
十
二
会
社
が
社
員
の
一
人
と
為
り
た
る
こ
と
に
因
り
て
解
散

し
た
る
場
合
に
於
て
新
社
員
の
入
社
あ
る
と
き
は
会
社
を
継
続
す

＆ 

の
為
し
た
る
財
雌
の
処
分
を
取
洲
す
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と
す
る

こ
と

第
一
項
に
違
反
し
た
る
と
き
は
持
分
の
差
押
を
為
し
た
る
債
権
者

は
前
項
に
準
じ
取
消
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
五
十
一
裁
判
所
が
利
害
関
係
人
又
は
検
事
の
請
求
に
因
り
清
算

人
を
選
任
す
る
場
合
に
於
て
は
第
八
十
五
条
の
財
産
処
分
方
法
に

依
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
五
十
一
一
会
社
が
第
八
十
三
条
の
判
決
に
因
り
て
解
散
し
た
る
と

き
は
裁
判
所
は
利
害
関
係
人
の
請
求
に
因
り
清
算
人
を
選
任
す
る

も
の
と
す
る
こ
と

第
五
十
三
会
社
財
産
の
換
価
方
法
と
し
て
営
業
の
全
部
又
は
一
部

の
譲
渡
を
為
す
に
は
社
員
の
過
半
数
の
決
議
を
要
す
る
も
の
と
す

る
こ
と

第
五
十
四
破
産
法
第
十
八
条
乃
至
第
一
一
十
三
条
の
規
定
を
参
酌
し

て
第
九
十
一
条
の
こ
の
規
定
を
補
完
す
る
こ
と

第
五
十
五
清
算
人
に
関
し
民
法
第
四
十
四
条
第
一
項
、
商
法
第
百

六
十
四
条
第
二
項
、
第
百
七
十
七
条
及
び
決
議
第
一
一
一
十
一
一
と
同
趣

旨
の
規
定
を
殻
く
る
こ
と

第
五
十
六
第
九
十
五
条
の
規
定
に
例
外
を
設
け
争
あ
る
債
権
の
弁

済
に
必
要
な
る
財
産
を
供
託
し
て
残
余
財
産
の
分
配
を
為
す
こ
と

る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
四
十
三
解
散
後
の
会
社
と
錐
も
他
の
会
社
を
存
続
会
社
と
す
る

合
併
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
四
十
四
第
七
十
九
条
第
一
一
項
、
第
三
項
及
び
第
八
十
条
の
規
定

に
代
へ
合
併
に
対
し
て
異
議
を
述
べ
た
る
債
権
者
の
債
権
額
が
会

社
債
務
総
額
の
四
分
の
一
を
超
え
た
る
と
き
は
合
併
を
為
す
こ
と

を
得
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
四
十
五
合
併
後
存
続
す
る
会
社
又
は
合
併
に
因
り
て
設
立
す
る

会
社
が
株
式
会
社
又
は
株
式
合
資
会
社
な
る
と
き
は
合
名
会
社
に

付
て
も
大
体
に
於
て
株
式
会
社
の
合
併
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す

る
も
の
と
す
る
こ
と

第
四
十
六
合
併
後
存
続
す
る
会
社
又
は
合
併
に
因
り
て
設
立
す
る

会
社
が
株
式
会
社
又
は
株
式
合
資
会
社
な
る
と
き
は
其
合
併
に
付

て
は
第
百
二
十
四
条
の
規
定
に
準
じ
て
検
査
を
為
す
こ
と
を
要
す

る
も
の
と
す
る
こ
と

第
四
十
七
合
併
の
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
を
得
べ
き
事
由
を
限
定

し
且
其
主
張
は
社
員
、
清
算
人
又
は
会
社
債
権
者
が
第
九
十
九
条

の
二
以
下
の
設
立
無
効
の
訴
に
準
ず
る
訴
を
６
か
月
内
に
提
起
す

る
に
依
り
て
の
み
之
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

合
併
を
無
効
と
す
る
判
決
は
存
続
会
社
又
は
新
設
会
社
が
合
併
後

(８１） 8１ (８０） 8０ 
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蛸
六
’
七
各
有
限
此
任
社
口
は
其
出
資
の
Ⅲ
格
を
限
度
と
し
他
の

社
員
と
連
帯
し
て
会
社
債
務
を
弁
済
す
る
責
に
任
ず
べ
き
旨
及
び

会
社
に
対
し
て
履
行
を
終
は
り
た
る
出
資
の
価
格
又
は
会
社
債
権

者
に
対
し
て
弁
済
を
為
し
た
る
金
額
に
付
て
は
其
責
を
免
る
べ
き

旨
を
定
む
る
こ
と

第
六
十
八
第
百
十
六
条
の
規
定
に
対
し
決
議
第
三
十
六
と
同
趣
旨

の
改
正
を
加
へ
且
別
に
有
限
責
任
社
員
に
其
出
資
の
金
額
又
は
価

格
を
誤
信
せ
し
む
べ
き
行
為
あ
り
た
る
と
き
は
其
社
員
は
之
を
誤

信
し
て
会
社
と
取
引
を
為
し
た
る
者
に
対
し
て
其
誤
信
せ
し
め
た

る
金
額
又
は
価
格
に
付
き
社
員
た
る
責
任
を
負
ふ
旨
の
規
定
を
設

く
る
こ
と

第
六
十
九
有
限
一
員
任
社
員
が
無
限
責
任
社
員
に
変
更
し
た
る
場
合

に
は
第
六
十
四
条
、
無
限
責
任
社
員
が
有
限
責
任
社
員
に
変
更
し

た
る
場
合
に
は
第
七
十
一
一
一
条
の
規
定
の
準
用
あ
る
旨
を
定
む
る
こ

と

第
七
十
第
百
十
七
条
第
一
項
に
追
加
し
て
相
続
人
数
人
あ
る
場
合

に
付
き
第
百
四
十
六
条
と
同
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
七
十
一
無
限
責
任
社
員
又
は
有
限
責
任
社
員
の
全
員
の
退
社
に

因
り
会
社
が
解
散
し
た
る
場
合
に
於
て
は
新
に
無
限
責
任
社
員
又

は
有
限
責
任
社
員
を
加
入
せ
し
め
て
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
を
得

を
得
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

第
五
十
七
第
九
十
九
条
の
規
定
を
改
め
清
算
人
は
第
九
十
八
条
の

規
定
に
依
り
計
算
の
承
認
あ
り
た
る
と
き
は
二
週
間
内
に
清
算
結

了
の
登
記
を
為
す
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
五
十
八
第
九
十
九
条
の
こ
の
規
定
を
改
め
会
社
の
設
立
無
効
は

社
員
に
限
り
設
立
無
効
の
訴
を
以
て
の
み
之
を
主
張
す
る
こ
と
を

得
る
旨
を
明
か
に
す
る
こ
と

第
五
十
九
会
社
設
立
無
効
の
訴
は
会
社
成
立
の
日
よ
り
六
か
月
内

に
之
を
提
起
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
第
百
六
十
一
一
一
条
の
一
一

第
一
一
項
、
第
百
六
十
一
一
一
条
の
一
一
一
及
び
決
議
第
百
六
十
二
第
一
一
項
と

同
趣
旨
の
規
定
を
加
ふ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
六
十
第
九
十
九
条
の
六
第
二
項
の
規
定
を
改
め
設
立
を
無
効
と

す
る
判
決
は
会
社
、
社
員
及
び
第
三
者
の
間
に
生
じ
た
る
権
利
義

務
に
影
響
を
及
ぼ
さ
ざ
る
旨
を
明
か
に
す
る
こ
と

第
六
十
一
会
社
の
設
立
の
取
梢
は
訴
を
以
て
す
る
こ
と
を
要
す
る

も
の
と
し
裁
判
所
は
会
社
の
請
求
に
因
り
設
立
の
取
梢
に
代
へ
訴

え
を
提
起
し
た
る
社
員
を
社
貝
た
ら
ざ
り
し
も
の
と
看
倣
す
こ
と

を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
六
十
二
社
員
の
債
権
者
は
債
務
者
が
其
債
権
者
を
害
す
る
こ
と

を
知
り
て
会
社
を
設
立
し
た
る
場
合
に
於
て
会
社
及
び
其
社
員
に

《

ｆ 

る
も
の
と
す
る
こ
と

第
四
章
株
式
会
社

第
一
節
設
立

第
七
十
二
株
式
会
社
の
定
款
は
公
正
証
書
を
以
て
之
を
作
成
す
べ

き
も
の
と
す
る
こ
と

第
七
十
三
第
百
一
一
十
条
規
定
の
事
項
よ
り
取
締
役
が
有
す
べ
き
株

式
の
数
を
削
除
す
る
こ
と

第
七
十
四
会
社
の
公
告
は
官
報
又
は
時
事
に
関
す
る
事
項
を
掲
載

す
る
日
刊
新
聞
紙
に
之
を
掲
載
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る

こ
と

第
七
十
五
第
百
二
十
一
条
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と

第
七
十
六
第
百
一
一
十
二
条
第
四
号
中
「
其
財
産
の
種
類
」
を
「
其

目
的
た
る
財
産
」
に
改
む
る
こ
と

第
七
十
七
第
百
二
十
一
一
条
規
定
の
事
項
中
に
会
社
の
成
立
後
に
取

得
す
る
こ
と
を
約
し
た
る
財
産
、
其
価
格
及
び
之
を
譲
渡
す
べ
き

者
の
氏
名
を
加
ふ
る
こ
と

第
七
十
八
現
物
出
資
者
は
発
起
人
と
同
一
の
責
任
を
負
ふ
べ
き
旨

の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
七
十
九
会
社
の
成
立
後
二
年
内
に
継
続
し
て
会
社
経
営
の
用
に

第
六
十
五
第
百
十
一
一
条
の
規
定
を
改
め
有
限
責
任
社
員
が
無
限
責

任
社
員
全
員
の
承
諾
を
得
ず
し
て
其
持
分
の
全
部
又
は
一
部
を
他

人
に
譲
渡
し
た
る
と
き
は
其
譲
渡
は
之
を
以
て
会
社
其
他
の
第
三

者
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
し
且
持
分
の
譲
渡
に
伴
ひ

て
生
ず
る
定
款
の
変
更
は
無
限
責
任
社
員
全
員
の
同
意
を
以
て
之

を
為
す
こ
と
を
得
る
旨
を
明
か
に
す
る
一
」
と

第
六
十
六
第
百
十
一
一
一
条
の
規
定
を
改
め
有
限
責
任
社
員
に
は
第
六

十
条
の
規
定
の
適
用
な
き
旨
を
定
む
る
こ
と

・
対
し
訴
を
以
て
設
立
の
取
梢
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
し

且
裁
判
所
は
会
社
の
請
求
に
因
り
設
立
の
取
梢
に
代
へ
て
其
社
員

を
除
名
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
六
十
三
第
百
一
条
中
「
其
営
業
に
関
す
る
信
書
及
び
清
算
に
関

す
る
一
切
の
書
類
」
を
「
其
営
業
及
び
清
算
に
関
す
る
重
要
書
類
」

に
改
む
る
こ
と

第
六
十
四
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
を
改
め
社
員
の
責
任
は
解
散

の
登
記
後
五
年
内
に
請
求
又
は
請
求
の
予
告
を
為
さ
ざ
る
会
社
債

権
者
に
対
し
て
は
五
年
を
経
過
し
た
る
と
き
消
滅
す
る
も
の
と
す

る
こ
と第
三
章
合
資
会
社

8３（８３） (８２） 8２ 
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す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

弟
八
十
八
第
百
三
十
五
条
に
定
め
た
る
変
更
の
決
議
に
付
て
は
発

起
人
の
全
員
其
議
決
権
を
行
ふ
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

決
議
第
百
一
一
十
三
は
前
項
の
場
合
に
之
を
準
用
す
る
こ
と

第
八
十
九
第
百
三
十
八
条
の
定
款
の
変
更
又
は
設
立
の
廃
止
の
決

議
に
付
て
は
第
百
五
十
六
条
第
二
項
の
規
定
は
準
用
な
き
も
の
と

す
る
こ
と

第
九
十
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の
登
記
事
項
中
に
株
式
譲
渡
の
制

限
に
関
す
る
事
項
及
び
株
主
に
配
当
す
べ
き
利
益
を
以
て
す
る
株

式
消
却
に
関
す
る
事
項
を
加
ふ
る
こ
と

第
九
十
一
株
式
引
受
の
無
効
は
株
式
引
受
人
が
創
立
総
会
に
出
席

し
其
権
利
を
行
使
し
た
る
と
き
又
は
会
社
成
立
後
に
於
て
株
主
と

し
て
の
権
利
を
行
使
し
若
く
は
義
務
を
履
行
し
た
る
と
き
は
之
を

主
張
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
九
十
二
他
人
又
は
存
在
せ
ざ
る
者
の
名
義
を
用
ゐ
て
株
式
を
引

受
け
又
は
譲
受
け
た
る
者
は
株
主
た
る
責
任
を
負
ふ
も
の
と
す
る

こ
と

第
九
十
一
一
一
〈
云
社
の
設
立
に
関
し
発
起
人
、
取
締
役
又
は
監
査
役
が

会
社
に
対
し
て
負
担
す
る
損
害
賠
償
の
責
任
は
会
社
成
立
の
日
よ

り
三
年
以
後
に
於
て
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
以
て
す
る
に
非
ざ

供
す
べ
き
財
産
に
し
て
会
社
成
立
前
よ
り
存
在
し
且
払
込
金
額
の

五
分
の
一
以
上
の
価
格
あ
る
も
の
を
有
償
に
取
得
す
べ
き
旨
の
契

約
を
為
す
に
は
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ

と

第
八
十
第
百
一
一
十
一
二
条
中
会
社
が
株
式
総
数
の
引
受
に
因
り
て
成

立
す
べ
き
旨
の
規
定
及
び
第
百
三
十
九
条
の
規
定
を
削
除
す
る
こ

と

第
八
十
一
第
百
一
一
十
六
条
第
一
一
項
規
｛
正
中
に
株
式
譲
渡
の
制
限
に

関
す
る
事
項
、
株
券
裏
書
の
禁
止
に
関
す
る
事
項
及
び
議
決
権
の

制
限
に
関
す
る
事
項
を
加
へ
且
同
事
項
第
五
号
中
「
会
社
が
成
立

せ
ざ
る
と
き
」
を
「
創
立
総
会
が
終
結
せ
ざ
る
と
き
」
に
改
む
る

こ
と

第
八
十
二
株
式
申
込
証
の
要
件
と
し
て
株
金
の
払
込
を
取
扱
ふ
銀

行
又
は
信
託
会
社
を
記
載
せ
し
め
且
設
立
の
登
記
の
申
請
に
当
た

り
申
請
書
に
右
銀
行
又
は
信
託
会
社
の
払
込
金
保
管
に
関
す
る
証

明
書
を
添
付
せ
し
む
べ
き
も
の
と
し
其
銀
行
又
は
信
託
会
社
は
其

証
明
し
た
る
払
込
金
額
に
付
て
は
払
込
な
か
り
し
こ
と
又
は
払
戻

に
関
す
る
制
限
を
以
て
会
社
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と

す
る
こ
と

第
八
十
三
発
起
人
に
非
ず
し
て
株
式
申
込
証
又
は
目
論
見
書
、
株

0 

れ
ば
之
を
免
除
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
旨
の
設
定
を
披
く
る
こ
と

第
九
十
四
発
起
人
に
対
す
る
訴
の
提
起
に
付
き
第
百
八
十
七
条
に

準
ず
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
二
節
株
式

第
九
十
五
第
百
四
十
八
条
第
一
項
規
定
の
事
項
中
に
株
式
譲
渡
の

制
限
及
び
株
券
裏
書
の
禁
止
に
関
す
る
事
項
を
加
ふ
る
こ
と

株
券
発
行
後
前
項
追
加
の
事
項
を
定
め
た
る
場
合
に
於
て
は
株
券

の
引
換
を
為
す
に
付
き
第
一
一
百
一
一
十
条
の
一
一
乃
至
第
一
一
百
二
十
条

の
五
に
準
ず
る
規
定
に
依
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
九
十
六
第
百
四
十
九
条
但
書
及
び
第
一
一
百
十
七
条
第
三
項
の
規

定
を
改
め
権
利
株
の
譲
渡
又
は
其
予
約
は
之
を
以
て
会
社
に
対
抗

す
る
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
し
且
発
起
人
、
取
締
役
及
び
監
査
役

は
権
利
株
の
譲
渡
又
は
其
予
約
を
為
す
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
す

る
こ
と

第
九
十
七
記
名
株
式
は
｛
疋
款
に
別
段
の
定
な
き
限
り
株
券
の
裏
書

に
依
り
て
譲
渡
す
る
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と
し
大
体
に
於
て
第
四

百
五
十
七
条
、
第
四
百
六
十
一
条
及
び
第
四
百
六
十
四
条
に
準
ず

る
規
定
を
之
に
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
九
十
八
第
百
五
十
条
第
二
項
と
し
て
記
名
株
式
の
株
券
裏
書
に

依
る
譲
渡
は
取
得
者
の
氏
名
、
住
所
を
株
主
名
簿
に
記
載
す
る
に

式
募
集
の
広
告
其
他
株
式
募
集
に
関
す
る
文
書
に
其
氏
名
及
び
会

社
の
設
立
を
賛
助
す
る
趣
旨
の
記
載
を
為
す
こ
と
を
承
諾
し
た
る

者
は
発
起
人
と
同
一
の
責
任
を
負
ふ
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ

と

第
八
十
四
株
式
の
申
込
は
表
意
者
が
其
真
意
に
非
ざ
る
こ
と
を
知

り
て
之
を
為
し
た
る
為
め
其
効
力
を
妨
げ
ら
る
る
こ
と
な
き
旨
の

規
定
を
設
く
る
こ
と

第
八
十
五
現
物
出
資
者
は
株
金
の
第
一
回
払
込
を
為
す
べ
き
時
期

に
於
て
発
起
人
に
対
し
其
出
資
の
目
的
た
る
財
産
の
全
部
を
給
付

す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
但
登
記
又
は
登
録
を
要
す

る
財
産
に
付
て
は
其
手
続
は
会
社
成
立
後
に
之
を
為
す
こ
と
を
妨

げ
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
八
十
六
第
百
二
十
四
条
第
一
項
、
第
百
一
一
一
十
四
条
第
一
項
第
一
一
一

号
及
び
第
百
一
一
一
十
五
条
中
「
第
百
一
一
十
二
条
第
一
一
一
号
乃
至
第
五
号

に
掲
げ
た
る
事
項
」
に
会
社
の
成
立
後
に
取
得
す
る
こ
と
を
約
し

た
る
財
産
に
関
す
る
事
項
を
加
ふ
る
こ
と

第
八
十
七
定
款
に
第
百
二
十
一
一
条
第
一
一
一
号
乃
至
第
五
号
の
事
項
又

は
会
社
の
成
立
後
に
取
得
す
る
こ
と
を
約
し
た
る
財
産
に
関
す
る

事
項
の
記
載
あ
る
と
き
は
発
起
人
は
創
立
総
会
招
集
前
に
裁
判
所

に
検
査
役
の
選
任
を
請
求
し
其
調
査
報
告
書
を
創
立
総
会
に
提
出

』
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Ｈ
に
対
し
倣
避
の
航
求
を
為
す
こ
と
を
僻
べ
き
筒
を
定
む
る
こ
と

第
百
五
弟
百
五
十
三
条
の
失
権
株
式
に
関
し
左
の
趣
旨
の
規
定
を

設
く
る
こ
と

－
会
社
は
資
本
減
少
の
規
定
に
従
ひ
第
百
五
十
一
一
一
条
第
一
一
一
項

の
競
売
に
代
へ
て
失
権
株
式
を
消
却
す
る
こ
と
を
得
る
も
の

と
す
る
こ
と

二
前
項
の
場
合
に
於
て
は
従
前
の
株
主
又
は
各
譲
渡
人
は
一

定
の
価
額
を
提
供
し
て
株
式
を
買
受
く
べ
き
旨
を
申
出
づ
る

一
一
と
を
得
る
も
の
と
し
会
社
が
其
申
出
に
応
ぜ
ず
し
て
消
却

を
為
し
た
る
と
き
は
滞
納
金
額
よ
り
其
申
出
の
価
額
を
控
除

し
た
る
金
額
を
以
て
第
百
五
十
三
条
第
一
一
一
項
の
不
足
額
と
す

る
こ
と

一
一
一
第
百
五
十
一
一
一
条
第
一
一
一
項
の
競
売
を
為
し
た
る
場
ム
ロ
に
於
て

競
落
人
な
き
と
き
は
前
項
の
申
出
を
為
さ
し
め
ず
し
て
第
一

項
の
消
却
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
六
第
百
七
十
一
一
条
の
一
一
の
規
定
を
第
百
五
十
一
一
一
条
第
二
項
の

株
式
譲
渡
人
及
び
第
三
項
の
従
前
の
株
主
に
対
す
る
通
知
及
び
催

告
に
準
用
す
る
こ
と

第
百
七
第
百
五
十
四
条
の
規
定
を
改
め
第
百
五
十
三
条
に
定
め
た

る
譲
渡
人
の
責
任
は
譲
渡
を
株
主
名
簿
に
記
載
し
た
る
後
二
年
内

非
ざ
れ
ば
之
を
以
て
会
社
に
対
抗
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
旨
の
規
定

を
設
く
る
こ
と

第
九
十
九
裏
書
禁
止
の
も
の
を
除
き
其
他
の
株
券
に
は
第
四
百
四

十
一
条
の
規
定
の
準
用
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
但
株
主
名
簿
上
の

株
主
の
為
し
た
る
裏
書
が
真
正
な
ら
ざ
る
場
合
に
於
け
る
第
四
百

四
十
一
条
の
規
定
の
準
用
は
会
社
に
就
き
調
査
を
為
す
も
其
署
名

の
真
偽
を
判
別
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
と
き
に
限
る
も
の
と
す
る
こ

と

第
百
記
名
株
式
の
質
入
は
株
券
の
一
父
付
に
依
り
て
之
を
為
す
こ
と

を
得
る
も
の
と
す
る
と
同
時
に
質
権
の
設
定
を
株
主
名
簿
に
記
載

せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
此
後
の
場
合
に
於
て
は
質
権
者

は
会
社
よ
り
利
益
の
配
当
又
は
残
余
財
産
の
分
配
を
受
け
て
自
己

の
債
権
の
弁
済
に
充
当
す
る
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
一
第
百
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
の
例
外
と
し
て
左
の
場
合

に
限
り
会
社
は
一
時
自
己
の
株
式
又
は
其
上
の
質
権
を
取
得
す
る

こ
と
を
得
る
旨
を
規
定
す
る
こ
と

―
株
主
失
権
の
場
合

二
株
式
消
却
の
場
合

三
合
併
又
は
営
業
全
部
の
譲
受
の
場
合

四
強
制
執
行
、
訴
訟
上
の
和
解
其
他
会
社
の
権
利
実
行
の
為

２ 

、

、

■ 

に
第
百
五
十
二
条
第
一
、
の
規
定
に
依
る
払
込
の
催
告
を
発
し
た

る
株
金
額
に
関
す
る
も
の
に
限
る
べ
き
旨
を
定
む
る
こ
と

第
百
八
発
起
人
が
会
社
の
設
立
に
際
し
て
引
受
け
た
る
株
式
に
付

き
会
社
成
立
の
後
五
年
内
に
第
百
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
依

る
払
込
の
催
告
を
発
し
た
る
株
金
額
に
関
し
て
は
其
発
起
人
は
第

百
五
十
四
条
に
定
め
た
る
期
間
経
過
後
と
錐
も
第
百
五
十
三
条
に

定
め
た
る
責
任
を
負
ふ
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
九
第
百
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
を
改
め
無
記
名
株
は
定
款

を
以
て
之
を
認
め
た
る
場
合
に
限
り
株
金
全
額
の
払
込
あ
り
た
る

株
式
に
付
き
之
を
発
行
す
る
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
十
第
二
百
十
一
条
の
規
定
を
改
め
優
先
株
は
資
本
増
加
以
外

の
場
合
に
於
て
も
之
を
発
行
す
る
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と
し
之
に

応
じ
て
登
記
事
項
及
び
株
式
申
込
証
、
株
券
、
株
主
名
簿
の
記
載

事
項
等
に
関
す
る
規
程
を
改
む
る
こ
と

第
百
十
一
定
款
の
規
定
を
以
て
後
配
株
を
認
む
る
こ
と
を
得
べ
き

も
の
と
し
之
に
応
じ
て
登
記
事
項
及
び
株
式
申
込
証
、
株
券
、
株

主
名
簿
の
記
載
事
項
等
に
関
す
る
規
定
を
改
む
る
こ
と

第
百
十
二
各
種
優
先
株
、
各
種
後
配
株
及
び
普
通
株
の
間
に
於
て

は
単
に
利
益
の
配
当
及
び
残
余
財
産
の
分
配
に
付
て
の
み
な
ら
ず

資
本
増
加
の
場
合
に
於
け
る
新
株
引
受
の
権
利
、
資
本
減
少
の
場

め
に
必
要
な
る
類
似
の
場
合

前
項
例
外
の
場
合
に
付
き
左
の
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

－
前
項
第
二
号
の
場
合
に
於
て
は
取
得
し
た
る
株
式
を
遅
滞

な
く
失
効
せ
し
む
る
こ
と
を
要
し
其
他
の
場
合
に
於
て
は
株

式
を
成
る
べ
く
速
に
処
分
す
る
こ
と
を
要
す
る
こ
と

二
自
己
株
式
又
は
其
上
の
質
権
の
取
得
又
は
処
分
は
営
業
報

告
書
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
す
る
こ
と

三
会
社
は
自
己
株
式
に
付
き
議
決
権
を
有
せ
ず
且
第
一
一
百
九

条
第
一
項
の
適
用
に
付
て
は
自
己
株
式
の
金
額
を
資
本
の
総

額
に
、
会
社
を
総
株
主
の
数
に
算
入
せ
ざ
る
こ
と

第
百
一
一
株
式
強
制
消
却
に
付
き
第
一
一
百
一
一
十
条
の
二
乃
至
第
一
一
百

二
十
条
の
五
に
準
ず
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
三
第
百
五
十
一
一
一
条
第
一
一
一
項
及
び
第
一
一
百
一
一
十
条
の
一
一
一
第
一
一
項

の
規
定
に
依
る
株
式
の
競
売
に
代
へ
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
他
の

方
法
に
依
り
て
之
を
売
却
す
る
こ
と
を
得
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く

る
こ
と

第
百
四
株
式
譲
渡
人
が
第
百
五
十
一
一
一
条
第
三
項
の
規
定
に
依
り
て

不
足
額
を
弁
済
し
た
る
と
き
は
株
券
又
は
株
主
名
簿
の
記
載
に
依

り
て
自
己
の
後
者
た
る
も
の
の
全
員
に
対
し
償
還
の
請
求
を
為
す

こ
と
を
得
べ
く
且
其
償
還
を
為
し
た
る
者
は
更
に
自
己
の
後
者
全

罰

8７（８７） (８６） 8６ 
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玉
他
の
会
社
の
徽
業
全
部
の
漉
受

四
第
百
七
十
七
条
の
規
定
に
依
る
取
締
役
又
は
監
査
役
の
世

任
の
免
除

第
百
二
十
一
一
第
百
九
十
一
一
一
条
の
規
定
は
之
を
削
除
す
る
こ
と

第
百
一
一
十
三
第
百
六
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
依
り
議
決
権
を
行

ふ
こ
と
を
得
ざ
る
株
主
が
決
議
に
参
加
し
た
る
株
主
の
議
決
権
の

半
数
以
上
の
議
決
権
を
有
す
る
場
合
に
於
て
決
議
が
著
し
く
不
当

な
る
と
き
は
其
株
主
は
決
議
の
日
よ
り
一
か
月
内
に
決
議
の
変
更

を
裁
判
所
に
請
求
す
る
こ
と
を
得
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
二
款
取
締
役

第
百
二
十
四
第
百
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
を
改
め
取
締
役
又
は

監
査
役
は
株
主
中
よ
り
之
を
選
任
す
る
こ
と
を
要
せ
ざ
る
も
の
と

し
第
百
六
十
八
条
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と

第
百
二
十
五
第
百
六
十
六
条
但
書
中
「
配
当
期
」
を
「
決
算
期
」

に
改
む
る
こ
と

第
百
二
十
六
第
百
七
十
条
の
規
定
を
改
め
会
社
を
代
表
す
べ
き
取

締
役
は
定
款
又
は
株
主
総
会
の
決
議
に
依
り
取
締
役
の
互
選
を
以

て
之
を
定
む
る
こ
と
を
も
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
二
十
七
会
社
は
社
長
、
副
社
長
、
専
務
取
締
役
、
常
務
取
締

役
其
他
会
社
を
代
表
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
認
む
く
き
名
称

合
に
於
け
る
株
式
の
併
合
又
は
消
却
等
に
付
て
も
差
等
を
設
く
る

こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
十
一
一
一
第
一
一
百
十
二
条
の
規
定
を
改
め
優
先
株
又
は
後
配
株
を

発
行
し
た
る
場
合
に
於
て
定
款
の
変
更
が
一
種
の
株
主
に
損
害
を

及
ぼ
す
べ
き
と
き
は
株
主
総
会
の
決
議
の
外
其
一
種
の
株
主
の
総

会
の
決
議
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

右
一
種
の
株
主
の
総
会
の
決
議
は
第
二
百
九
条
第
一
項
に
準
ず
る

定
足
数
の
株
主
出
席
し
其
議
決
権
の
三
分
の
一
一
以
上
の
同
意
を
要

す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
三
節
会
社
の
機
関

第
一
款
株
主
総
会

第
百
十
四
総
会
招
集
の
場
所
は
定
款
に
別
段
の
規
定
な
き
限
り
本

店
の
所
在
地
又
は
之
に
隣
接
す
る
地
に
在
る
こ
と
を
要
す
る
旨
の

規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
十
五
取
締
役
又
は
監
査
役
が
総
会
を
招
集
す
る
に
は
各
其
過

半
数
の
同
意
を
以
て
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
十
六
第
百
六
十
条
の
規
定
に
依
り
て
招
集
せ
ら
れ
た
る
総
会

の
費
用
は
其
総
会
の
決
議
を
以
て
請
求
者
の
負
担
と
す
る
こ
と
を

得
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
十
七
第
百
六
十
二
条
の
規
定
を
改
め
定
款
を
以
て
株
式
譲
受

､ 

０ 

４ 

を
附
し
た
る
取
締
役
の
為
し
た
る
行
為
に
付
き
其
者
が
会
社
を
代

表
す
る
権
限
を
有
せ
ざ
る
場
合
と
錐
も
尚
ほ
善
意
の
第
三
者
に
対

し
て
責
に
任
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
二
十
八
第
百
七
十
四
条
の
規
定
は
之
を
削
除
す
る
こ
と

第
百
二
十
九
第
百
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
を
改
め
取
締
役
は
株

主
総
会
の
認
許
あ
る
に
非
ざ
れ
ば
会
社
と
同
種
の
営
業
を
目
的
と

す
る
他
の
会
社
の
取
締
役
た
る
こ
と
を
も
得
ざ
る
も
の
と
す
る
こ

と

第
百
一
二
十
第
百
七
十
八
条
の
規
定
に
依
り
て
少
数
株
、
王
権
を
行
使

す
る
こ
と
を
得
る
株
主
は
訴
の
提
起
を
否
決
し
た
る
株
主
総
会
前

一
一
一
か
月
以
上
引
続
き
株
主
た
り
し
者
た
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と

す
る
こ
と

右
の
規
定
に
依
り
提
起
し
た
る
訴
の
取
下
、
和
解
又
は
請
求
の
拠

棄
を
為
す
に
は
少
数
株
主
の
議
決
権
の
過
半
数
の
同
意
あ
る
こ
と

を
要
す
る
も
の
と
し
但
之
に
反
対
の
株
主
が
資
本
の
十
分
の
一
以

上
に
当
た
る
と
き
は
取
下
等
を
為
す
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
と
す
る

こ
と

八

第
二
一
款
監
査
役

第
百
三
十
一
第
百
八
十
四
条
の
規
定
に
依
り
一
時
取
締
役
の
職
務

を
行
ふ
監
査
役
の
氏
名
の
登
記
を
為
す
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す

後
六
か
月
を
超
え
ざ
る
株
主
の
議
決
権
の
行
使
を
制
限
す
る
こ
と

を
得
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
十
八
総
会
決
議
録
を
議
事
録
に
改
め
之
に
議
事
の
経
過
の
要

領
及
び
結
果
を
記
載
し
議
長
及
び
出
席
し
た
る
取
締
役
、
監
査
役

之
に
署
名
す
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
十
九
法
律
又
は
定
款
の
規
定
に
依
る
定
足
数
の
株
主
の
出
席

な
く
し
て
為
さ
れ
た
る
決
議
の
無
効
に
付
て
も
亦
第
百
六
十
三
条

の
規
定
の
適
用
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
二
十
総
会
決
議
内
容
の
違
法
を
理
由
と
す
る
株
主
と
会
社
と

の
間
の
決
議
無
効
確
認
の
訴
に
付
て
第
九
十
九
条
の
三
、
第
九
十

九
条
の
四
、
第
百
六
十
一
一
一
条
の
二
第
一
一
一
項
、
第
百
六
十
一
一
一
条
の
一
一
一

及
び
第
百
六
十
三
条
の
四
に
準
ず
る
規
定
を
適
用
す
る
も
の
と
す

る
こ
と

第
百
二
十
一
会
社
が
左
の
行
為
を
為
す
に
は
株
、
王
総
会
の
特
別
決

議
を
要
す
る
も
の
と
し
且
第
四
号
の
決
議
は
第
百
七
十
八
条
及
び

第
百
八
十
七
条
の
適
用
を
妨
げ
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

―
営
業
の
全
部
又
は
一
部
の
譲
渡

二
営
業
全
部
の
賃
貸
又
は
経
営
の
委
任
、
他
人
と
営
業
上
の

損
益
全
部
を
共
通
に
す
る
契
約
其
他
之
に
準
ず
る
契
約
の
締

結
、
変
更
又
は
解
約
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る
し
平
叫
へ
分
に
超
ゆ
る
刊
縦
を
紀
山
す
る
場
合
に
於
て
は
少
く
と

も
其
六
分
を
超
過
し
て
配
当
す
る
金
額
と
同
額
を
其
償
却
に
充
当

す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
四
十
三
現
に
第
百
九
十
六
条
の
配
当
を
為
す
会
社
は
資
本
増

加
の
場
合
に
於
て
は
第
百
九
十
六
条
の
規
定
に
準
じ
て
新
株
に
対

し
て
も
利
息
の
配
当
を
為
す
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と
し
且
此
場
合

に
於
て
は
最
長
期
に
関
す
る
定
款
の
規
定
の
変
更
を
認
む
る
も
の

と
す
る
こ
と

第
百
四
十
四
第
百
九
十
八
条
の
規
定
に
依
り
て
検
査
役
の
選
任
を

請
求
す
る
こ
と
を
得
る
株
主
は
其
請
求
前
三
か
月
前
以
上
引
続
き

株
主
た
り
し
老
た
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
且
其
請
求
を
為
す

に
は
業
務
執
行
に
不
正
行
為
あ
る
こ
と
又
は
法
令
定
款
に
対
す
る

重
大
な
る
違
反
あ
る
こ
と
を
疏
明
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す

る
こ
と

第
百
四
十
五
株
式
会
社
の
使
用
人
の
身
一
元
保
証
金
其
他
雇
用
関
係

に
基
き
会
社
に
対
し
て
有
す
る
債
権
に
付
て
は
其
者
は
会
社
の
財

産
の
上
に
一
般
の
先
取
特
権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
五
節
社
債

第
百
四
十
六
第
二
百
条
の
適
用
に
関
し
旧
社
債
償
還
の
為
め
に
社

債
を
募
集
す
る
場
合
に
於
て
は
社
債
の
総
額
中
に
其
旧
社
債
の
額

る
こ
と

第
百
一
一
一
十
二
第
百
八
十
七
条
の
規
定
に
付
き
決
議
第
百
一
一
一
十
と
同

趣
旨
の
改
正
を
為
す
こ
と

第
四
節
会
社
の
計
算

第
百
一
一
一
十
一
一
一
第
百
九
十
条
中
「
｜
週
間
前
」
を
「
二
週
間
前
」
に

改
め
且
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
は
命
令
を
以

て
定
む
る
様
式
に
準
拠
し
て
之
を
作
成
す
べ
き
旨
の
規
定
を
施
行

法
中
に
設
く
る
こ
と

第
百
三
十
四
営
業
用
の
固
定
財
産
に
は
其
取
得
価
額
又
は
製
作
価

額
以
上
の
価
額
を
附
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ

と

第
百
一
二
十
五
取
引
所
の
相
場
あ
る
有
価
証
券
に
付
て
は
決
算
期
の

属
す
る
月
に
於
け
る
平
均
価
格
に
超
え
ざ
る
価
格
を
記
載
す
る
こ

と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
一
一
一
十
六
第
百
二
十
一
一
条
第
五
号
の
規
定
に
依
り
会
社
の
負
担

に
帰
し
た
る
金
額
及
び
会
社
設
立
の
為
め
に
支
出
し
た
る
税
額
を

貸
借
対
照
表
情
の
資
産
に
計
上
し
た
る
場
合
に
於
て
は
会
社
設
立

の
後
、
若
し
建
設
利
息
の
定
あ
る
と
き
は
其
配
当
を
止
め
た
る
後

五
年
内
に
毎
決
算
期
に
於
て
均
等
額
以
上
の
償
却
を
為
す
こ
と
を

要
す
る
も
の
と
す
る
一
｝
と

鴬

を
煎
入
せ
ざ
る
旨
の
規
定
を
没
け
且
同
条
節
二
項
及
び
第
一
一
百
三

条
第
二
項
第
五
号
中
「
現
存
す
る
財
産
」
と
あ
る
は
「
現
存
す
る

純
財
産
額
」
の
意
味
な
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
こ
と

第
百
四
十
七
第
二
百
一
一
一
条
第
一
一
項
及
び
第
一
一
百
五
条
第
一
一
項
規
定

の
事
項
中
に
「
債
券
を
記
名
式
又
は
無
記
名
式
に
限
り
た
る
場
合

に
於
て
は
其
旨
」
を
加
へ
且
第
一
一
百
三
条
第
一
一
項
規
定
の
事
項
中

に
「
旧
社
債
償
還
の
為
め
に
払
込
株
金
額
又
は
現
存
純
財
産
額
に

超
え
て
社
債
を
発
行
す
る
場
合
に
於
て
は
其
旨
」
を
加
ふ
る
こ
と

第
百
四
十
八
社
債
権
者
集
会
の
制
度
を
認
め
之
に
付
き
大
体
左
の

如
き
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

―
数
種
の
社
債
を
発
行
し
た
る
と
き
は
各
一
種
の
社
債
毎
に

其
社
債
権
者
集
会
を
開
く
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

二
社
債
権
者
集
会
は
会
社
の
取
締
役
、
清
算
人
又
は
破
産
管

財
人
之
を
招
集
す
べ
き
も
の
と
し
社
債
総
額
の
十
分
の
一
以

上
に
当
た
る
社
債
権
者
が
会
議
の
目
的
た
る
事
項
及
び
其
招

集
の
理
由
を
記
載
し
た
る
書
面
を
提
出
し
て
招
集
を
請
求
し

た
る
場
合
に
於
て
招
集
権
者
が
其
手
続
を
為
さ
ざ
る
と
き
は

請
求
者
は
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
杜
債
権
者
集
会
を
招
集
す

る
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

三
社
債
権
者
集
会
の
招
集
、
社
債
権
者
の
議
決
権
、
社
債
権

第
百
三
十
七
社
債
発
行
の
場
合
に
於
て
は
社
債
総
額
と
会
社
の
手

取
額
と
の
差
額
は
之
を
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
に
計
上
し
社
債
償

還
の
期
限
内
に
毎
決
算
期
に
於
て
均
等
額
以
上
の
償
却
を
為
す
こ

と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
三
十
八
第
百
九
十
一
条
第
一
項
中
「
会
日
前
」
を
「
会
日
の

一
週
間
前
」
に
改
め
且
同
条
第
三
項
と
し
て
株
主
及
び
会
社
の
債

権
者
は
費
用
を
支
払
ひ
て
第
百
九
十
条
の
書
類
の
謄
本
又
は
抄
本

の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
を
得
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
三
十
九
第
百
九
十
四
条
第
一
項
の
規
定
を
改
め
「
利
益
を
配

当
す
る
毎
に
」
と
あ
る
は
「
配
当
期
毎
に
」
の
意
味
な
る
こ
と
及

び
「
其
利
益
」
と
あ
る
は
「
其
決
算
期
の
利
益
」
の
意
味
な
る
こ

と
を
明
か
に
す
る
こ
と

第
百
四
十
第
百
九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
中
「
其
額
面
を
超
ゆ
る

金
額
」
と
あ
る
を
「
其
額
面
を
超
ゆ
る
全
額
よ
り
発
行
の
為
め
に

必
要
な
る
費
用
を
控
除
し
た
る
金
額
」
の
意
味
に
改
む
る
こ
と

第
百
四
十
一
第
百
九
十
四
条
の
準
備
金
は
損
失
を
填
補
す
る
為
め

に
の
み
支
出
す
る
こ
と
を
得
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
四
十
二
第
百
九
十
六
条
の
利
息
を
配
当
す
べ
き
期
間
に
付
き

定
款
を
以
て
其
最
長
期
を
定
む
る
一
」
と
を
要
す
る
も
の
と
し
且
利

息
と
し
て
配
当
し
た
る
金
額
は
之
を
資
産
に
計
上
す
る
こ
と
を
得

(９１） 9１ (９０）９０ 
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て
左
の
趣
旨
の
特
別
規
定
を
役
く
る
こ
と

『
呪
物
出
資
又
は
財
雌
引
受
の
決
縦
あ
り
た
る
と
き
は
蚊
判

所
逃
任
の
検
査
役
を
し
て
調
査
を
為
さ
し
め
其
決
談
を
不
当

と
認
め
た
る
場
合
に
於
て
裁
判
所
は
第
百
三
十
五
条
の
規
定

に
準
拠
し
相
当
の
処
分
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ

と

―
―
資
本
増
加
後
一
一
年
内
の
財
産
取
得
に
付
て
は
決
議
第
七
十

九
に
準
ず
る
こ
と

三
株
式
申
込
証
に
付
て
は
決
議
第
八
十
一
一
に
準
ず
る
こ
と

部

四
資
本
増
加
に
関
す
る
取
締
役
又
は
監
査
役
の
責
任
免
除
に

第

付
て
は
決
議
第
九
十
三
に
準
ず
る
こ
と

鰍
第
百
五
十
四
左
の
事
項
は
資
本
増
加
の
決
議
と
同
時
に
之
を
決
議

的史
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

歴
一
新
株
の
額
面
以
上
の
発
行

の正
二
新
株
の
申
込
人
に
対
し
資
本
増
加
の
後
其
財
産
を
有
償
に

改法
譲
受
く
べ
き
旨
を
約
し
た
る
と
き
は
其
者
、
其
目
的
た
る
財

社〈奏
産
及
び
価
格

年
三
或
者
に
新
株
引
受
権
を
与
へ
む
と
す
る
と
き
は
其
者
及
び

一一一

其
引
受
権

和昭
第
百
五
十
五
将
来
の
資
本
増
加
の
場
合
に
於
て
或
者
に
新
株
引
受

神戸学院法学第25巻第１号

者
集
会
の
議
事
、
其
決
議
の
方
法
及
び
決
議
無
効
の
訴
等
に

付
て
は
株
主
総
会
に
関
す
る
商
法
の
規
定
及
び
社
債
権
者
集

会
に
関
す
る
担
保
附
社
債
信
託
法
の
規
定
に
準
じ
て
適
当
に

規
定
す
る
こ
と

四
社
債
権
者
集
会
に
於
て
は
社
債
元
利
金
の
支
払
の
猶
予
、

不
履
行
に
因
り
て
生
じ
た
る
責
任
の
免
除
、
和
解
、
和
議
、

強
制
和
議
、
資
本
減
少
又
は
合
併
の
承
認
又
は
之
に
対
す
る

異
議
の
申
述
等
に
付
き
決
議
を
為
す
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と

し
且
其
決
議
の
効
力
は
総
社
債
権
者
を
義
束
す
る
も
の
と
す

る
こ
と

五
社
債
権
者
集
〈
室
の
費
用
は
会
社
の
負
担
と
す
る
こ
と

第
百
四
十
九
社
債
権
者
集
会
は
一
人
又
は
数
人
の
代
表
者
を
選
任

し
其
決
議
事
項
の
決
定
及
び
其
決
議
の
執
行
を
委
任
す
る
こ
と
を

得
べ
き
も
の
と
し
之
に
付
き
大
体
左
の
如
き
趣
旨
の
規
定
を
設
く

る
こ
と

－
代
表
者
の
選
任
、
解
任
及
び
其
公
告
並
に
通
知
に
付
て
は

担
保
附
社
債
信
託
法
の
規
定
に
準
じ
て
適
当
に
規
定
す
る
こ

と

―
―
数
人
の
代
表
者
は
社
債
権
者
集
今
云
の
決
議
を
以
て
別
段
の

定
を
為
さ
ざ
る
と
き
は
過
半
数
を
以
て
其
権
限
に
属
す
る
事

.■Ⅱ 

勢

▲
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ー
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・
叩
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ｑ
・
召
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椎
を
与
ふ
べ
き
旨
の
契
約
は
株
主
総
会
の
特
別
決
縦
に
依
り
之
を

締
結
す
る
こ
と
を
得
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
五
十
六
資
本
増
加
の
場
合
に
於
け
る
現
物
出
資
に
付
き
決
議

第
八
十
五
に
準
ず
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
五
十
七
第
一
一
百
十
一
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
事
項
中
に
優
先

株
又
は
後
配
株
あ
る
と
き
は
其
種
類
及
び
其
各
種
の
株
式
の
数
、

株
式
譲
渡
の
制
限
、
株
券
裏
書
の
禁
止
又
は
議
決
権
の
制
限
に
関

す
る
事
項
並
に
新
株
申
込
人
に
対
し
資
本
増
加
の
後
其
財
産
を
有

償
に
譲
受
く
べ
き
旨
を
約
し
た
る
と
き
は
其
者
、
其
目
的
た
る
財

産
及
び
価
格
を
加
ふ
る
こ
と

第
百
五
十
八
資
本
増
加
の
場
合
に
於
て
新
株
の
所
有
者
た
る
普
通

株
主
又
は
優
先
株
主
に
其
株
式
を
優
先
株
又
は
普
通
株
に
転
換
す

る
請
求
権
を
与
ふ
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
之
に
関
し
て
左
の
趣

旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

―
転
換
を
請
求
し
得
べ
き
期
間
は
資
本
増
加
の
決
議
を
以
て

之
を
定
め
定
款
に
其
旨
を
記
載
し
且
之
を
登
記
す
べ
き
も
の

と
す
る
こ
と

二
普
通
株
を
優
先
株
に
転
換
す
る
場
合
に
於
て
は
其
優
先
株

の
種
類
は
資
本
増
加
の
決
議
を
以
て
之
を
定
め
定
款
に
其
旨

を
記
載
し
且
之
を
登
記
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

項
を
決
定
し
且
執
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

三
代
表
者
は
総
社
債
権
者
に
代
は
り
て
裁
判
上
及
び
裁
判
外

の
行
為
を
為
す
こ
と
を
得
べ
き
も
の
と
し
此
場
合
に
於
て
各

別
に
社
債
権
者
を
表
示
す
る
こ
と
を
要
せ
ざ
る
も
の
と
す
る

こ
と

四
代
表
者
の
事
務
処
理
の
費
用
及
び
報
酬
は
裁
判
所
の
許
可

を
得
て
会
社
を
し
て
之
を
負
担
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
も
の

と
す
る
こ
と

第
百
五
十
会
社
が
社
債
の
利
息
の
支
払
を
怠
り
又
は
定
期
に
社
債

の
一
部
を
償
還
す
べ
き
場
合
に
於
て
其
償
還
を
怠
り
た
る
と
き
は

担
保
附
社
債
信
託
法
第
七
十
九
条
乃
至
第
八
十
一
条
の
規
定
に
準

じ
社
債
権
者
集
会
の
決
議
を
以
て
会
社
を
し
て
社
債
総
額
に
付
き

期
限
の
利
益
を
失
は
し
む
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
五
十
一
第
二
百
七
条
の
規
定
は
社
債
申
込
証
及
び
債
券
に
債

券
を
記
名
式
又
は
無
記
名
式
に
限
る
旨
の
記
載
な
き
場
合
に
限
り

適
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

第
六
節
定
款
の
変
更

第
百
五
十
一
一
第
二
百
十
条
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と

第
百
五
十
三
設
立
後
一
一
年
内
に
為
さ
れ
た
る
決
議
に
依
る
資
本
増

加
又
は
資
本
総
額
を
倍
額
に
超
ゆ
る
額
と
す
る
資
本
増
加
に
関
し

9３（９３） (９２） 9２ 
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三
株
式
の
転
換
の
請
求
は
法
定
の
事
項
を
記
載
し
た
る
書
面

を
以
て
之
を
為
さ
し
む
る
も
の
と
す
る
｝
」
と

四
株
式
の
転
換
は
株
券
の
引
換
に
依
り
て
之
を
為
す
も
の
と

す
る
こ
と

五
転
換
請
求
権
を
有
す
る
普
通
株
主
に
関
し
て
は
第
二
百
十

一
一
条
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と

六
取
締
役
は
毎
営
業
年
度
末
よ
り
法
定
の
期
間
内
に
其
営
業

年
度
中
に
為
し
た
る
転
換
の
結
果
生
じ
た
る
優
先
株
の
数
の

増
減
を
登
記
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
五
十
九
資
本
増
加
の
一
方
法
と
し
て
杜
債
権
者
に
社
債
を
株

式
に
転
換
す
る
請
求
権
を
与
へ
其
転
換
あ
り
た
る
部
分
に
付
き
資

本
の
増
加
を
生
ず
る
こ
と
を
認
む
る
も
の
と
し
之
に
関
し
て
左
の

趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

－
増
加
す
べ
き
資
本
の
総
額
、
転
換
せ
ら
る
べ
き
社
債
及
び

其
転
換
を
請
求
し
得
べ
き
期
間
は
資
本
増
加
の
決
議
を
以
て

之
を
定
め
定
款
に
其
旨
を
記
載
し
且
之
を
登
記
す
べ
き
も
の

と
す
る
こ
と

二
社
債
転
換
の
条
件
は
資
本
増
加
の
決
議
を
以
て
之
を
定
め

且
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
株
式
の
額
面
以
下
の
発
行
と
同

一
結
果
を
生
ぜ
し
め
ず
又
額
面
超
過
額
を
法
定
基
準
金
に
組

蜥
加
を
打
効
な
ら
し
む
る
に
支
障
な
き
と
き
は
批
判
所
は
資
本
期

加
無
効
の
請
求
を
棄
却
す
る
こ
と
を
得
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ

と資
本
増
加
無
効
の
訴
は
資
本
増
加
の
登
記
の
日
よ
り
六
か
月
内
に

之
を
提
起
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
第
九
十
九
条
の
三
乃
至

第
九
十
九
条
の
五
、
第
百
六
十
一
一
一
条
の
一
一
第
二
項
、
第
一
一
一
項
及
び

第
百
六
十
一
一
一
条
の
三
の
規
定
を
準
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

資
本
増
加
無
効
の
判
決
が
確
定
し
た
る
と
き
は
株
式
の
強
制
消
却

に
準
ず
る
規
定
に
依
り
将
来
に
向
て
新
株
を
無
効
と
し
判
決
確
定

当
時
の
会
社
財
産
の
状
況
に
応
じ
株
金
の
払
戻
又
は
未
廩
払
込
株
金

の
徴
収
を
為
す
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
六
十
三
第
一
一
百
一
一
十
条
第
一
一
項
の
準
用
規
定
中
第
七
十
九
条

第
三
項
及
び
第
八
十
条
を
削
除
す
る
こ
と

第
百
六
十
四
異
議
を
述
べ
た
る
債
権
者
に
弁
済
を
為
し
又
は
相
当

の
担
保
を
供
す
る
に
代
へ
之
を
受
益
者
と
し
て
信
託
会
社
に
信
託

を
為
す
こ
と
を
得
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
六
十
五
会
社
に
株
金
払
込
額
を
異
に
す
る
株
式
あ
る
場
合
に

於
て
其
株
式
間
に
於
て
株
式
の
併
合
又
は
消
却
の
割
合
を
異
に
す

る
に
は
株
主
総
会
の
決
議
の
外
其
各
種
の
株
主
の
総
会
の
決
議
の

あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

入
る
べ
き
旨
の
規
定
を
潜
脱
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ざ
る
様

適
当
に
規
定
す
る
こ
と

三
社
債
の
転
換
の
請
求
は
法
定
の
事
項
を
記
載
し
た
る
書
面

を
以
て
之
を
為
さ
し
む
る
も
の
と
す
る
こ
と

四
社
債
の
転
換
は
債
券
と
引
換
に
株
券
を
交
付
す
る
に
因
り

て
之
を
為
す
も
の
と
す
る
こ
と

五
取
締
役
は
毎
営
業
年
度
末
よ
り
法
定
の
期
間
内
に
其
営
業

年
度
内
に
為
し
た
る
転
換
の
結
果
生
じ
た
る
資
本
増
加
を
登

記
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
六
十
資
本
の
増
加
は
第
二
百
十
七
条
の
登
記
に
因
り
て
其
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
但
第
一
一
百
十
三
条
の
総
会
に
於
て

は
新
株
引
受
人
を
し
て
株
主
と
同
様
の
権
利
を
行
使
せ
し
む
る
こ

と
と
し
且
其
株
金
払
込
の
期
日
よ
り
利
益
又
は
利
息
の
配
当
を
受

く
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る

第
百
六
十
一
資
本
増
加
の
場
合
に
於
け
る
株
式
引
受
無
効
の
主
張

の
制
限
に
付
き
設
立
の
場
合
に
準
す
る
規
定
を
設
く
る
一
」
と

第
百
六
十
二
資
本
増
加
の
無
効
は
株
主
、
取
締
役
又
は
監
査
役
よ

り
訴
を
以
て
の
み
之
を
主
張
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

資
本
増
加
無
効
の
訴
の
提
起
あ
り
た
る
場
合
に
於
て
其
無
効
の
原

因
た
る
暇
疵
が
補
完
せ
ら
れ
た
る
と
き
其
他
会
社
の
現
況
が
資
本

第
百
六
十
六
第
一
一
百
二
十
条
の
一
一
の
規
定
に
追
加
し
無
記
名
株
を

発
行
し
た
る
場
合
に
於
て
同
条
の
通
知
に
代
へ
公
告
を
為
す
こ
と

を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
六
十
七
第
二
百
一
一
十
条
の
一
一
一
第
一
項
の
規
定
を
改
め
株
主
が

株
券
を
提
供
し
た
る
場
合
に
於
て
併
合
に
適
せ
ざ
る
株
あ
る
と
き

は
其
併
合
に
適
せ
ざ
る
部
分
の
み
に
付
き
失
権
す
べ
き
も
の
と
し

之
に
応
じ
て
第
一
一
百
二
十
条
の
四
準
用
の
第
百
五
十
一
一
一
条
の
一
一
の

規
定
を
改
む
る
こ
と

第
百
六
十
八
資
本
減
少
の
無
効
は
株
主
、
取
締
役
、
監
査
役
、
清

算
人
、
破
産
管
財
人
及
び
資
本
減
少
の
登
記
前
の
会
社
債
権
者
に

限
り
訴
を
以
て
の
み
之
を
主
張
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
決
議

第
百
六
十
二
第
一
一
項
及
び
第
一
一
一
項
と
同
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ

と

第
六
節
の
一
一
会
社
の
整
理

第
百
六
十
九
第
四
章
第
六
節
の
次
に
「
会
社
の
整
理
」
の
一
節
を

加
へ
左
の
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

－
会
社
が
支
払
不
能
若
く
は
債
務
超
過
に
陥
る
の
虞
あ
る
と

き
又
は
支
払
不
能
若
く
は
債
務
超
過
の
疑
あ
る
と
き
は
裁
判

所
は
取
締
役
、
監
査
役
、
資
本
の
十
分
の
一
以
上
に
当
た
る

株
主
又
は
払
込
た
る
株
金
額
の
十
分
の
一
以
上
に
当
た
る
償

(94） 9４ (９５） 9５ 
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権
者
の
申
立
に
因
り
会
社
に
対
し
整
理
命
令
を
発
す
る
こ
と

を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

二
会
社
の
業
務
に
付
き
監
督
権
を
有
す
る
官
庁
は
裁
判
所
に

整
理
命
令
の
請
求
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

三
裁
判
所
整
理
命
令
を
発
し
た
る
と
き
は
左
の
処
分
を
為
す

こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
イ
）
会
社
に
対
し
発
起
人
、
取
締
役
又
は
監
査
役
の
責
任

の
免
除
を
禁
止
す
る
こ
と

（
ロ
）
整
理
命
令
前
一
年
内
に
為
し
た
る
責
任
の
免
除
を
取

消
す
こ
と

（
Ｃ
取
締
役
又
は
監
査
役
の
解
任
を
命
ず
る
こ
と

（
一
Ｃ
会
社
財
産
の
処
分
の
禁
止
、
業
務
の
制
限
其
他
必
要

な
る
保
全
処
分
を
為
す
こ
と

（
主
会
社
の
業
務
及
び
財
産
の
全
般
に
渉
り
監
督
命
令
を

発
し
重
要
な
る
行
為
に
付
き
裁
判
所
の
選
任
し
た
る
監

督
者
の
同
意
を
要
す
る
旨
を
命
ず
る
こ
と

（
Ｃ
会
社
の
業
務
及
び
財
産
の
全
般
に
渉
り
管
理
命
令
を

発
す
る
こ
と

（
卜
）
会
社
に
対
し
整
理
又
は
和
議
に
関
す
る
立
案
及
び
実

行
を
命
ず
る
こ
と

込
む
べ
き
金
額
に
付
き
伏
務
名
錨
た
る
の
効
力
を
有
す

る
も
の
と
す
る
こ
と

五
強
制
執
行
、
仮
差
押
、
仮
処
分
及
び
破
産
と
の
関
係
に
付

き
和
議
法
第
十
五
条
、
第
十
七
条
、
第
四
十
条
及
び
第
五
十

八
条
に
準
ず
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

六
会
社
に
破
産
原
因
を
生
ず
べ
き
虞
あ
る
場
合
に
於
て
裁
判

所
必
要
と
認
む
る
と
き
は
和
議
の
申
出
を
為
す
こ
と
を
認
可

す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
此
場
合
に
於
て
は
和
議
法
の
規

定
に
準
じ
て
和
議
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

七
会
社
に
破
産
原
因
あ
る
こ
と
分
明
な
る
に
至
り
た
る
場
合

に
於
て
裁
判
所
必
要
と
認
む
る
と
き
は
職
権
を
以
て
破
産
の

宣
告
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

八
整
理
命
令
の
申
立
あ
り
た
る
場
合
に
於
て
必
要
あ
り
と
認

む
る
と
き
は
裁
判
所
は
申
立
に
因
り
又
は
職
権
を
以
て
第
三

号
（
一
Ｃ
乃
至
（
ヘ
）
の
処
分
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と

す
る
こ
と

九
会
社
債
権
の
相
殺
に
付
き
大
体
に
於
て
破
産
法
第
百
四
条

と
同
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

十
管
理
命
令
は
裁
判
所
の
選
任
し
た
る
管
理
者
を
し
て
之
を

執
行
せ
し
む
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
チ
）
発
起
人
、
取
締
役
又
は
監
査
役
の
責
任
に
属
す
る
損

害
賠
償
額
を
査
定
す
る
こ
と
但
当
事
者
異
議
あ
る
と
き

は
法
定
期
間
内
に
訴
を
提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
ざ
る
こ

と

四
（
イ
）
前
号
（
ト
）
の
命
令
あ
り
た
る
場
合
に
於
て
取
締
役

は
株
主
を
し
て
株
金
払
込
を
為
さ
し
む
る
必
要
あ
り
と

認
む
る
と
き
は
各
株
主
に
対
し
其
有
す
る
株
式
の
数
及

び
未
払
込
額
を
通
知
し
異
議
あ
ら
ば
一
か
月
を
下
ら
ざ

る
一
定
の
期
間
内
に
之
を
申
出
づ
べ
き
旨
を
催
告
す
る

こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
此
場
合
に
於
て
株
主
が
異
議

を
述
べ
ざ
る
と
き
は
其
数
額
は
確
定
し
異
議
を
述
べ
た

る
と
き
は
取
締
役
は
意
見
を
附
し
て
之
を
裁
判
所
に
報

告
し
裁
判
所
は
非
訟
事
件
手
続
法
の
規
定
に
依
り
て
裁

判
を
為
す
も
の
と
す
る
こ
と

（
巳
取
締
役
は
右
の
手
続
に
依
り
確
定
し
た
る
と
こ
ろ
に

基
き
各
株
主
の
有
す
る
株
式
の
数
及
び
未
払
込
額
を
記

載
し
た
る
株
主
表
を
作
成
し
て
裁
判
所
の
認
可
を
受
く

べ
き
も
の
と
し
且
払
込
の
催
告
を
為
す
際
予
め
其
金
額

に
付
き
裁
判
所
の
認
可
を
受
く
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

（
Ｃ
右
認
可
あ
り
た
る
と
き
は
其
株
主
表
は
各
株
主
の
払

十
一
裁
判
所
は
会
社
に
対
し
縦
理
又
は
和
縦
に
関
す
る
立
案

及
び
実
行
を
命
ず
る
場
合
に
於
て
必
要
あ
り
と
認
む
る
と
き

は
整
理
委
員
を
選
任
し
其
立
案
及
び
実
行
に
当
た
ら
し
め
又

は
之
に
協
力
せ
し
む
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

＋
二
会
社
財
産
の
状
況
に
因
り
必
要
あ
り
と
認
む
る
と
き
は

裁
判
所
は
第
一
号
に
掲
げ
た
る
者
の
申
立
に
因
り
又
は
職
権

を
以
て
検
査
命
令
を
発
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

＋
三
検
査
命
令
は
裁
判
所
に
於
て
選
任
し
た
る
検
査
役
を
し

て
之
を
執
行
せ
し
む
る
も
の
と
す
る
こ
と

＋
四
検
査
役
は
会
社
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
を
調
査
し
若

し
業
績
不
良
な
る
と
き
は
其
原
因
を
明
か
に
し
会
社
の
設
立
、

業
務
の
執
行
に
関
し
発
起
人
、
取
締
役
等
に
不
正
又
は
僻
怠

の
行
為
な
か
り
し
や
否
や
を
究
明
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の

と
す
る
こ
と

＋
五
検
査
役
は
会
社
の
取
締
役
、
監
査
役
、
支
配
人
等
に
対

し
会
社
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
に
付
き
報
告
を
求
め
会
社

の
書
類
、
帳
簿
へ
金
銭
、
物
品
等
を
検
閲
し
其
他
前
項
の
目

的
を
達
す
る
に
必
要
な
る
一
切
の
事
情
を
調
査
す
る
こ
と
を

得
る
も
の
と
す
る
こ
と

検
査
役
は
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
執
達
吏
又
は
警
察
官
の
援

(９６） (97） 9６ 9７ 
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二
合
併
後
存
続
す
る
会
社
の
発
行
す
べ
き
新
株
の
数
並
に
払

込
金
額
及
び
之
を
合
併
に
因
り
て
消
滅
す
る
会
社
の
株
主
に

割
当
て
交
付
す
る
割
合
に
関
す
る
事
項

三
合
併
に
因
り
て
消
滅
す
る
会
社
の
株
主
に
支
払
ふ
べ
き
金

額
を
定
め
た
る
と
き
は
其
金
額

四
各
会
社
に
於
て
合
併
の
決
議
を
為
す
べ
き
株
主
総
会
の
期

日

五
合
併
を
為
す
べ
き
期
日
に
関
す
る
定
を
為
し
た
る
と
き
は

其
規
定

第
百
七
十
六
新
設
合
併
の
契
約
書
に
は
左
の
事
項
を
定
む
る
こ
と

を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

―
合
併
に
因
り
て
設
立
す
る
会
社
の
目
的
、
商
号
、
資
本
の

総
額
及
び
一
株
の
価
額

二
合
併
に
因
り
て
設
立
す
る
会
社
の
発
行
す
べ
き
株
式
の
数

並
に
払
込
金
額
及
び
之
を
合
併
に
因
り
て
消
滅
す
る
会
社
の

株
主
に
割
当
て
交
付
す
る
割
合
に
関
す
る
事
項

一
一
一
合
併
に
因
り
て
消
滅
す
る
会
社
の
株
主
に
支
払
ふ
べ
き
金

額
を
定
め
た
る
と
き
は
其
金
額

四
各
会
社
に
於
て
合
併
の
決
議
を
為
す
べ
き
株
主
総
会
の
期

日

肋
を
求
む
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

＋
六
検
査
役
は
検
査
の
結
果
を
裁
判
所
に
報
告
す
べ
き
も
の

と
す
る
こ
と

殊
に（
イ
）
発
起
人
又
は
取
締
役
に
第
百
三
十
六
条
又
は
第
一
一
百

十
六
条
の
規
定
に
依
る
義
務
あ
り
と
思
料
す
る
と
き
は

意
見
を
附
し
て
之
を
報
告
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

（
ロ
）
発
起
人
、
取
締
役
又
は
監
査
役
に
第
百
四
十
二
条
の

二
、
第
百
七
十
七
条
又
は
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
依

り
責
任
を
負
ふ
べ
き
事
実
あ
り
と
思
料
す
る
と
き
は
意

見
を
附
し
て
之
を
報
告
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

（
Ｃ
財
産
の
保
全
に
関
し
応
急
の
処
分
を
為
す
必
要
あ
り

と
思
料
す
る
と
き
は
意
見
を
附
し
て
之
を
報
告
す
べ
き

も
の
と
す
る
こ
と

（
一
○
業
務
及
び
財
産
に
関
し
監
督
又
は
管
理
を
為
す
必
要

あ
り
と
思
料
す
る
と
き
は
意
見
を
附
し
て
之
を
報
告
す

べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

（
ホ
）
整
理
の
方
針
及
び
能
否
に
付
き
意
見
を
附
し
て
之
を

報
告
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

＋
七
本
節
の
管
轄
裁
判
所
は
地
方
裁
判
所
と
す
る
こ
と

第
七
節
解
散

第
百
七
十
第
二
百
二
十
一
条
規
定
の
事
項
中
会
社
の
目
的
た
る
事

業
の
成
功
又
は
其
成
功
の
不
能
及
び
株
主
が
七
人
未
満
に
減
じ
た

る
こ
と
を
削
除
す
る
こ
と

第
百
七
十
一
会
社
が
其
営
業
全
部
の
譲
渡
を
決
議
し
た
る
と
き
は

解
散
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
七
十
一
一
会
社
が
第
七
十
四
条
第
一
号
又
は
第
一
一
百
二
十
一
条

第
二
号
所
定
の
事
由
に
因
り
て
解
散
し
た
る
と
き
は
株
主
総
会
の

特
別
決
議
を
以
て
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ

と

第
百
七
十
一
二
解
散
後
の
会
社
と
錐
も
他
の
会
社
を
存
続
会
社
と
す

る
合
併
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
七
十
四
合
併
を
為
す
に
は
合
併
契
約
書
を
作
成
し
之
を
株
主

総
会
に
提
出
し
て
合
併
の
決
議
を
為
す
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す

る
こ
と

合
併
契
約
書
の
要
領
は
第
百
五
十
六
条
に
定
め
た
る
通
知
及
び
公

告
に
之
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
七
十
五
吸
収
合
併
の
契
約
書
に
は
左
の
事
項
を
定
む
る
こ
と

を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

－
合
併
後
存
続
す
る
会
社
の
増
加
す
べ
き
資
本
の
総
額

五
合
併
に
因
り
て
設
立
す
る
会
社
の
創
立
総
会
の
期
日
に
関

す
る
定
を
為
し
た
る
と
き
は
其
規
定

第
百
七
十
七
第
二
百
二
十
五
条
第
一
項
の
準
用
規
定
中
第
七
十
九

第
三
項
及
び
第
八
十
条
を
削
除
す
る
こ
と

第
百
七
十
八
合
併
の
場
合
に
付
き
決
議
第
百
六
十
四
乃
至
第
百
六

十
七
に
準
ず
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
七
十
九
吸
収
合
併
の
場
合
に
於
て
合
併
に
因
り
て
消
滅
す
る

会
社
に
株
式
併
合
の
為
め
に
失
権
し
た
る
株
式
あ
り
た
る
と
き
は

合
併
後
存
続
す
る
会
社
は
其
新
に
発
行
す
べ
き
株
式
を
売
却
し
た

る
後
第
二
百
十
一
一
一
条
の
規
定
に
準
じ
株
主
総
会
を
招
集
す
べ
き
旨

の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
八
十
新
設
合
併
の
場
合
に
於
て
は
各
会
社
に
於
て
選
任
し
た

る
者
が
公
正
証
書
を
以
て
定
款
を
作
成
し
若
し
合
併
に
因
り
て
消

滅
す
る
会
社
に
株
式
併
合
の
為
め
に
失
権
し
た
る
株
式
あ
り
た
る

と
き
は
新
に
発
行
す
べ
き
株
式
を
売
却
し
た
る
後
第
百
三
十
一
条

の
規
定
に
準
じ
創
立
総
会
を
招
集
す
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ

と

第
百
八
十
一
合
併
に
因
り
て
設
立
す
る
〈
云
社
の
創
立
総
会
に
は
大

体
に
於
て
第
百
三
十
一
一
条
乃
至
第
百
一
一
一
十
四
条
の
規
定
の
準
用
あ

る
も
の
と
し
且
其
創
立
総
会
に
於
て
は
合
併
契
約
に
反
せ
ざ
る
範

(９８） 9８ 9９（９９） 
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囲
内
に
於
て
の
み
定
款
変
更
の
決
議
を
為
す
こ
と
を
得
べ
き
旨
の

規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
八
十
二
合
併
に
関
す
る
第
八
十
一
条
の
登
記
は
吸
収
合
併
の

場
合
に
於
て
は
合
併
後
存
続
す
る
会
社
の
第
一
一
百
十
三
条
の
規
定

に
準
ず
る
株
主
総
会
、
新
設
合
併
の
場
合
に
於
て
は
其
創
立
総
会

終
結
の
後
二
週
間
内
に
之
を
為
す
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ

と

第
百
八
十
一
二
合
併
の
無
効
は
各
会
社
の
株
主
、
取
締
役
、
監
査
役
、

清
算
人
、
破
産
管
財
人
及
び
合
併
の
登
記
前
の
会
社
債
権
者
に
限

り
訴
を
以
て
の
み
之
を
主
張
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
決
議
第

百
六
十
一
一
第
一
一
項
、
第
一
一
一
項
及
び
決
議
第
四
十
七
第
二
項
乃
至
第

四
項
と
同
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
八
節
清
算

第
百
八
十
四
第
四
章
第
八
節
を
二
款
に
分
ち
現
在
の
規
定
を
第
一

款
総
則
と
す
る
こ
と

第
一
款
総
則

第
百
八
十
五
清
算
人
は
選
任
の
後
二
週
間
内
に
其
氏
名
、
住
所
及

び
解
散
の
事
由
、
年
月
日
を
裁
判
所
に
届
出
づ
る
こ
と
を
要
す
る

旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
八
十
六
清
算
人
は
債
権
届
出
期
間
内
に
は
会
社
債
権
者
に
対

特
別
澗
節
の
洲
妨
の
嫡
求
を
為
す
こ
と
を
符
る
も
の
と
す
る

こ
と

一
一
一
清
算
人
は
会
社
、
株
、
王
及
び
会
社
の
債
権
者
に
対
し
公
平

に
其
利
益
の
保
護
を
図
る
義
務
を
負
ふ
も
の
と
す
る
こ
と

四
清
算
人
は
会
社
に
現
存
す
る
金
銭
が
会
社
の
債
務
の
金
額

を
弁
済
す
る
に
足
ら
ざ
る
と
き
は
其
債
権
者
に
対
し
債
権
額

の
割
合
に
応
じ
て
弁
済
を
為
す
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
但
少
額
の
債
権
又
は
担
保
あ
る
債
権
等
の
弁
済
に
付
き

裁
判
所
の
許
可
を
得
た
る
場
合
は
此
限
に
在
ら
ざ
る
も
の
と

す
る
こ
と

五
清
算
人
は
清
算
実
行
の
為
め
必
要
あ
る
と
き
は
債
権
者
集

会
を
招
集
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

届
出
を
為
し
た
る
債
権
者
の
債
権
額
の
十
分
の
一
以
上
に
当

た
る
債
権
者
の
申
出
あ
る
と
き
は
清
算
人
は
債
権
者
集
会
を

招
集
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

前
項
の
申
出
あ
り
た
る
場
合
に
於
て
清
算
人
が
債
権
者
集
会

を
招
集
せ
ざ
る
と
き
は
申
出
を
為
し
た
る
債
権
者
は
裁
判
所

の
許
可
を
得
て
其
招
集
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ

と

六
届
出
あ
り
た
る
各
債
権
に
付
き
債
権
者
集
〈
室
に
於
て
議
決

し
弁
済
を
為
す
こ
と
を
得
ざ
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と
但
少
額

の
債
権
又
は
担
保
あ
る
債
権
等
の
弁
済
に
付
き
裁
判
所
の
許
可
を

得
た
る
場
合
は
此
限
に
在
ら
ざ
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
八
十
七
第
一
一
百
三
十
条
の
承
認
あ
り
た
る
と
き
は
清
算
人
の

責
任
は
不
正
の
行
為
あ
り
た
る
場
合
を
除
く
の
外
当
然
解
除
せ
ら

れ
た
る
も
の
と
看
倣
す
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
八
十
八
第
一
一
百
三
十
一
一
条
の
規
定
を
決
議
第
五
十
八
に
準
じ

て
改
め
且
決
議
第
五
十
四
、
第
五
十
六
、
第
五
十
九
及
び
第
六
十

に
準
ず
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
八
十
九
第
一
一
百
一
一
一
十
一
一
一
条
に
決
議
第
六
十
三
に
準
ず
る
改
正

を
加
ふ
る
こ
と

第
二
款
特
別
清
算

第
百
九
十
第
一
款
総
則
の
次
に
「
特
別
清
算
」
の
一
款
を
加
へ
左

の
趣
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

－
会
社
が
債
務
超
過
に
陥
る
の
虞
あ
る
と
き
又
は
債
務
超
過

の
疑
あ
る
と
き
其
他
清
算
の
遂
行
に
付
き
著
し
き
困
難
あ
り

と
認
む
る
と
き
は
裁
判
所
は
会
社
の
債
権
者
、
監
査
役
、
株

主
若
く
は
清
算
人
の
申
立
に
因
り
又
は
職
権
を
以
て
特
別
清

算
の
開
始
を
命
ず
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

二
会
社
の
業
務
に
付
き
監
督
権
を
有
す
る
官
庁
は
裁
判
所
に

柿
を
行
は
し
む
べ
き
や
否
や
及
び
如
何
な
る
金
額
に
付
き
之

を
行
は
し
む
べ
き
や
は
清
算
人
之
を
定
む
る
も
の
と
し
異
議

あ
る
と
き
は
裁
判
所
之
を
定
む
る
も
の
と
す
る
こ
と

七
清
算
人
は
会
社
の
業
務
及
び
財
産
の
現
況
調
査
書
、
財
産

目
録
及
び
貸
借
対
照
表
を
債
権
者
集
会
に
提
出
し
清
算
の
実

行
に
付
て
の
方
針
及
び
見
込
を
報
告
す
る
こ
と
を
要
す
る
も

の
と
す
る
こ
と

八
（
ィ
）
債
権
者
集
会
に
於
て
は
監
査
委
員
を
選
任
す
る
こ
と

を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
ロ
）
監
査
委
員
は
三
人
以
上
と
し
其
選
任
は
裁
判
所
の
認

可
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
Ｃ
監
査
委
員
は
何
時
に
て
も
清
算
人
に
対
し
て
清
算
事

務
及
び
財
産
の
状
況
の
報
告
を
求
め
且
自
ら
之
を
調
査

す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
一
一
）
破
産
法
第
百
七
十
二
条
、
第
百
七
十
四
条
及
び
第
百

七
十
五
条
に
準
ず
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

九
重
要
財
産
の
処
分
、
訴
の
提
起
、
和
解
、
仲
裁
契
約
等
に

付
て
は
監
査
委
員
の
同
意
、
監
査
委
員
の
選
任
な
き
と
き
は

債
権
者
集
会
の
決
議
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

急
迫
な
る
事
情
あ
る
と
き
は
債
権
者
集
会
の
決
議
に
代
へ
裁
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第
百
九
十
一
第
二
百
一
一
一
十
六
条
第
一
項
規
定
の
事
項
中
に
無
限
責

任
社
員
と
会
社
と
の
関
係
を
加
ふ
る
こ
と

第
百
九
十
二
創
立
総
会
に
於
て
定
款
の
変
更
を
決
議
し
た
る
場
合

に
於
て
無
限
責
任
社
員
の
一
致
な
き
と
き
は
会
社
の
設
立
は
廃
止

せ
ら
る
べ
き
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
九
十
三
株
式
会
社
に
於
て
特
別
決
議
を
要
す
る
事
項
に
付
て

は
株
主
総
会
の
特
別
決
議
の
外
無
限
責
任
社
員
の
一
致
あ
る
こ
と

を
要
す
る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
九
十
四
株
主
一
人
も
無
き
に
至
り
た
る
と
き
は
無
限
責
任
社

員
の
一
致
を
以
て
合
名
会
社
と
し
て
会
社
を
継
続
す
る
こ
と
を
得

る
旨
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

第
百
九
十
五
第
一
一
百
五
十
三
条
第
一
一
項
準
用
の
第
七
十
八
条
、
第

七
十
九
条
第
一
項
、
第
二
項
を
削
除
し
無
限
責
任
社
員
は
会
社
組

卜
几
第
八
リ
中
に
引
川
せ
る
第
一
一
一
ザ
（
へ
）
の
処
分
は
と
キ
」

除
く

十
九
会
社
が
債
務
超
過
に
陥
る
の
虞
あ
る
と
き
又
は
債
務
超

過
の
疑
あ
る
と
き
は
清
算
人
は
特
別
清
算
開
始
の
申
立
を
為

す
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

判
所
の
許
可
を
得
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と

善
意
の
第
三
者
を
保
護
す
る
為
め
破
産
法
第
一
一
百
一
条
に
準

ず
る
規
定
を
設
く
る
こ
と

十
第
二
百
一
一
十
六
条
第
一
項
の
清
算
人
は
債
権
者
集
会
の
決

議
を
以
て
之
を
解
任
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
且
此
場
合

に
於
て
後
任
清
算
人
は
裁
判
所
之
を
選
任
す
る
も
の
と
す
る

こ
と

＋
一
裁
判
所
は
何
時
に
て
も
清
算
人
に
対
し
清
算
事
務
及
び

財
産
の
状
況
の
報
告
を
命
じ
其
他
清
算
の
監
督
上
必
要
な
る

調
査
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

＋
二
裁
判
所
は
清
算
の
監
督
上
必
要
と
認
む
る
と
き
は
会
社

財
産
の
処
分
の
禁
止
、
業
務
の
制
限
其
他
の
保
全
処
分
を
為

す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
一
」
と

十
三
裁
判
所
は
重
要
な
る
事
由
あ
る
と
き
は
職
権
を
以
て
清

算
人
を
改
任
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

＋
四
債
権
者
集
会
に
於
て
は
会
社
の
申
出
に
係
る
和
議
の
条

件
に
付
き
決
議
を
為
す
こ
と
を
得
る
も
の
と
し
和
議
条
件
承

認
の
決
議
は
出
席
し
た
る
債
権
者
の
過
半
数
に
し
て
其
債
権

額
が
届
出
を
為
し
た
る
債
権
総
額
の
四
分
の
三
以
上
に
当
た

る
も
の
の
同
意
を
以
て
之
を
為
し
且
裁
判
所
の
認
可
を
要
す

第
五
章
株
式
合
資
会
社

第
百
九
十
六
発
起
人
、
取
締
役
、
株
式
合
資
会
社
の
業
務
を
執
行

す
る
社
員
、
監
査
役
、
管
理
者
、
整
理
委
員
、
監
督
者
又
は
株
式

会
社
若
く
は
株
式
合
資
会
社
の
清
算
人
若
く
は
支
配
人
其
他
会
社

の
営
業
に
関
す
る
或
種
若
く
は
特
定
の
事
項
の
委
任
を
受
け
た
る

使
用
人
其
任
務
に
背
き
た
る
行
為
を
為
し
会
社
に
財
産
上
の
損
害

を
加
へ
た
る
と
き
は
十
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
九
十
七
社
債
権
者
集
会
の
代
表
者
其
任
務
に
背
き
た
る
行
為

を
為
し
社
債
権
者
に
財
産
上
の
損
害
を
加
へ
た
る
と
き
は
五
年
以

下
の
懲
役
又
は
五
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
百
九
十
八
第
二
百
六
十
一
条
の
規
定
を
改
め
左
の
場
合
に
於
て

発
起
人
、
取
締
役
、
株
式
合
資
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、

監
査
役
、
検
査
役
又
は
株
式
会
社
若
く
は
株
式
合
資
会
社
の
支
配

人
其
他
会
社
の
営
業
に
関
す
る
或
種
類
若
く
は
特
定
の
事
項
の
委

任
を
受
け
た
る
使
用
人
を
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
千
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

織
変
史
前
の
会
社
仙
勝
に
付
き
退
社
Ⅱ
に
岬
ず
る
成
任
を
負
ふ
旨

の
規
定
を
設
く
る
こ
と

る
も
の
と
す
る
こ
と

前
項
の
和
議
に
付
て
は
破
産
法
第
一
一
一
百
四
条
、
第
三
百
一
一
十

六
条
等
に
準
じ
相
当
の
規
定
を
設
く
る
こ
と

＋
五
会
社
財
産
の
状
況
に
依
り
必
要
あ
り
と
認
む
る
と
き
は

裁
判
所
は
清
算
人
、
監
査
役
、
監
査
委
員
、
届
出
を
為
し
た

る
債
権
者
の
債
権
額
の
十
分
の
一
以
上
に
当
た
る
債
権
者
若

く
は
資
本
の
十
分
の
一
以
上
に
当
た
る
株
主
の
申
立
に
困
り

又
は
職
権
を
以
て
会
社
に
対
し
検
査
命
令
を
発
す
る
こ
と
を

得
る
も
の
と
す
る
こ
と

＋
六
検
査
役
は
検
査
の
結
果
を
裁
判
所
に
報
告
す
べ
き
も
の

と
し
殊
に
決
議
第
百
六
十
九
第
十
六
号
（
イ
）
乃
至
（
ハ
）

に
準
ず
る
報
告
を
為
す
べ
き
も
の
と
す
る
一
」
と

十
七
裁
判
所
前
項
の
報
告
を
受
け
た
る
と
き
は
決
議
第
百
六

十
九
第
三
号
（
イ
）
乃
至
（
二
）
及
び
（
チ
）
に
準
ず
る
処

分
を
為
す
の
外
会
社
の
財
産
が
債
務
を
完
済
す
る
に
不
足
な

る
こ
と
分
明
な
る
に
至
り
た
る
場
合
に
於
て
第
十
四
号
に
依

る
和
議
の
見
込
な
き
と
き
は
職
権
を
以
て
破
産
の
宣
告
を
為

す
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

＋
八
決
議
第
百
六
十
九
第
四
号
、
第
五
号
、
第
八
号
、
第
九

号
及
び
第
十
七
号
に
準
ず
る
定
を
為
す
こ
と
但
決
議
第
百
六

第
七
章
罰
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る
社
風
、
雛
在
役
、
検
従
役
、
符
埋
者
、
臘
森
委
貝
、
幣
理
委
只
、

雌
将
粁
、
社
仇
椛
者
雌
会
の
代
表
者
又
は
株
式
会
社
若
く
は
株
式

合
資
会
社
の
清
算
人
若
く
は
支
配
人
其
他
会
社
の
営
業
に
関
す
る

或
種
類
若
く
は
特
定
の
事
項
の
委
任
を
受
け
た
る
使
用
人
其
職
務

に
関
し
不
正
の
利
益
を
収
受
し
又
は
之
を
要
求
若
く
は
約
束
し
た

る
と
き
は
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
一
一
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
不

正
の
利
益
を
交
付
、
提
供
又
は
約
束
し
た
る
者
亦
三
年
以
下
の
懲

役
又
は
三
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

不
正
の
利
益
を
交
付
、
提
供
又
は
約
束
し
た
る
者
自
首
し
た
る
と

き
は
其
刑
を
減
軽
又
は
免
除
す
る
こ
と
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
二
百
二
左
に
掲
げ
た
る
事
項
に
関
し
何
等
の
名
義
を
以
て
す
る

を
間
は
ず
金
銭
其
他
の
財
産
上
の
利
益
を
収
受
又
は
要
求
し
た
る

者
を
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と

す
る
こ
と

―
総
会
又
は
債
権
者
集
会
に
於
け
る
発
一
一
一
一
口
若
く
は
不
発
言
又

は
議
決
権
の
行
使
若
く
は
不
行
使

二
総
会
の
決
議
無
効
の
訴
其
他
本
編
に
規
定
す
る
訴
の
提
起

若
く
は
不
提
起
又
は
資
本
の
十
分
の
一
以
上
に
当
た
る
株
主

の
権
利
の
行
使
若
く
は
不
行
使

三
社
債
権
者
集
会
に
於
け
る
発
一
一
一
一
口
若
く
は
不
発
一
一
一
一
口
、
議
決
権

一
会
社
の
設
立
又
は
資
本
増
加
の
場
合
に
於
て
株
式
総
数
の

引
受
若
く
は
株
金
の
払
込
額
に
付
き
又
は
第
百
一
一
十
一
一
条

（
第
一
号
及
び
第
一
一
号
を
除
く
）
、
第
一
一
百
十
一
一
条
の
一
一
若

く
は
決
議
第
百
五
十
四
第
一
一
号
に
褐
ぐ
る
事
実
に
付
き
裁
判

所
又
は
総
会
に
対
し
不
実
の
申
述
を
為
し
又
は
事
実
を
隠
蔽

し
た
る
と
き

二
何
人
の
名
義
を
以
て
す
る
を
問
は
ず
く
云
社
の
計
算
に
於
て

不
正
に
其
株
式
を
取
得
し
又
は
質
権
の
目
的
と
し
て
之
を
受

け
た
る
と
き

三
法
令
又
は
定
款
の
規
定
に
違
反
し
て
利
益
又
は
利
息
の
配

当
を
為
し
た
る
と
き

四
会
社
の
営
業
の
範
囲
外
に
於
て
賃
付
若
く
は
手
形
の
割
引

を
為
し
又
は
投
機
取
引
の
為
め
に
会
社
財
産
を
処
分
し
た
る

と
き

第
百
九
十
九
左
の
場
合
に
於
て
は
五
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
千
円

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

－
発
起
人
、
取
締
役
、
株
式
合
資
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る

社
員
、
外
国
会
社
の
代
表
者
、
株
式
会
社
若
く
は
株
式
合
資

会
社
の
支
配
人
又
は
第
一
一
百
四
条
の
一
一
に
規
定
す
る
者
会
社

を
設
立
し
、
資
本
を
増
加
し
又
は
社
債
を
募
集
す
る
場
合
に
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於
て
人
を
欺
岡
す
る
目
的
を
以
て
株
式
申
込
証
、
社
債
申
込

証
、
目
論
見
書
、
株
式
又
は
社
債
の
募
集
の
広
告
其
他
株
式

又
社
債
の
募
集
に
関
す
る
文
書
に
虚
偽
の
記
載
を
為
し
之
を

行
使
し
た
る
と
き

二
社
債
を
引
受
た
る
者
其
引
受
た
る
社
債
の
売
出
を
為
す
場

合
に
於
て
人
を
欺
岡
す
る
目
的
を
以
て
社
債
の
募
集
広
告
其

他
募
集
に
関
す
る
文
書
に
虚
偽
の
記
載
を
為
し
之
を
行
使
し

た
る
と
き

第
二
百
四
条
の
二
に
規
定
す
る
者
又
は
社
債
を
引
受
け
た
る
者
会

社
な
る
と
き
は
其
取
締
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
又
は
支
配
人

に
し
て
前
項
の
行
為
を
為
し
た
る
も
の
を
処
罰
す
る
も
の
と
す
る

こ
と

第
二
百
発
起
人
、
取
締
役
、
株
式
合
資
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る

社
員
、
株
式
会
社
若
く
は
株
式
合
資
会
社
の
清
算
人
又
は
支
配
人

株
金
の
払
込
若
く
は
会
社
財
産
の
状
況
を
仮
装
す
る
為
め
其
他
不

正
の
目
的
を
以
て
預
合
を
為
し
た
る
と
き
は
一
一
一
年
以
下
の
懲
役
又

は
一
一
一
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
相
通
じ
て
預
合
に
応
じ
た
る
者
亦

三
年
以
下
の
懲
役
又
は
一
一
一
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す

る
こ
と

第
二
百
一
発
起
人
、
取
締
役
、
株
式
合
資
〈
云
社
の
業
務
を
執
行
す

の
行
仙
若
く
は
不
行
使
ｙ
社
价
椛
者
集
会
の
決
繊
無
効
の
訴

の
提
起
若
く
は
不
提
起
又
は
社
債
総
額
の
十
分
の
一
以
上
に

当
た
る
社
債
権
者
の
権
利
の
行
使
若
く
は
不
行
使

第
一
一
百
一
一
一
決
議
第
二
百
一
及
び
第
一
一
百
一
一
の
場
合
に
於
て
収
受
し

た
る
利
益
は
之
を
没
収
す
若
し
其
全
部
又
は
一
部
を
没
収
す
る
こ

と
能
は
ざ
る
と
き
は
其
価
格
を
追
徴
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
一
一
百
四
決
議
第
二
百
一
一
に
掲
げ
た
る
事
項
に
関
し
不
正
の
目
的

を
以
て
金
銭
其
他
財
産
上
の
利
益
を
交
付
又
は
提
供
し
た
る
者
を

一
年
以
下
の
懲
役
若
く
は
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す

る
こ
と

第
二
百
五
株
金
払
込
の
一
員
任
を
免
る
る
目
的
を
以
て
他
人
又
は
存

在
せ
ざ
る
者
の
名
義
を
用
ゐ
て
株
式
を
引
受
若
く
は
譲
受
た
る
者

又
は
株
式
の
譲
渡
を
仮
装
し
た
る
者
を
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
千

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

第
二
百
六
第
一
一
百
六
十
一
一
条
及
び
第
一
一
百
六
十
一
一
条
の
一
一
の
規
定

を
改
め
左
の
場
合
に
於
て
発
起
人
、
会
社
の
業
務
を
執
行
す
る
社

員
、
取
締
役
、
外
国
会
社
の
代
表
者
、
監
査
役
、
検
査
役
、
管
理

者
、
監
査
委
員
、
整
理
委
員
、
清
算
人
、
杜
債
権
者
集
会
の
代
表

者
又
は
株
式
会
社
若
く
は
株
式
合
資
会
社
の
支
配
人
を
五
千
円
以

下
の
過
料
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と Ｉ 
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一
本
編
に
定
め
た
る
登
記
を
為
す
こ
と
を
怠
り
た
る
と
き

二
本
編
に
定
め
た
る
公
告
若
く
は
通
知
を
為
す
こ
と
を
怠
り

又
は
不
正
の
公
告
若
く
は
通
知
を
為
し
た
る
と
き

三
本
編
の
規
定
に
よ
り
閲
覧
又
は
謄
本
若
く
は
抄
本
の
交
付

を
許
す
べ
き
書
類
を
正
当
の
理
由
な
く
し
て
閲
覧
せ
し
め
ず

又
は
其
謄
本
若
く
は
抄
本
の
交
付
を
為
さ
ざ
る
と
き

四
本
編
の
規
定
に
依
る
検
査
又
は
調
査
を
妨
げ
る
と
き

五
官
庁
、
総
会
、
社
債
権
者
集
会
又
は
債
権
者
集
会
に
対
し

不
実
の
申
述
を
為
し
又
は
事
実
を
隠
蔽
し
た
る
と
き

六
第
百
一
一
十
六
条
第
一
一
項
、
第
一
一
百
一
一
一
条
第
二
項
、
第
一
一
百

十
二
条
の
一
一
一
第
一
項
及
び
第
一
一
百
一
一
一
十
八
条
第
一
一
項
の
規
定

に
違
反
し
株
式
申
込
証
又
は
社
債
申
込
証
を
作
ら
ず
之
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
又
は
不
正
の
記
載
を
為
し
た
る

と
き

七
決
議
第
九
十
六
の
規
定
に
違
反
し
て
権
利
株
の
譲
渡
又
は

其
予
約
を
為
し
た
る
と
き

八
第
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
一
一
百
十
七
条
第
三
項
の
規

定
に
違
反
し
て
株
券
を
発
行
し
た
る
と
き

九
株
券
又
は
債
券
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
又
は
不

正
の
記
載
を
為
し
た
る
と
き

定
、
に
不
足
を
生
じ
た
る
場
合
に
於
て
其
選
任
手
続
を
為
す

こ
と
を
怠
り
た
る
と
き

十
七
決
議
第
百
九
十
第
十
九
号
の
規
定
に
違
反
し
て
特
別
清

算
開
始
の
申
立
を
為
す
こ
と
を
怠
り
又
は
民
法
第
八
十
一
条

の
規
定
に
違
反
し
て
破
産
宣
告
の
請
求
を
為
す
こ
と
を
怠
り

た
る
と
き

十
八
第
百
九
十
四
条
の
規
｛
正
に
違
反
し
て
準
備
金
を
積
立
て

ず
又
は
決
議
第
百
四
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
準
備
金
を

支
出
し
た
る
と
き

十
九
第
二
百
条
の
規
定
に
違
反
し
て
社
債
を
募
集
し
又
は
第

二
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
債
券
を
発
行
し
た
る

と
き

一
一
十
旧
社
債
償
還
の
為
め
に
払
込
金
額
又
は
現
存
純
財
産
額

を
超
え
て
社
債
を
発
行
し
た
る
場
合
に
於
て
旧
社
債
の
償
還

を
為
さ
ざ
る
と
き

二
十
一
第
七
十
八
条
又
は
第
七
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て

合
併
、
会
社
財
産
の
処
分
、
資
本
の
減
少
又
は
組
織
の
変
更

を
為
し
た
る
と
き

一
一
十
一
一
第
二
百
六
十
条
の
規
定
に
依
る
裁
判
所
の
命
令
に
違

反
し
た
る
と
き

本
案
の
罰
則
に
付
て
は
大
体
要
綱
に
基
く
も
起
草
の
際
一
般
刑
事
法

と
の

(） 損前関
係
を
審
究
し
要
綱
の
本
旨
に
反
せ
ざ
る
範
囲
内
に
於
て
適
当

一
一
十
三
裁
判
所
の
選
任
し
た
る
管
理
者
又
は
油
算
入
に
事
務

の
引
渡
を
為
さ
ざ
る
と
き

二
十
四
清
算
の
結
了
を
遅
延
せ
し
む
る
目
的
を
以
て
民
法
第

七
十
九
条
の
期
間
を
不
当
に
定
め
た
る
と
き

二
十
五
民
法
第
七
十
九
条
の
期
間
内
に
或
債
権
者
に
弁
済
を

為
し
又
は
決
議
第
百
九
十
第
四
号
の
規
定
に
違
反
し
て
弁
済

を
為
し
た
る
と
き

二
十
六
第
九
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
て
会
社
財
産
を
分
配

し
た
る
と
き

二
十
七
決
議
第
百
六
十
九
第
七
号
（
二
）
（
ホ
）
又
は
決
議

第
百
九
十
第
十
二
号
の
規
定
に
依
る
裁
判
所
の
命
令
に
違
反

し
た
る
と
き

二
十
八
決
議
第
百
九
十
第
九
号
の
規
定
に
違
反
し
た
る
と
き

項
に
褐
ぐ
る
者
自
己
若
く
は
他
人
に
利
益
を
与
へ
又
は
他
人
に

害
を
加
ふ
る
こ
と
を
知
り
て
前
項
の
行
為
を
為
し
た
る
と
き
は

年
以
下
の
懲
役
若
く
は
禁
鋼
又
は
千
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

の
と
す
る
こ
と

希
望
決
議

十
第
百
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
株
式
の
消
却

を
為
し
た
る
と
き

十
一
正
当
の
理
由
な
く
し
て
株
券
の
名
義
書
換
を
為
さ
ざ
る

と
き

十
一
一
決
議
第
百
九
の
規
定
に
違
反
し
て
株
券
を
無
記
名
式
と

為
し
た
る
と
き

十
三
定
款
、
株
主
名
簿
、
社
債
原
簿
、
議
事
録
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
営
業
報
告
書
、
事
務
報
告
書
、
損
益
計
算
書
、

準
備
金
並
に
利
息
の
配
当
に
関
す
る
議
案
、
第
二
十
五
条
の

帳
簿
及
び
決
議
第
百
九
十
第
七
号
の
現
況
調
査
書
に
記
載
す

べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
又
は
不
正
の
記
載
を
為
し
た
る
と
き

十
四
第
百
七
十
一
条
第
一
項
又
は
第
百
九
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
依
り
会
社
に
備
へ
置
く
べ
き
帳
簿
又
は
書
類
を
本
店

又
は
支
店
に
備
へ
置
か
ざ
る
と
き

十
五
第
百
五
十
七
条
、
第
百
九
十
八
条
第
二
項
又
は
第
二
百

三
十
四
条
に
於
て
準
用
す
る
第
百
五
十
七
条
の
規
定
に
違
反

し
て
株
主
総
会
を
招
集
せ
ざ
る
と
き
又
は
定
款
に
定
め
た
る

地
以
外
の
地
に
於
て
若
く
は
決
議
第
百
十
四
の
規
定
に
違
反

し
て
株
主
総
会
を
招
集
し
た
る
と
き

十
六
法
令
又
は
定
款
の
規
定
に
依
る
取
締
役
又
は
監
査
役
の

107（107） (106） 106 
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な
る
変
更
追
加
を
為
す
を
妨
げ
ざ
る
く
し

＊
法
律
時
報
第
三
巻
第
一
○
号
（
昭
和
七
年
）
七
一
一

頁
以
下
を
底
本
と
す
る
。
旧
漢
字
を
新
漢
字
と
し

た
。

は
じ
め
に

第
一
章
保
険
本
質
論
の
類
型

第
二
章
イ
タ
リ
ア
法
に
お
け
る
保
険
本
質
論

第
一
節
保
険
本
質
論
の
類
型

第
二
節
保
険
本
質
論
の
背
景

第
三
章
保
険
本
質
論
の
考
察

第
一
節
定
義
の
目
的
お
よ
び
方
法
論

第
二
節
保
険
本
質
論
の
考
察

第
一
款
企
業
説
（
三
国
亘
の
説
）
の
分
析

第
二
款
保
険
本
質
論
の
考
察

お
わ
り
に
か
え
て

保
険
本
質
論
の
法
的
再
検
討

ｌ
保
険
契
約
と
他
の
契
約
と
の
区
別
を
目
的
と
し
て
Ｉ

。

岡
田
豊

基

109（109） (108） 108 

『］｛


